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静岡県の東部、駿東◎沼津◎三島地区は、古くから東西交通の要所として栄えたと同時に、

富士◎箱根◎伊豆といった観光地への入り口として賑わってきた。しかし本地域における道路

の渋滞は慢性的であり、これを緩和するために計画されたのが東駿河湾環状道路である。大平

遺跡は、この東駿河湾環状道路建設工事に伴う一連の埋蔵文化財発掘調査の中の一つである。

当研究所では、平成3年度より東駿河湾環状道路建設に伴う発掘調査を実施し、平成8年度末

までに、本遺跡を含めて7遺跡にわたる現地調査が終了し、三島市下原遺跡（I期◎Ⅲ期）、加

茂ノ洞B遺跡、焼場遺跡（A地点◎B地点）、八田原遺跡、上ノ池遺跡、徳倉B遺跡など、箱根

西麓地域で多くの貴重な発見や成果を得ている。

大平遺跡は、平成7年度に現地調査に着手し、平成8年度に現地調査を終了した後、平成9

年度に資料整理を実施した。

今回の調査では、中世後半～近世までの遺構◎遺物を中心としている。昭和55年に本遺跡よ

りもやや北側で行われた国道246号裾野バイパス建設に伴う発掘調査では、中近世の墳墓と思わ

れる土坑が検出されているが、本遺跡でも黄瀬川の河遺跡を中心に同様の土坑が多数検出され

ており、遺構のつながりが確認できた。また、黄瀬川の礫塊帯が広がる段丘面では、集石墓を

中心とした中世後半の墳墓が27基検出された。埋葬方法は火葬を中心としており、黄瀬川河岸

に近い部分や一番高い段丘面などで検出されている。その他、江戸時代後半に構築された道路

状の石敷遺構や石積み遺構なども検出された。本遺跡は、中世後半から近世にかけて営まれた

墓地として位置づけが可能であると思われる。

なお、本報告書作成にあたっては、建設省中部地方建設局沼津工事事務所、静岡県教育委員

会及び長泉町教育委員会をはじめとする関係機関各位に多大な援助◎協力を得ている。この場

をかりて深くお礼申し上げる次第である。また、作業に関係した研究所職員や多くの方々に心

から謝意を表したい。

平成10年3月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所　長　斎　藤
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1◎　本書は、静岡県駿東郡長泉町南一色に所在する大平遺跡の発掘調査報告書である。

2◎　調査は、平成7年度（9月～11月）に行った確認調査の結果を受け、東駿河湾環状道路建

設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査業務として、建設省中部建設局沼津工事事務所の委託を受

け、静岡県教育委員会文化課の指導のもとに、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が、平

成7年11月から平成8年12月まで現地調査を行い、整理作業は、平成9年4月から平成10年

1月まで実施した。

3◎　調査体制は以下の通りである

平成7年度

所長　斎藤忠　　副所長　池谷和三　　常務理事　三村田昌昭　　調査研究部長　小崎章男

調査研究部四課長　橋本敬之　　調査研究員　瀬戸俊昭　小川正夫　後藤正人（確認調査）

平成8年度

所長　斎藤忠　　副所長　池谷和三　　常務理事　三村田昌昭　　調査研究部長　石垣英夫

調査研究部四課長　橋本敬之　　調査研究員　中鉢賢治　鈴木譲　飯塚晴夫　宮崎覚

平成9年度

所長　斎藤忠　　副所長　池谷和三　　常務理事　三村田昌昭　　調査研究部長　石垣英夫

調査研究部次長兼一課長　栗野克己　　調査研究員　鈴木譲

4◎　本書は、調査研究員鈴木譲が執筆した。

5◎　発掘調査にあたり、動物遺体の鑑定を早稲田大学の金子浩昌先生に、出土歯牙の鑑定を浜

松医科大学法医学教室に、炭化材の樹種同定を古環境研究所に委託し、その結果を付編とし

て掲載した。

6◎　石器◎石製品の石材鑑定は、静岡大学名誉教授伊藤通玄先生に委託した。

7◎　金属製品（キセル◎鉄砲玉）の成分分析と黒輝石の原産地分析は、沼津工業高等専門学校

望月明彦先生に委託した。

8◎　本書の遺物写真の撮影は、楠華堂（楠本真紀子氏）に委託した。なお動物遺存体◎出土歯

牙の撮影については静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

9◎　本書の編集は、静岡県埋蔵文化財調査研究所が行い、調査、分析に関する資料は同研究所

が保管している。



凡　　　例

本書の記載については、以下の基準に従い統一をはかった。

1．グリッドは、建設予定道路のセンター杭、No．286杭（調査区東側、黄瀬川側）からNo．298杭

（調査区外西側、国道246号線バイパス側）を見通したラインを基準に南西優位に10mグリッド

を設定した。

No・286杭（調査区内、F－27杭）Ⅹ＝－94．581．391、Y＝＋36．383．964、H＝77．969m（杭高）

北緯35度8分48秒、東経138度53分58秒

No・298杭（調査区外、F～3杭）X二一94．475．233、Y＝＋36．168．719、H＝77．667m（杭高）

北緯35度8分52秒、東経138度53分49秒

2．グリッド杭とグリッドのそれぞれ名称については、下記のように設定した。

F27グリッドと呼称する

（南西優位）

3．本報告書の遺構・遺物の表記（略号）は以下の通りである。

《遺構か

SF・・・土坑　　　　SD・‥溝状遺構　　　　SP・‥ピット・小穴

（遺物》

P・‥土器・陶磁器　　　PT‥・土製晶　　　S‥石器・石製品

NB…動物遺存体　　　N…炭化物

SX…その他

M…金属製品

4．遺構実測図の中でのスクリーントーンの表現は下記の通りである。

骨

…焼土

…‥炭化物・灰の分布

…‥地山

5．2－1区の調査については、便宜上調査区を段丘面、段丘崖、河遺跡に分け、さらに6ブ

ロックに細分して説明した。

・段丘面……………第1段丘面・第2段丘面・第3段丘面

・段丘崖……………段丘崖

・河遺跡‥‥・‥‥‥…・第1河遺跡・第2河遺跡
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第I章　調査の概要

第1節　調査に至る経緯

東駿河湾環状道路は、静岡県東部の交通施節の一貫として、当地域を環状的に迂回し、通過交通の排

除、地域内外交通の整理、環状道路周辺地域の開発を図ると同時に、地震発生時等非常時における緊急

輸送路等の役割も期待されて、昭和62年に企画化された。特に慢性的な渋滞を引き起こしている沼津イ

ンター線や国道1号線、国道136号線の渋滞緩和に大きな期待が寄せられている。路線としては、東名高

速道路沼津I．Cの南西側沼津市岡宮から愛鷹山麓、長泉町から黄瀬川を越えて箱根山西麓の三島市に

入り、国道1号線を横断した後、函南町平井の熱函道路に到達し、国道136号線バイパスの伊豆中央道に

合流する総延長26．1kmの片側2車線の広規格道路である。そして将来的には、函南大仁バイパスや修善

寺バイパスと連結して、伊豆縦貫自動車道となる予定である。用地買収は平成元年度から開始された。

そして、用地買収の完了した地点より、埋蔵文化財包蔵地の路線内調査依頼が行われ、30数ヶ所の周知

の遺跡および遺跡の可能性がある地点がリストアップされた。このうち長泉町内には大平遺跡を含めて

7ヶ所があげられた。

大平遺跡に最初に調査に入ったのがが、平成7年9月であった。2ヶ月の確認調査の結果中世の遺物

の検出をみたため、本調査の必要を委託者である建設省中部建設局沼津工事事務所、指導機関である静

岡県教育委員会に回答し、すぐに本調査対応に入ることとなった。

第2節　調査の方法

今回の発掘調査では、調査区内を走る町道と、もと地主の地境に70cm程度の段差があったので、これ

らを境にして、便宜的に調査区全体を3区に分割し、さらに一番面積の広い2区は、調査区内を流れる

水路（U字溝）でさらに3区画に分けた。また、建設予定道路のセンターラインを中心軸（Fライン）
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第1図　グリッド配置図
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として、10mXlOmのグリッドを設定し（第1図）、グリッドは北西隅を起点に、北から南へÅ迅C……

のアルファベット、西から東へ123「……の数字を付した。この組み合わせによりグリッド杭の北東の

面をA－1のように表記した。表土の除去にはバックポウを用い、各遺構面は作業員の手作業で発掘し、

土砂の運搬はべ′し卜コンベアを使甲した「，ただし2－1区については、調香期間短縮の必要から、第2
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遺構面の直上までバックポウを用いて土砂を除去した。

発掘調査は、層位的に行い、遺構検出画ごとに遺構、遺物出土状況の実測図作成と写真撮影を行った。

遺構平面図◎土層断面図は、温：20縮尺図を基本とし、必要に応じて一部鼠　は縮尺図を作成した。遺

構平面図は、簡易遣り方測量を原則としたが、2－1区と2∵…3区では、ラジコンヘリコプターを使用

した空中写真測量を実施した。出土遺物は、グリッドごとに、層位別∴遺構別に取り上げ、土器◎石器⑳

金属製品等に分けて台帳に登録した。写真撮影は、6×7判白黒と35mm（カラースライド、白黒、カラー

ネガ）の組み合わせで記録を行い、調査区全景は、適宜高所作業車、ローリングタワーを使用して4×

5判（白黒、カラースライド）も撮影した。

なお2－2区については、今回は調査期間短縮のため本調査を行わず、未買収地域と1区と2「一旦区

との間にある町道とあわせて、今後用地買収後調査を行う予定である。

第3節　調査の経過

（漫）確認調査～平成7年9月Ⅲ目～平成7年Ⅲ月8日

東駿河湾環状道路センター杭を基準にグリッド設定を行った後、トレンチ3本、試掘坑23カ所を設定

し七。I層◎Ⅲ層については、後世の撹乱を受けており、Ⅲ層～Ⅶ層で遺物、遺構の検出をみた。また

遺跡の範囲は、23～25ライン付近は後世の削平を受けて、表土直下より黄瀬川が運んだ砂礫層が堆積し

ているので、この地域を除いた範囲でⅣ層～Ⅶ層の調査が必要ということになった。

（2）本調査（第1次調査＝平成7年且1月13日～平成8年3月3持圭第2次調査＝平成8年4月且目～平

成8年12月5日）

頂　匿…平成8年1月22日～平成8年8月19日

1月22日より調査準備に入り、翌日より表土除去を開始し、重機でⅢ層上面まで掘削した後、芋掘り

でⅣ層まで掘り下げた。排土置場は、同じ調査区内の南半分に設定した。

Ⅳ層（暗褐色土）では4基の土坑を検出した。この面は遺物の残りが密で、遺物の分布状況の実測を

行い、その後Ⅴ層（赤褐色土）上面まで掘り下げた。Ⅴ層では、径5cm程度の小穴、土坑、溝状遺構を

検出したが、遺物の出土量は少なく、遺構に絡んで出土しなかった。この後Ⅴ層上面で地形測量を行っ

た。5月第3週に、第1遺構面の全景写真撮影を行った後、第1遺構面の作業効率をあげるため、調査

区の半分近くを占拠していた排土を2－且区に移動し、調査面積を拡幅した。そして5月第4週より、

第1遺構面の地形測量終了箇所からV層◎Ⅵ層（黒褐色土）の掘り下げを行い、Ⅶ層（黄褐色土）上面

での遺構検出作業に入りながら、拡幅部分もⅢ層から順次層位ごとに掘り下げ、Ⅴ層上面での遺構検出

を行った。第2遺構面であるⅦ層上面では、南北方向の3～4条の礫◎砂からなる中洲状の高まりが認

められ、遺構は土坑、溝状遺構などを検出したが、中央を走る谷状の落ち込みの中に土坑が2基検出さ

れたほかは、概ね東西の中洲状の高まりからの検出が多い。7月第3過に第2遺構面での全景写真撮影

を行い、7月第4週から調査区南東部（H－10⑳11、I－摘◎Ⅲグリッド）の排土を調査終了箇所に移

し、第1遺構面検出後地形測量を行って、Ⅵ層を掘り下げてⅦ層上面で遺構検出作業に入った。ここで

も他グリッドと同様な土坑、溝状遺構を検出したが、遺物が絡んでこなかった。8月第4過に第2遺構

面の地形測量を行い、1区の全調査を終了した。

ー3－



2－頂区‥・平成8年7月26日～平成8年12月5日

7月第4週から重機による表土除去を開始した。調査期間短縮のため、Ⅵ層上面まで重機で掘削した。

調査区内には3列ほどの大がかりな石垣が作られていて、その解体に手間がかかり、Ⅵ層の掘り下げは

8月第2週より行った。9月第1週からは作業員も増員して、9月末までに調査区内のⅥ層掘り下げ、

Ⅶ層上面での遺構検出を行った。その結果、350近くの遺構を検出した。特に一番高い段丘面から、中世

墓と思われる集石土坑を21墓検出した。また河遺跡からは、火葬施設と思われる遺構や1区で検出した

ものと同規模の土坑が20基近く検出された。10月18日にラジコンヘリコプターによる空中写真測量を実

施し、その後新たに検出した集石土坑の実測作業と調査区周囲の西壁、両壁、北壁の土層断面図を実測

して、11月28日に全景写真撮影を行い、12月5日に調査の全工程を終了した。

2－3区…平成8年5月14日～平成8年11月28日

5月第3週に、2mX2mのテストピットを2ヶ所設定し、芋掘りでⅦ層上面まで調査したが、遺構◎

遺物の出方はやや薄かった。そして7月第2週より、手掘りでⅦ層上面まで掘り下げを開始し、Ⅷ層上

面で5基の土坑と東西方向の溝状遺構を検出した。溝状遺構の中には、拳大～人頭大の礫が多量に廃棄

されたような状態が確認できた。その後8月第4過までにⅦ層上面遺構検出作業を終了し、10月18日に

ラジコンヘリコプターによる空中写真測量を実施した。11月第2週に溝状遺構を完掘したところ、溝は

1本ではなくて、2本が切りあう形であることが確認でき、かわらけなどを検出した。11月第5週に地

形測量終了後、全景写真撮影を行って、2－3区の全調査を終了した。

3　区‥・平成7年11月13日～平成8年9月27日

試掘調査の結果から、平成8年度に全面的な本調査の必要があることが判明し、その際、3区が県道

から調査区への進入の便が最も良い場所にあたり、先行調査を行って埋め戻した後、平成8年度の全面

的な調査に備えて駐車場◎プレハブ建設用地とすることが、県教育委員会文化課◎建設省沼津工事事務

所との協議の上決定した。

平成7年11月13日から重機によりI◎Ⅲ層を除去し、Ⅲ層上面から芋掘りで掘り下げていった。Ⅳ層

（黒褐色土）より、石敷遺構、石積み遺構や銭貨、かわらけ、陶器などが検出された。その後、Ⅶ層（黄

褐色土）上面で小穴、土坑、溝状遺構などが検出された。平成8年1月31日に、石敷遺構、石積み遺構

のラジコンヘリコプターによる空中写真測量を行った。2月より、石積み遺構の立面実測を始め、南側

部分を残して、平成7年度の調査を終了した。

平成8年4月の第2週より、石積み遺構の南側部分の立面実測を行い、終了後石積みを解体し、Ⅶ層

上面での遺構検出作業を再開した。その結果新たに、土坑、小穴、墳墓などの遺構を43検出した。5月

第5週より地形測量を始め、6月第1週で終了し、7月第4週に第2遺構面（Ⅶ層上面）での全景写真

撮影を行った。そして、9月第4週にSX3043の平面実測図を作成して、3区の全調査を終了した。

第1歳　作業．貰程哀

4 月　 5 月　 6 月　　 7 月　 8 月　 9 月　 相月　 日月　 I2月　 l 月　 2 月　　 3 月

平 成 7 年度 ←試掘調査→←　　　 3 区現地調査　　　 →

← 1区現 地調査→

平成 8 年度 ←　　　　　 l区現地調査　　　　　 →

←　　　　　　　　 3 区現地調査　　　　　　　 →

←　　　　　　　 2 － 3 区現地調査　　　　　　 →

←　　 2 － 1区現地調査　 →
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第　節　基本丑層につ　渦ぞ

1　基本土層の拙握

今回の大平遺跡では、本遺跡のやや北側で行われた国道246号裾野バイパス建設時の発掘調査の基本土

層と、1区◎2区◎3区でFラインにあたる試掘坑の北壁の土層断面と2－1区のトレンチ北壁土層断

面雄一15グリッド）を対象として検討した。調査区は梅ノ木沢川と黄瀬川の侵食を受け、2－1区西

側から3区に向けて河岸段丘上に下る地形で、有史以来洪水◎旧河川等の変動があったようで、その層

位に局部的な相違があり、調査区全体で認められた土層は一部だけであった。また国道246号裾野バイパ

ス建設時の発掘調査の結果、梅ノ木沢川と黄瀬川に挟まれた中間地帯を中心に、ほぼ河川に並行したよ

うな状態で礫塊帯が認められると報告されており、本遺跡でも1区9ラインよりも西側と2－1区のり～

H－12グリッドなどで、大型の河原石を含めて礫が顕著に認められた。そこで最も堆積が安定していて、

国道246号裾野バイパス建設時の発掘調査の基本土層と類似していると考えられる2－1区のトレンチ北

壁土層断面（E－15グリッド）を標準として、I～Ⅶ層に分層し、他地点との対応関係を導き出すこと

によって、Ⅴ層◎Ⅶ層で遺構検出作業を行った。

土層の状況を見ると、I層、Ⅲ層については水田として利用した後、撹乱を受けたため所々点在する

か、混在するといった具合であるが、Ⅲ層～Ⅶ層は広範囲での分布が確認された。ただし、23～25ライ

ン付近（2－2区相当）は、Ⅲ層直下より、黄瀬川の運んだ砂礫層が堆積していた。以下、基本土層に

ついて説明する。なお、各調査区の土層の状況については、局部的に相違がみられるので、各地区の調

査のところで説明していきたい。

第4図　基本土層図

I層　黒褐色量　有機物が堆積した水田耕作土である。1区および3

区では、ほとんど検出されず、2－1区でも中央部のみで検出された。

Ⅲ層　灰色粘土　粘性の強い土で、旧水田耕作土である。2－1区か

ら3区にかけては、I層が混入している部分がある。

Ⅲ層　赤褐色量　鉄分を多く含んで酸化しており、赤味を帯びている。

締まり◎粘性ともはととんどない。遺物包含層である。

Ⅳ層　暗褐色豊～黒褐色量　全体的に締まり◎粘性ともに弱い。遺物

包含層である。

Ⅴ層　赤褐色豊～黒褐色豊　色調的にはⅢ層と類似するが、やや赤味

が弱い。粘性はないが締まりがあり、硬化している。下位に黄褐色土

粒子をわずかに含む。礫を少量含む。一部で黒味が強まり、橙色スコ

リアを含む所がある。

Ⅵ層　黒褐色豊～暗褐色豊　締まり◎粘性ともにやや弱く、礫をわず

かに含む。下位には黄褐色土（Ⅶ層）をわずかに含む。一部で黒味が

弱まり、暗褐色を呈する所がある。遺物包含層である。

Ⅶ層　黄褐色豊　黄色味がやや強い。粘性は普通であるが、やや締ま

りあり。部分的に礫の混入が多い所がある。

－7－



三二三　二王∴≒三

第鼠節　地哩的環境と遺跡の位置

富士山の南に位置する愛鷹山は富士火山帯に属し、その発生は古く地質時代第四紀洪積世前半代の火

山活動によるものといわれ、具体的には今からおよそ百万年以上前である。南東麓では、山頂から派出

した尾根は背稜部が平坦部に移行して、やがて末端部に近づくと、広くかつ平坦な山麓丘陵地帯を形成

している。このあたりは、傾斜も愛鷹山麓で最も緩やかな地域で、愛鷹ロームが最も厚く堆積する地域

でもある。複雑に入り組んだ開析谷は、それぞれ細い渓流をもって東流し、やがて谷底平野の黄瀬川に

合流している。

箱根山も愛鷹山と同時期の火山活動によるもので、二重の外輪山をもつことで知られている。分水嶺

をなす外輪山が、約1誹00mの低い峯であることと、峯から谷への距離が短いために放射谷の水量が乏

しく、浸食はあまり進んでいないので、老年期に似た地形が発達している。西貴地域は、今から5万年

前頃、火砕流の流下や火山灰の堆積によって、東麓や他の山麓と比べて緩やかな斜面が形成されている。

一つ一つの台地の規模は、愛鷹山南東麓の台地に比べるとかなり広い。

黄瀬川は御殿場市に源を発し、多少の迂曲はするが、ほぼ直線的に南に向かって流出し、狩野川に合

流するまでの流路は約30kmである。谷合は、北に高く南に低い緩やかな斜面になっている。その上を黄

瀬川が乱流して、平らな斜面を作った。その後、地殻の隆起によって、谷は深くなり、元の川底であっ

た段丘上に、集落や畑巨水田などが発達した。黄瀬川はその大半が富士火山噴出物の砂礫層を浸食して

流れているが、その下に堅い富士溶岩流があるので河底は一般に浅い。

大平遺跡は、愛鷹山の尾根が張り出している南東麓の裾ので、黄瀬川が南下して形成した細長く平坦

な河岸段丘上に位置する。黄瀬川は、大平遺跡周辺においては南下する過程で、西側から東側へ流心が

移動し、河岸段丘を形成しながら外湾していて、滑走斜面が段丘群で構成されているように思われる（1）。

等高線図を追ってみると、等高線が疎の部分と密な部分が認められ、段丘面と段差（段丘崖）が形成さ

れている様子がわかる。また、段差直下に流心があって、そこの砂礫を押し流したために、段差直下の

礫群の分布が段丘面に比べて少ない。これらのことから大平遺跡の地形は人工的に形成されたものでは

なくて、河川活動に伴って形成されたものと思われる。大平遺跡の南側は、黄瀬川が開けて河床は高く、

富士山の溶岩流が露出して河中には中洲も形成されている。この北岸には一段の低い河岸段丘崖があっ

て、段丘上は北方に向かって大きく開けていて、このことから大平という地名が名付けられたようであ

る。大平は、小字地名で広く長泉町南一色に包括される。一色という地名は、シキつまり砂礫の広がる

所、または河川に沿う所とか、山麓の開拓地という意味で、末だ一毛作しかできない生産性の低い土地

を指して一色（イシキ）というとされている（2）。また、一種類の租税だけとることを、「ひといろの税を

とる」という意味の一色であらわしたともされている。ただし一色の地名の中には、中世において何か

一種類の特定の産物を得るために、追加開墾した土地を「一色別納」と言ったところからできたものが

ある（3）。黄瀬川は、南一色からさらに下ると牛ヶ渕という小湊布が掛かり、これより先は渓谷となって

桃沢川が合流して鮎壷ノ滝に至るが、この滝上で両岸が開け徒渉可能となる。鮎壷ノ滝より下流は再び

両岸の嵯立する渓谷となるが、長泉町本宿地先でやや開けてくる。このあたりが三島に至る徒渉地点で

あるとされている。

現在大平遺跡の東側は黄瀬川に、西側は国道246号裾野バイパスに隣接していて、黄瀬川に並行する形

でJR御殿場線が走る。現在周辺は宅地となっているが、元来は全て水田であった。
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二ノ㌧∴㌻、、′′さノここ′、ノ∴、言：

∴車上声、ニー＼一‾ニl∴＼

愛鷹山南東麓の丘陵上や箱根山西麓地域の尾根筋癖丘陵上のいたるところに旧石器時代から縄文時代

の遺跡が確認されており、磐田原台地とともに県内における該期遺跡の代表的な地域となっている。こ

の地域の旧石器時代の遺跡は、縄文時代の遺跡と重複するか、僅かにずれる位置に存在し、また層位は、

旧石器包含層上部が縄文時代遺物包含層と重なるか、または一部交叉する。

愛鷹山南東麓の旧石器時代遺跡は海抜3輌～渕mの丘陵上で、開折があまり進まず、扇形を呈していて、

あたかも扇状地のような形状を呈しているところに36遺跡が分布する。旧石器時代の遺跡はナイフ形石

器が盛行する時期の遺物が多いのが特色で、上野迅遺跡などが著名である。縄文時代の遺跡は早期から

晩期まで確認されているが、縄文早期としては押型文土器を伴う集石土坑を発見した上野Å遺跡、縄文

中期初頭の標式遺跡として柏窪遺跡などが著名である。

箱根山西麓地域では言日石器時代遺跡は境川～沢地川間の丘陵に摘遺跡（片平山遺跡群）、沢地川～山

田川間に13遺跡分布する。遺跡後背地の広太さは愛鷹山南東麓以上といわれている。代表的な遺跡とし

て初音ヶ原遺跡群がある。縄文時代の遺跡は概ね渓谷に向かって突き出た小舌状台地の突端に位置する。

そこは、当時の住居が水と日当たりと見晴らしとを立地条件としているからと思われる。縄文後期から

晩期にかけて、集落位置は平野部及び丘陵縁辺部に移行していく。旧石器から縄文時代にかけての著名

な遺跡としては、片山遺跡群や下原遺跡がある。

弥生時代の遺跡は、黄瀬川の谷底平野に3遺跡が分布する。特に本遺跡南西別肋彿程の位置で、芝繊機

械株式会社建設時（1969年）に水神平系の条痕文式の壷と弥生前期の遠賀川式の壷がセットで出土して

いる担。愛鷹山南東麓では、弥生後期の遺跡として上野A～C遺跡が著名である。箱根山西麓地域では

十数遺跡が確認されている。

古墳時代の遺跡は、黄瀬川とその支流である久保田川とに挟まれた地域が、三角州状の微高地を形成

し、群集境の密集地域になっている。特に下土狩西一号古墳は、横穴式石室を備えた径20mの円墳で、

当地域の主産をなす古墳と考えられる。太平遺跡の近くには、古墳後期の円墳のあった石行塚古墳があ

る。また、箱根山西麓末端付近には、20基の横穴群が分布している。

奈良◎平安時代の遺跡は少なく、古墳時代の遺跡に近接して分布し、長塚遺跡などがある。

2　中世

大平遺跡の周辺に位置する中世の遺跡は城館跡を中心に且2ある㈱。この東駿の地は、古代から交通路

として利用され、中世初頭には、木瀬川駅から北上し、北駿の鮎沢駅（竹之下）を経て足柄峠を越え相

模に下っていたが、一方に、鮎沢川沿いに相模松田へ抜ける道もあったらしい。このため東駿地区は、

関東と京都を結ぶ重要な交通路であったため、幾度かの戦場ともなった。

①　天神川古城（長泉町南一色字天神山）

愛鷹山東麓の丘陵末端で、標高115mの通称天神山に位置し、城域は長さ溌臨恥幅1輌m撃脚部の水田

画からの比高23mである。武徳編年集成によれば、天正十年（1582）の築城である。本城一帯を「てじ

ろ」といい、南南西1kmに位置する長久保城のいわゆる出城であったと考えられている。

②　南一色城（長泉町南一色字北村）

愛鷹山南東麓の北東から張り出した舌状の丘陵性台地の先端部、標高温輌mの通称城山に位置し、脚部

よりの比高が15mある。城域は長さ350m、幅およそ130mあり、本郭、曲輪、空堀、土塁などが検出さ

れたが、本城に関する伝承◎記録等は何もない。南東溺紺mに位置する長久保城の出城であるという説と、

武徳編年集成にいう「天神川砦」であろうという説がある。
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第2表　周辺遺跡一覧表

遺　 跡　 名 所　 在　 地 種別 備　　　　 考

1 天神川古城 長泉町南一色字天神山 城　 由 消滅

2 南一色城 i ノノ　南一色字北村 十藷　台昏
Iワ典　只口

I白
JJく

3 長久保城 ノ／ 下長窪字城山 城　 館 一部残、S 49～52、56年調査

4 平畦遺跡 ノノ　下長窪字平畦 散布地 一部残、S 48年調査

5 巨勢伊予守館 ノノ　上土狩小字東通り 城　 館

6 竹原土豪屋敷 ノノ　竹原字西海道 城　 館

7 高田屋敷 ノ／ 本宿字下モ 城　 館

8 三明寺経塚 沼津市大岡北小林字三明 経　 輝

9 土囲 沼津市大同学中石田中学新小路 城　 館

10 徳倉城 三島市徳倉字中村 城　 館 良

11 願塚経塚 三島市文教町 経　 塚

12 大平遺跡（246号バイパス）長泉町南一色 散布地 S 55年調査

13 大平遺跡 〃 散布地 H 7 ～ 8年調査

③　長久保城（長泉町下長窪字城山）

黄瀬川が大きく「くの字」に迂曲する北西側の、愛鷹山南東麓末端台地上小字「城山」に位置し、南

駿から北駿に至る入日部を托している。本城は背後の、脚部からの比高15～25mの丘陵台地へ樹枝状に

食い込んだ沢谷を、空堀切で区切り、南端の黄瀬川に画した一郭を主郭とし、その北西側へⅢ◎Ⅲノ曲

輪を梯形状に配している。東西550m、南470mを確認した城域とし、大手曲輪南前面の下長窪を在番城

士の根古屋集落に該当させている。本城は、源頼朝の家臣竹下孫八左衛門（大森）が築城し、その後文

明14年（1482）若山氏が沼津郷侵略のため、拠ノ由こしたという。また駿河記等の文献によると、天文6

年（1537）北条氏綱が今川氏の築いた古塁の跡を修復して城にしたと伝えている。天文14年（1545）今

川氏は北条氏の侵攻に対し、本城を攻撃してこれを奪った。以後、再び北条氏の支配に移ったが、元亀

年間（1570～73）から天正10年（1582）まで武田氏、天正10年以降から慶長9年（1604）の廃城まで徳

川氏が支配したという。遺構では三島市山中城にみられる畝空堀が顕著で畝に水門址が一部みられた。

遺物の中で陶器類の99％は16世紀前半の美濃大窯産のものであった。

④　平畦遺跡（長泉町下長窪字平畦）

愛鷹山南東麓の放射状台地のひとつ、下長窪台地両辺に位置し、中世の土坑を25基、溝状遺構を20基

検出している。その土坑の中で、長辺1m前後の隅丸長方形を呈した4基からは、六道銭やかわらけが

出土しており、室町時代中葉から江戸時代以前の土坑墓と確認されている。その他の21基の土坑につい

ても、出土遺物はないが、土坑墓と考えられている。

⑤　巨勢伊予守館（長泉町上土狩小字東通り）

居館は、通称「ヨーガフチ」という久保田川を東にひかえた場所に位置し、駿河志料に今川氏家臣巨

勢（古瀬村）伊予守が居住したとされるが、遺構その他はほとんど不明である。

⑥　竹原土豪屋敷（長泉町竹原字西海遺）

高橋屋敷とも言われ、黄瀬川扇状地上の微高地に位置し、東側に久保川が流れる。伝承によれば、高

橋氏は足利尊氏が建武元年（1334）三島神社に、土加利郷（土狩）のうち田畑四町歩を寄進した時、そ

の政所侍としてこの地に土着したという。主部と土塁と水路が存在したらしい。

⑦　高田屋敷（長泉町本宿字下モ）

黄瀬川の旧河道と現河道の間の自然堤防上に位置する。周囲に土塁をめぐらしていたようである。
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⑧　三明寺経塚（沼津市大岡北小林字三明）

愛鷹山南東麓の尾根の先端部に位置する。江戸時代の享保年間に大婆と経塚が発見され、再埋納し、

その後1940年に発掘調査が行われた。鎌倉時代初頭と思われる経筒や外容器が出土している。

⑨　土囲（沼津市大岡字中石田小字新小路）

黄瀬川右岸の河岸段丘上に位置する。南北100m、東西50m程の規模で、西側が開口する土塁が周囲を

巡っていたといわれ、その他曲輪や石垣が検出されている。

⑲　徳倉城（三島市徳倉字中村）

箱根山西麓の山裾の標高80m、比高30m程の通称城山に位置する。増訂豆州志稿によれば、後北条時

代駿河戸倉城主北条氏尭の家臣笠原新六郎の弟がこの城の城主であったと伝えており、16世紀には築城

されたようである。主部、土塁、空堀などの遺構が検出されており、東裾に下屋敷の地名がある。

⑪　願塚経塚（三島市文教町）

現三島北高等学校敷地の西北隅に位置していて、1920年に開墾のために破壊された願塚と呼ばれる古

墳の石室から、平安時代後期から鎌倉時代と考えられる経筒等が出土した。

⑫　大平遺跡（長泉町南一色、国道246号バイパス路線建設に伴う発掘調査）

愛鷹山南東麓の台地上で、今回調査した地点より北に200mほどの所に位置する。遺構としては、中近

世の墳墓と思われる円形皿状の土坑や杭列遺構が検出されている。この杭列遺構からの出土遺物は、か

わらけなど長久保城址二の丸◎同大水濠出土のものと共通することから、16世紀から17世紀の遺構とみ

られる。

3　近世

大平遺跡の近隣には2軒の寺院がある。1軒は3区の黄瀬川を挟んで対岸に位置する曹洞宗普向寺で、

もう1軒は本遺跡より北へ300m程に位置する曹洞宗玉泉寺である。長泉町納米里にある普向寺は、境内

の縁起によると、「本尊阿弥陀如来創建天正年間、曹洞宗開山、分翁宗存大和尚（1615年遷化）、寛永17

年天災に逢い、悉く皆破、天下の人民飢餓に陥り、半死半生に至り、寺院◎境内共に荒蕪の極に至る。

当住第二世中興正外理宗大和尚（1652年遷化）20有余の遺俗と心を合せ、門前の凹地（現在地）に、小

伽藍を建立す。明和7年大鏡教囲和尚代に本堂再建………。」とあり、天正年間（1573～91年）の創建時

は、現在地よりも北へ400m程の所に位置し、寛永17（1640）年の大水害で墓地が崩壊流失したため、明

和7（1770）年に現在地に移転したようである。その後墓地が手狭になったため、昭和20年代に墓地の

みを長泉町役場西側のJR御殿場線沿線に移転したとのことである。普向寺の現和尚への聞き取り調査

では、大平遺跡が墓地であったという伝承は残存せず、普向寺と大平遺跡との関連を示す資料も入手で

きなかった。ただ墓地の移転まで、普向寺と対岸を結ぶ吊り橋が存在していたとのことである。残念な

がら付近の聞き取り調査からは、この吊り橋の存続年代を確かめることはできなかった。一方南一色の

玉泉寺は、創建弘仁2（811）年で、真言宗の寺院として弘法大師の弟子が開山したと言われる。昭和53

年に本堂から、中国唐代作といわれる海獣葡萄鏡が発見されている。玉泉寺は慶長年間（1596～1614年）

に曹洞宗へ宗派替えが行われている。江戸時代の玉泉寺は、28町歩の土地持ちで、一色村は玉泉寺村と

いわれるくらいの土地を所有していたようである。しかし、玉泉寺にも大平の地に墓地があったという

伝承は残存しておらず、関連するような資料も入手できなかった。

次に文献史料から大平遺跡周辺の歴史を辿ると、本来なら現存する資料にあたるべきであるが、残念

ながら一色村に関連する多くの資料を保有していた上杉家が、火災のためその資料の大半を焼失してし

まったので、『長泉町史』から辿ってみたいと思う（6）。まず、寛文12（1672）年の検地帳から、一色村の

田畑屋敷別等級別の構成を数値にまとめたものが第3表である。田畑は16町7反余り、畑地は1町3反
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第6図　遺跡周辺地籍図
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第3蔑由色相田畑屋敷構成蔑

町 反 畝 歩

上　　　 田 5 5 3 2

甲　　 田 4 9 7 17

下　　 田 l 4 l 5 l 5 l 9

下田（山田） 1 6 5 巨3

小　　　 計 16 7 1 巨1

上　　 ‾‾転 1 4 6 20

聖　　 畑 4 2 5 15

下　　　 畑 6 1 6 27

下畑 （新 ） 1 6 1 3

下々畑（新） 0 8 8 20

小　　　 計 14 3 8 25

田　 畑　 計 31 1 0 6

畢　　 敷 1 0 0 26

田畑屋敷合計 32 1 1 2

※長泉町史上巻P239より

余り、屋敷地は1町余りで、田畑屋敷を合わせると32町余りになっている。

寛文12（1672）年以前の史料がないので、土地開発がどのようになされた

かを確かめることはできない。次に十色村の家数◎人数との関係について

みてみると、宝暦Ⅲ（17鋸）年の「主人　下人　切支丹宗門御改帳」の中

で了惣人数合弐百六拾五人内男百三拾五人　女百廿七人　僧三人　家数合

六拾軒内　百姓三拾軒　無田廿九軒　名主壱軒」とあるので、本百姓の比

率は51％になっている。それが、安永6（1775）年作の「御尋こ付書上帳」

と一緒に整理されてある文化4（1807）年以降作成されたと思われる「（覚）」

の中では、村人数二百四十人の内男百二十人、女百二十人と同数で、総家

数五十二軒中本百姓は四十七軒と、宝暦8年に比較すると大幅に本百姓の

比率が増加している。また、一色村の男子百二十人の内訳は、以下のとお

りとなっており、一色村男子の姿を伺うことができる。

男百弐拾入内　拾三人　　老人之者但シ六十才以下

三拾五人　若輩之者但シ十四才以下

拾弐人　　足弱病身

四人　　　郷筒之者

拾弐人　　御小人御奉公井出奉公仕候

弐入　　　野丈打

四人　　　村役人共

三人　　　家出仕儀者こ御座候

残男　三十五人

にの「覚」の中で僧二人は百二十人の内には入れていない）

4　近代

第6図は、明治9年以降の駿河国駿東郡南一色村字前ノ田及び石行塚の地籍図である。この図からは、

2－1区で検出された墳墓も、3区で検出された道路状の石敷遺構や石積み遺構を捜すことは困難であ

り、調査区内に墓地が存在したこともわからない。調査区北西にあたる32の墓地は、近世後期のものと

思われる。この地籍図から調査区内についていえることは、明治9年以降の段階で水田として利用され

ていた状況が確認できるということである。

註

用　佐藤久◎町田洋編1990　『総観　地理学講座6　地形学』　朝倉書店

（2）長泉町他編1982　『長久保城址（八幡曲輪◎上野南の大水濠）　大平遺跡』

（3）武光誠1996　『地名の由来を知る事典』　東京堂出版

㈱　小野真一1970　「駿東郡長泉町南一色出土の弥生式土器」『駿豆考古』第10号　駿豆考古学会

（5）中世の遺跡の記述については、『静岡県の中世城館跡』（静岡県教育委員会1981年）に基づいて行っ

た。

纏　長泉町の長泉町教育委員会　且992　『長泉町史』上巻
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第且節　凰区の調査

1　概要

1区は、近年まで水田として利用されていた。ここは、梅ノ木沢川の旧流路の攻撃斜面にあたり、長

年の侵食で町道を挟んで隣接する2－1区とは、現地表面で最大2。7mの比高差を測る。遺構は、Ⅳ層、

Ⅴ層、Ⅶ層で検出された。Ⅳ層では、北東部で4基の土坑が検出された。Ⅴ層では、土坑や溝状遺構、

小穴が検出された。その他調査区の北東部を中心に、径5cm、深さ10cm程の小穴が、800近く検出された。

畦畔等は検出されていないので、何らかの植物の痕跡と思われるが、稲株の痕跡の可能性もあると考え

られる。Ⅶ層では、土坑、溝状遺構、小穴が検出された。各遺構から遺物は検出されず、遺構の時期の

特定はできなかった。そこで、各層の年代観を考える上で、包含層出土の主な遺物をあげてみると、ま

ずⅢ層では、小破片なので図化しなかったが、古瀬戸後期の香炉や、16世紀末から17世紀初頭の瀬戸⑳

美濃系志野丸皿、古寛永通貨（初鋳年代1628年）などが出土しているのに対して、Ⅳ層では陶器片も12

世紀後半の常滑系のものから、19世紀代の志戸呂系の灯明受皿まで幅広い年代の遺物が出土している。

二次的な堆積も考えられるので断定はできないが、Ⅲ層とⅣ層では一部で遺物の年代観の逆転現象もお

きている。Ⅴ層では、出土陶磁器は小破片が多く、年代が確定できたものは14世紀後半代と思われる古

瀬戸後期の折線深皿だけであり、他に至道元貿（初鋳年代995年）と黙寧元貿（初鋳年代1068年）が出土

している。Ⅵ層では、7世紀後半の須恵器が出土しているが、これは近接して存在した石行塚古墳からの

混入も考えられる。他の陶磁器は小破片が多く、年代が推定できたものは、龍泉窯産と思われる青磁碗

の口緑部片であるが、これは、廃棄年代としては13世紀以降と思われるが断定はできない。他に紹聖元

貿（初鋳年代1094年）と洪武通襲（初鋳年代1368年）が出土している。

2　豊層の状況（第7園）

1区で確認された土層は現地表面（標高75。6m付近）から約2m下（標高73．6m付近）までである。

基本土層に対応させると、I層に該当する部分はほとんど検出できず、基本的に6層に分けることがで

きる。上位からⅢ～Ⅶ層とした。

Ⅲ層は、粘性の強い灰褐色土層で、水田耕作土である。部分的に黒褐色土（I層）と混ざりあってい

るところがある。

Ⅲ層は、鉄分を多く含む部分が酸化して赤味を強く帯びる赤褐色土層である。粘性は弱く、締まりに

も欠け、部分的に小礫の混入が認められる。中世～近代の陶磁器の細片が出土した。

Ⅳ層は、全体的に締まり、粘性ともに弱い暗褐色土層である。一部で明褐色を呈する部分がある。調

査区北東部で4基の土坑を検出し、中世から近世の陶磁器の細片が出土した。

Ⅴ層は、褐色をベースにして、鉄分を多く含んで酸化して赤味を帯びた赤褐色土層である。粘性は弱

いが締まりがあり、硬化している。スコリアを含み、下部では黄褐色土粒子（Ⅶ層）を含む。土坑、溝

状遺構、小穴などを検出した。中世～近代の陶磁器の細片が出土した。

Ⅵ層は、締まり◎粘性ともに弱い暗褐色土層である。下部には黄褐色土粒子（Ⅶ層）を含む。礫をわ

ずかに含み、一部で黒味が強まり、黒褐色を呈する。遺物包含層である。

Ⅶ層は、粘性は普通であるが、やや締まりのある黄褐色土層である。部分的に礫の混入が多いところ

がある。土坑、溝状遺構、小穴などを検出した。
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3　遺構

は　Ⅳ層羞薗検出遺構

土坑

、、‾l　∴、　・　　ノ　　ー　二一∵‘′㌻　－く二∴－一　　　　言

C一二旺巨㌣り」のグリッドで検出された土坑で、南北方向に4つ並んでいる。太平遺跡では、調査区全

般で土坑が検出されており、その多くは遺物が出土していない。SF温鋸2は、一番北に位置し、平面形

態は不整円形で、長軸176cm、短軸温55C恥深さ74cmを測る。SFl鋸3はSF温飢2の南に位置し、平面形

態は半円形に近いと思われるが、東側は調査区外となっている。長車紬弧恥短軸62cm、深さ55cmを測る。

この2つの土坑は、断面が緩やかなV字形をなし、覆土は3層に分けられる。最下層は、粘性のややあ

る黄褐色土が堆積し、上位と中位の2層は粘性の弱い暗褐色土である。覆土中に炭化物をわずかに含ん

でいる。遺物は全く出土せず、時期の特定はできないが、町道を挟んで隣接する2－鼠区で集石墓が検

出されているので、土坑墓の可能性も考えたいが、断定はできないので今後の町道部分の調査によって

性格が明らかになることを期待する。S肝鼠鋸臓とSFⅢ03は、平面形態はともに半円形に近いと思われ

るが、東側は調査区外となっている。SF且鋸4は、長軸135cm、短軸75cm、深さ34cmを測り、SF温摘3は、

長軸且20cm、短軸85cm言深さ鋼淵を測る。覆土はともに3層に分けられ、上位と最下層は粘性の弱い暗褐

色土が堆積し、中位は、粘性の弱い黄褐色礫混じり土である。遺物の出土は全く認められず、時期の特

定はできないが、覆土の関係から2つの土坑に時間差はないと思われる。

」＝75．5m　1．暗褐色土　赤褐色土ブロックを含む
2．暗褐色土　1に比べ赤褐色土が少ない
3．黄褐色礫混じり土
軋　暗褐色土　黄褐色土を含む

0　　　　　　　　1m
［　　　　　l　　　　　　！

竿U宮　－〕‾‾三上l′r二ノン　ム：∵？′∵′・∴′：3表決∴ぎ

浮　Ⅴ贋造薗検出遺構

土坑

調査区北西のE－7～E－8グリッドで7基、正一10～E一mグリッドで2基、調査区中央やや南側

のH一旦0グリッドで3基の合計12基検出された。規模等は第4表の通りである。各土坑の平面形態は、

楕円形が8基、隅丸方形が2基、瓢箪形が1基、不整形が1基である。大きさは、最も大きい土坑で長

－18－



軸135cm、最小で長軸74cmを測り、長軸100cm～135cmをもつものが大部分である。土坑の方位はそれぞれ

異なっているが、位置的に近接した土坑がほぼ同一方向を示す傾向がうかがわれる。いずれの土坑も遺

物の出土は認められず、時期の特定や性格の把握はできなかった。

S FlOO2e S FlOO3e SF1015e S F1016（第10図）

SFlO02は、E－7グリッドから検出した楕円形を呈する土坑である。長軸130cm、短軸100cm、深さ

33cmを測る。覆土は2層に分けられる。上位はやや締まりのある暗褐色土で、下位は黄褐色土をベース

にして赤褐色土をブロック状に含んでいる。下位には径60cm程度の礫を含む。遺物は出土しなかった。

SFlO03は、E－7グリッドから検出した楕円形を呈する土坑である。長軸117cm、短軸76cm、深さ26cm

を測る。覆土は2層に分けられるが、いずれも暗褐色土をベースにして赤褐色土と黄褐色土を含む。遺

物は出土しなかった。SFlO15は、E－10グリッドから検出した楕円形を呈する土坑である。長軸97cm、

短軸62cm、深さ15cmを測る。覆土は3層に分けられる。上位2層はやや締まりのある暗褐色土に赤褐色

土と黄褐色土を含んでいる。下位は赤褐色土で炭化物をわずかに含む。遺物は出土しなかった。SFlO16

は、E－11グリッドから検出した楕円形を呈する土坑と思われるが、東側は調査区外となっている。長

軸95cm、短軸19cm、深さ29cmを測る。覆土は粘性の弱い暗褐色土である。遺物は出土せず、炭化物の混

入も認められなかった。

S　つm40SF用060S虹10C70＄Fl用380SF1009（琵吊翠　臣離反2一一405）

SFlO04は、E－8グリッドから検出した楕円形を呈する土坑である。長軸135cm、短軸90cm、深さ40cm

を測る。覆土は3層に分けられる。上位と最下層は、粘性の弱い暗褐色土で、中位はやや締まりのある

黄褐色礫混じり土である。上位で炭化物が微量混入しているが、遺物は出土しなかった。SFlO06は、

E－8グリッドから検出した楕円形を呈する土坑である。長軸85cm、短軸68cm、深さ47cmを測る。断面

は緩やかなV字形を呈し、覆土は2層に分けられる。2層とも暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入

しているが、上位は赤褐色土をブロック状に含む。遺物は出土しなかった。SFlO07は、E－8グリッ

ドから検出した隅丸方形を呈する土坑である。長軸100cm、短軸70cm、深さ38cmを測る。断面はⅤ字形を

呈し、覆土は3層に分けられる。3層とも暗褐色土をベースにして赤褐色土を混入している。下位では

わずかに炭化物を含む。遺物は出土しなかった。SFlO08は、E－8グリッドから検出した楕円形を呈

する土坑である。長軸111cm、短軸68cm、深さ53cmを測る。覆土は3層に分けられ、上位と中位は酸化し

て硬化した赤褐色土が堆積している。これは、上層で何回かに分けて火を使用したか、もしくは焼いた

土を投棄したものかわからない。最下層は、粘性の弱い暗褐色土である。遺物も出土せず、炭化物を微

量含む程度なので、土坑の性格はわからない。SFlO09は、E－8グリッドからF－8グリッドにかけ

て検出した隅丸方形を呈する土坑である。長軸123cm、短軸98cm、深さ姐cmを測る。覆土は2層に分けら

れる。2層とも暗褐色土をベースにして赤褐色土を混入している。下位には10～20cm程の大きさの礫を

含む。遺物は出土しなかった。

S F1088・SF1090・SF1091（第12図）

SFlO88は、H－10グリッドから検出した不整楕円形の土坑である。長軸135cm、短軸107cm、深さ37cm

を測る。ほぼ垂直に掘り込まれ、覆土は粘性の弱い暗褐色土である。遺物は出土しなかった。SFlO90

は、H－10グリッドから検出した楕円形を呈する土坑である。長軸80cm、短軸53cm、深さ24cmを測る。

ほぼ垂直に近い掘り方をなし、底面は平らである。覆土はやや締まりのある暗褐色土である。遺物は出

土しなかった。SFlO91は、H－10グリッドから検出した瓢箪形を呈する土坑である。長軸74cm、短軸

41cm、深さ27cmを測る。ほぼ垂直に近い掘り方をなし、底面は平らである。覆土はやや締まりのある暗

褐色土である。遺物は出土しなかった。
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SF1002

L＝75．4m　1．暗褐色土　赤褐色土・黄褐色土を含む
2．黄褐色土　赤褐色土ブロックを含む

〆ノ〆

L＝7512m

l．暗褐色土　赤褐色土ブロックe黄褐色土を含む
2．暗褐色土1に比べ赤褐色土ブロックが少ない
3．赤褐色土　炭化物を含む

〆

／〆ノダ威

しこ75．4m

l．暗褐色土　赤褐色土ブロック・黄褐色土を含む
2．暗褐色土1に比べ黄褐色土を多く含む

L＝75．2m　　暗褐色土　赤褐色土・黄褐色土をわずかに含む

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第10匿！普坑SFlOO2010030101501016芸測囲
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L＝75．4m

l．暗褐色土　赤褐色土ブロックを含む
2．暗褐色土　赤褐色土・黄褐色土を含む
3．暗褐色土1に比べ赤褐色土が少ない

1．暗褐色土　赤褐色土・黄褐色土を含む
Z∴菱褐色轢混じり土
3．暗褐色土1に比べ赤褐色土を多く含む

SF1008
／ノデータ

1．赤褐色土
暗褐色土ブロックを含む

2．赤褐色土
1に比べ暗褐色土が少な
い

3．暗褐色土
赤褐色土を含む

L＝75．4m　1．暗褐色土　赤褐色土ブロック・黄褐色土を含む
2．暗褐色土1に比べ赤褐色土を多く含む

0 1m

第当園　三溝Sご用04clOO60用07010080用09票渕図
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SF1091

しこ74．8m

SF1090

第12図　SFlO88し1〇93clO91貢独唱

小穴（ピット）

調査区北西のE－8グリッドから3基、南西のH－8グリッドから3基の合計6基検出された。規模

等は第5表にみるとおりであり、平面形態は円形、楕円形、隅丸方形、不整形と様々である。直線的に

並ぶものもみられたが、小穴内からは桂根や礎石は出土せず、周囲には自然礫も多いので建物の認定は

できなかった。また、遺物の出土もないのでその性格や時期はわからない。

溝状遺構

S止∋て0550S31096（第13囲　圃版4－－・1）

Sの1065は、H－9グリッド～G－11グリッドにかけて検出した、ほぼ東西方向に延びる、断面がU

字形の細長い溝状遺構である。長さ27。4m、幅28～84cm、深さ3。7～7。8cmを測る。覆土は粘性の弱い暗

褐色土で、遺物は検出されなかったので、時期の特定はできない。溝の流れの方向は、底面の高さから

およそ東から西に向かって流れているようで、排水用に造られたのではないかと思われるが、断定はで

きない。溝の底面および両側で、多数の径5cmほどの小穴が検出された。これは、概要のところでもふ

れたが、何らかの植物の痕跡か稲株の痕跡と思われるが、性格の把握はできなかった。Sn1096は、I－

10～H－11グリッドにかけて検出された断面U字形の溝状遺構である。検出長20。5m、幅184cm～281cm、

深さ24～30cmで、南側に緩やかなカーブを描きながら、ほぼ東西方向に延びていて、東側は調査区外と

なっている。覆土は粘性の弱い暗褐色土で、遺物は検出されなかったので、時期の特定はできない。溝

の流れの方向は、底面の高さからおよそ東から西に向かって流れているようで、排水用に造られたので

はないかと思われるが、断定はできない。
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♂

第13図　億状遺構S馴06501096実測図
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［12

亀

第掴園　　匿Ⅶ層羞面遺構全体図
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（3）Ⅶ層盗薗検出遺構

土坑

全部で30基検出されたが、遺物は全く出土せず、その時期は特定できない。規模や形状等については

第4表に示した。さてその中で、円形を呈して底面が平らに近いいわゆる円形皿状土坑（100×100cm前

後）が5基検出されている。いずれもSり1102内や、それに近接する河遺跡で検出されているのが特徴

である。そして2－1区においても同様な土坑は河遺跡で検出されている。平畦遺跡では、それらの円

形土坑は座棺を土葬するための墳墓ではないかと報告されており（1）、246号バイパス建設に伴う大平遺跡

の調査においても同様な報告がなされている（2）。一方、猪之頭養鱒場内遺跡では同様な土坑が、肥料や潅

水用の「溜め」の施設ではないかと報告されている（3）。本遺跡における円形皿状土坑は、遺物が出土しな

い検出状況等から考えても、どちらとも判断できかねるので、墳墓（土坑墓）と農耕用施設の両方の可

能性があると考える。

S F一沌2／・；0‾相も70用74し131gJ柑32（買コb嗣　図版2－6日　ノ′　ご「－2J3）

SFlO24とSFlO79は、Sり1102内で検出された円形土坑である。SFlO2射まF－9グリッドに位置

し、長軸108cm、短軸102cm、深さ23cmを測る。覆土は2層に分けられるが、2層とも質的には類似した

暗褐色土で、下位のほうが黄褐色土を多く含んでいる。断面は緩やかに立ち上がり、底部は平坦である。

SFlO79はG－9～10グリッドに位置し、長軸103cm、短軸100cm、深さ19cmを測る。西側は一部を除い

てほぼ垂直に近い堀形をなし、底部も平坦である。覆土は2層に分けられるが、2層とも暗褐色土をベー

スとしており、下位には拳大～人頭大の丸礫が含まれている。2基とも遺物は出土しなかったが、切り

合いから2基の土坑の方がSIM102よりも後に掘り込まれたものと思われるが、時期は特定できない。

SFlO47は、E－9グリッドのSり1102の脇から検出された円形土坑である。長軸94cm、短軸86cm、深

さ20cmを測る。断面は緩やかに掘り込まれ、底部は平坦である。覆土は3層に分けられるが、3層とも

暗褐色土をベースとして黄褐色土を混入している。中位が一番黄褐色土の混入が多く、上位にはわずか

だが炭化物を含んでいるが遺物の出土はなかった。SFlO7射ま、H－9グリッドで検出された円形土坑

で、長軸104cm、短軸100cm、深さ14cmを測る。断面は緩やかに掘り込まれているが、底部は平坦である。

覆土は2層に分けられ、2層とも暗褐色土をベースにしていて、下位の方が黄褐色土の混入が多い。遺

物は出土しなかった。SFlO82は、I－10グリッドで検出された円形皿状土坑で、長軸108cm、短軸100cm、

深さ42cmを測る。ほぼ垂直に近い堀形をなし、底部も平坦である。覆土は3層に分けられる。上位と下

位は暗褐色土で、中位は暗黒褐色土である。3層とも締まり◎粘性は弱い。遺物は出土しなかった。

SFlO2701045010爛01067010700107　し柑掴（貰用層）

SFlO27は、C－10グリッドで検出された不整形の土坑で、東側半分は楕円形に掘り込まれている。

従って、その形状から2つの遺構が重なっている可能性もある。長軸95cm、短軸60cm、深さ25cmを測る。

覆土は2層に分かれ、上位は暗黒褐色土で、下位は黄褐色土である。遺物は出土しなかった。SFl掴5

は、り－9グリッドで検出された半円形の土坑で、北側は調査区外となっている。長軸は78cm、短軸は

19cm、深さ34cmを測る。覆土は3層に分けられるが、3層とも暗褐色土をベースにしており、下位にい

くほど黄褐色土の混入が多くなる。遺物は出土しなかった。SFlO49は、E－10グリッドで検出された

楕円形を呈する浅い土坑である。Sの1097を切って位置する。切り合いからSFlO49の方が新しいよう

である。長軸148cm、短軸103cm、深さ14cmを測る。覆土は2層に分かれ、上位は暗褐色土で、下位は黄

褐色土である。遺物は出土しなかった。SFlO67は、E－10グリッドで検出された半円形の土坑で、東

側は調査区外となっている。長軸88cm、短軸48cm、深さ21cmを測る。覆土は2層に分けられるが、暗褐

色土をベースとしていて、上位は赤褐色土を多く含んでいる。遺物は出土しなかった。SFlO70は、F－
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11グリッドで検出された不整円形の土坑である。長軸71cm、短軸59cm、深さ28cmを測り、南側がやや深

く掘り込まれている。覆土は2層とも暗褐色土をベースとしていて、下位の方が黄褐色土の混入が多い。

遺物は出土しなかった。SFlO71は、G－11グリッドで検出された不整楕円形の土坑である。長軸91cm、

短軸64cm、深さ31cmを測る。覆土は2層に分けられる。2層とも暗褐色土をベースにしているが、上位

の方が黄褐色土の混入が多い。遺物は出土しなかった。SFlO94は、り◎E－10グリッドで検出された

楕円形を呈する土坑である。長軸78cm、短車如7cm、深さ18cmを測る。断面は緩やかに立ち上がり、覆土

は粘性の弱い暗褐色土で、遺物は出土しなかった。

S F1029・1037・1040・1061（第17図）

SFlO29は、F－8グリッドで検出された隅丸方形の土坑である。長軸117cm、短軸91cm、深さ40cmを

測る。ほぼ垂直な堀形をなし、底部は平坦である。覆土は2層に分けられる。2層とも暗褐色土をベー

スとして、赤褐色土と黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかった。SFlO37は、F－7グリッド

で検出された集石土坑である。長軸182cm、短軸118cm、深さ36cmを測る。集石は、約10～50cm程の大き

さの礫が、楕円形に近い形で積まれていた。その下に不整形な土坑が掘り込まれている。覆土は暗褐色

土をベースとして、赤褐色土と黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかった。SFlO40は、F－7

グリッドで検出された隅丸方形の浅い土坑である。長軸98cm、短軸65cm、深さ17cmを測る。覆土は2層

に分けられる。上位はやや締まりのある暗褐色土で、下位は暗褐色土をブロック状に含む黄褐色土であ

る。遺物は出土しなかった。SFlO61は、E～F－8グリッドで検出されたほぼ楕円形を呈した土坑で

ある。長軸130cm、短軸103cm、深さ40cmを測る。ほぼ垂直な堀形をなしており、覆土は2層に分けられ

る。上位は暗褐色土をベースとして黄褐色土をブロック状に含み、下位は暗褐色土である。遺物は出土

しなかった。

＄FlO250102601掴401C92（第用図　画版3－4）

SFlO25は、F－8グリッドで検出された楕円形を呈する土坑である。長軸80cm、短軸69cm、深さ12cm

を測る。断面は緩やかに立ち上がる浅い土坑である。覆土は2層に分けられるが、2層とも暗褐色土を

ベースにして、黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかった。SFlO26は、F－8グリッドで検出

された楕円形を呈する土坑である。長軸100cm、短軸86cm、深さ40cmを測る。覆土は2層に分けられるが、

2層とも暗褐色土をベースにして、黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかった。SFlO44◎1092

は、G－8グリッドで検出された土坑で、南北に2つが並んでいる。SFlO92は北東に位置する楕円形

を呈する土坑で、長軸125cm、短軸107cm、深さ53cmを測る。SFlO44は南西に位置する不整楕円形の土

坑で、長軸170cm、短軸133cm、深さ45cmを測る。2つの土坑ともに覆土は2層に分けられるが、ともに

暗褐色土をベースとして、下位に黄褐色土が混入している。覆土の関係から2つの土坑に時間差はない

と思われる。遺物は2基とも出土しなかった。

Si＝107301075し10糾0108bolO86（第柑圏）

SFlO73は、H－9グリッドで検出されたほぼ楕円形を呈する土坑である。長軸143cm、短軸105cm、

深さ23cmを測る。断面は緩やかに立ち上がり、覆土は暗褐色土である。遺物は出土しなかった。SFlO75

は、H－9グリッドで検出されたほぼ楕円形を呈する土坑である。長軸71cm、短軸55cm、深さ15cmを測

る。断面は緩やかに立ち上がる。覆土は2層に分けられるが、2層とも暗褐色土をベースとしており、

下位は黄褐色土をブロック状に含んでいる。遺物は出土しなかった。SFlO84は、H－11グリッドで検

出された不整形の土坑である。長軸94cm、短軸79cm、深さ14cmを測る。断面は緩やかに立ち上がり、覆

土は2層に分けられるが、2層とも暗褐色土をベースにして、黄褐色土を含んでいる。遺物は出土しな

かった。SFlO85は、H－11グリッドで検出されたやや歪んだ円形土坑である。長軸73cm、短軸64cm、

深さ15cmを測る。断面は緩やかに立ち上がり、覆土は2層に分けられるが、2層とも暗褐色土をベース
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にして、黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかった。SFlO86は、H－11グリッドで検出された

不整円形の土坑である。長軸170cm、短軸158cm、深さ41cmを測る。断面は緩やかな立ち上がりで、覆土

は5層に分けられるが、基本的には粘性の弱い暗褐色土をベースとして、黄褐色土が混入している部分

が多い。遺物は出土しなかった。

S FlO16ぐ107／01G83c‘10870用95（第20園　匿版3　5）

SFlO76は、J－9グリッドで検出されたやや歪んだ円形の土坑である。長軸93cm、短軸88cm、深さ

17cmを測る。断面は緩やかな立ち上がりである。覆土は2層に分けられるが、2層とも暗褐色土をベー

スとして、黄褐色土をブロック状に含んでいる。遺物は出土しなかった。SFlO77は、才一9グリッド
」L＿L－　r卜▼　ん．．　　r

で検出されたほぼ楕円形を呈する土坑である。長軸124cm、短軸93cm、深さ23cmを測る。断面は緩やかに

立ち上がり、覆土は2層に分けられる。2層とも暗褐色土をベースにして、黄褐色土を混入している。

遺物は出土しなかった。SFlO83は、J－10グリッドで検出された楕円形を呈する土坑である。南側は

調査区外となっている。長軸110cm、短軸78cm、深さ35cmを測る。西側がやや深く掘り込まれており、覆

土は2層に分けられるが、2層とも暗褐色土をベースとしており、下位は黄褐色土をブロック状に含ん

でいる。遺物は出土しなかった。SFlO87は、‡－10グリッドで検出された隅丸方形を呈する土坑で、

東側がやや深く掘られている。長軸Ⅲ2cm、短軸1掴cm、深さ45cmを測る。覆土はやや締まりのある暗褐

色土である。遺物は出土しなかった。SFlO95は、I－10グリッドで検出された不整形の土坑である。

長軸257cm、短軸122cm、深さ40cmを測る。西側は緩やかに掘り込まれ、中央部に3カ所の窪地を造る。

底面はほぼ平らである。東側はやや立ち上がりが急になる。Sり1102に近接し、ほぼ並行している。覆

土は2層に分けられる。上位は締まり◎粘性ともに弱い暗黒褐色礫混じり土で、多くの小礫を含んでい

る。下位は暗赤褐色礫混じり土で、上位よりもやや大型の礫を含んでいる。遺物は出土しなかった。

小穴（ぽッ睦）

全部で36基検出され、規模等は第5表のとおりである。平面形態は円形、半円形、楕円形、隅丸方形、

三角形、不整形に分けられる。そのうち調査区の北東部から20基検出されている。特にり－10～F－11

グリッドにかけて、Sの1097に並行するように集中して位置しており、東側の町道にかけて何らかの建

物が存在したかもしれないが、遺物も出土せず、推定の域をでないので、今後町道の調査を行うことに

よって明らかにされることを期待する。他の小穴も遺物は出土せず、並びが悪いうえに、周囲には自然

礫が多く、検出状態も悪かったので建物等を認定することはできず、その性格や時期はわからなかった。

溝状遺構

SD1093・1100・1101・1104（第21図）

SI）1093◎1104は、G－10グリッドで検出された断面U字形の浅い溝状遺構である。Sり1093は、検

出長5．3m、幅35～59cm、深さ6。3～9。Ocmを測り、N－830－W方向に延びている。東端をSD1104がN－

190－E方向に直交する形で延びている。覆土は粘性の弱い暗褐色土で、切り合い関係からは時期差を伺

うことはできなかった。耕作に関わる何らかの痕跡とも思われるが、遺物も出土せず性格の把握はでき

なかった。Sn1100は、H－9グリッドで検出された溝状遺構である。N－310－W方向に延びており、

検出長8。5m、幅120～154cm、深さ3。4～9。2cmを測る。断面は緩やかに立ち上がり、覆土は、粘性の弱い

暗褐色土である。遺物は出土せず、その性格や時期はわからない。SI〕1101は、I－9グリッドで検出

され、Sり1100とほぼ並行するように、N－200－W方向に延びる溝状遺構である。検出長7。Om、幅37。5～

81cm、深さ7。3～12。3cmを測る。断面は緩やかに立ち上がり、覆土は、粘性の弱い暗褐色土である。遺物

は出土せず、その性格や時期はわからない。
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S［．∋10970吊02（第辺盤　囲版4－－　2）

Sり1097は、り◎E◎F－10、F－11グリッドで検出された細長く、浅い溝状遺構である。検出長26。3

m、幅24～52cm、深さ1。2～6。6cmを測る。N－200－E方向に延びて、F－10グリッドでSFlO49が掘り

込まれ、南部分は東側に緩やかなカーブを描いている。覆土は粘性の弱い暗褐色土である。排水の機能

を有した溝か、耕作に関わる痕跡かは断定ができない。遺物は出土せず、時期は特定できなかった。S

り1102は、調査区中央を南北方向に延びる長い溝状遺構で、北端と南端はいずれも調査区外へと続いて

いる。検出長60。4m、幅130～424cm、深さ6。7～26．9cmを測る。溝の中央部付近のF－9、G－9グリッ

ドでひとつずつ、ほぼ同規模の円形土坑（SFlO24◎SFlO79）が掘り込まれている。遺物は出土せず、

自然の谷地形とも考えられ、その性格や時期はわからない。

註

（1）長泉町他1976　『陣場上◎平畦遺跡』

（2）長泉町他1982　『長久保城（八幡曲輪◎上野南◎大水濠）　大平遺跡』

（3）富士宮市教育委員会1994　『猪之頭養鱒場内遺跡』
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A′

－1．暗褐色土
黄褐色土ブロックを
わずかに含む

2．暗褐色土
全体に黄褐色土ブロ
ックを含む

」＝74，6m

SF1047

A′上暗褐色土黄褐色土を含む

2．暗褐色土
1に比べ黄褐色土を多
く含む

3．暗褐色土
1に比べ黄褐色土が少
ない

タ

／〆

しこ仕5m　1．暗褐色土　黄褐色土を含む
2．暗褐色土1に比べ黄褐色土を多く含む

SF1024

髄

しこ仕7m　1．暗褐色土　黄褐色土を含む

2．暗褐色土1に比べ黄褐色土を多く含む

SF1082

L＝74，4m　1．暗褐色土　下位に黄褐色土ブロックを含む
2．暗黒褐色土　黄褐色土を微量に混入

3．暗褐色土　黄褐色土が均一に混入

第15園　土坑S吊Yul024010吋clO弼0107901082実測図
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L＝75．Om

SF1045

AA′

・－h、　　　　′～1

1．暗黒褐色土
黄褐色土をわずかに含む

2．黄褐色土
暗黒褐色土をわずかに含む

ヽ

1．暗褐色土
黄褐色土をわずか
に含む

Z．暗褐色土
1に比べ黄褐色土
を多く含む

3．暗褐色土
黄褐色土をブロッ
ク状に含む

1．暗褐色土
黄褐色土を含む

2．暗褐色土
1に比べ黄褐色土
が少ない

び一ごご一一二∴‾’

1．暗褐色土　赤褐色土を含む

Z．暗褐色土1に比べ赤褐色土が少ない

L＝75．Om l．暗褐色土　赤褐色土・黄褐色土を含む

‾I‾‾芋：主二二三I

1m

L＝仕8m　1．暗褐色土　黄褐色土を含む
Z．暗褐色土1に比べ黄褐色土を多く含む

第16図．±坑S FlO2701掴50104901067010700107101094実測図
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1∴黄褐色土混じり暗褐色土

2．暗褐色土　黄褐色土を含む

暗褐色土　赤褐色土・黄褐色土を含む

L＝75．2m
1．暗褐色土　赤褐色土。黄褐色土を含む

2．暗褐色土1に比べ赤褐色土が少ない

七、－－－－－－．

L＝75，Om l．暗褐色土　黄褐色土を含む
2．黄褐色土　暗褐色土をわずかに含む

第17国　土坑S町02901337c　餅　0用61寅測図
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L＝75．1m　1．暗褐色土　黄褐色土を含む
2．暗褐色土1に比べ黄褐色土を多く含む

L＝75．Om l．暗褐色土　黄褐色土を含む

2．暗褐色土1に比べ黄褐色土を多く含む
3．黄褐色土　暗褐色土を含む

第18闘　士坑SF1025c‾用2601C瑚01092実測図
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I二‾二「十I

L＝仕6m　1．暗褐色土　白色・黄色の粒子を含む
2．黄褐色土混じり暗褐色土

SF1084

L＝仕4m　1．暗褐色土　黄褐色土わずかにを含む
2．暗黄褐色土

L＝7414m　1．暗褐色土　黄褐色土わずかにを含む
2．暗褐色土　1に比べ黄褐色土を多く含む

0

ヽ

L＝仕4m　1．暗褐色土　黄褐色土を含む

L＝74．4m　1．暗褐色土　黄褐色土を含む
2．暗褐色土1に比べ黄褐色土が少ない
3．黄褐色土　暗褐色土を含む

4．暗褐色土　黄褐色土ブロックを含む

1m　5・暗褐色土　暗褐色土・黄褐色土の混土

第19囲　土坑SFlO73clO75010840108501086芸測匿
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L＝74t3m

SF1076

L＝7413m　1．暗褐色土　黄褐色土を含む

2．黄褐色土混じり暗褐色土

L＝74．4m　1．暗褐色土　黄褐色土を含む
2．暗褐色土1に比べ黄褐色土を多く含む

第20図　土坑SF107601077010830108701095実測囲
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A A′

一一1一・・一＼＿．＿＿＿＿ノLl‾‾．1こ

L＝74．6m

B B′

＿．＿＿．＿－＿＿＿＿＿＿　／　‾一一‾‾

L＝7416m

0　　　　50cm
忘忌

C′

第21図　清状遺構S310930＝00011010110く実測図
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B′

第22阿　清拭遺戒SD用9701102実測図

－36－



第4表　1匿豊坑計測表

遺構名 グリッ ド 層　 位 形　　 状 長軸 （cm） 短軸（cm） 深さ（cm ） 方　　 位

S F lO12 C －10 Ⅳ層 不 整 円 形 176 155 74 N －640　－E

S F lO13 C ・D －10 Ⅳ層 半　 円　 形 160 （62） 55 －
S F lO14 D －10 Ⅳ層 半 ．円　 形 135 （75） 28 －
S F llO3 D －10 Ⅳ層 隅 丸 方 形 120 （85） 34 －
S F lOO2 E － 7 Ⅴ層 楕　 円　 形 130 100 33 N －680　－W

S F lOO3 E － 7 Ⅴ層 楕　 円　 形 117 76 26 N －71C　－W

i s F lOO4 i E － 8 ー　Ⅴ層 ー　楕　 円　 形 l 135 I 90 i 40 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TN －880　－E
i s F lOO6 E － 8 Ⅴ層 楕　 円　 形 85 68 47 N －400　－E
障 膵 掴 7 E － 8 Ⅴ層 隅 丸 方 形 100 70 38 N －840　－W

j　s F lOO8 E － 8 V 層 楕　 円　 形 111 68 53 N －470　－W
［ s F lOO9 E ・F － 8 Ⅴ層 隅 丸 方 形 123 98 41 N －140　－W

［ s F lO15 E －10 Ⅴ層 楕　 円　 形 97 62 14 N －490　－W
［ s F lO 16 l E －11 Ⅴ層 楕　 円　 形 l （95） （19） ！　 29

－
［ s F lO88 H －10 Ⅴ層 不整楕円形 13 5 107 37 N －580　－E
腑 F lO90 H －10 Ⅴ層 楕　 円　 形 80 53 24 N －790　－E

i s F lO91 H －10 Ⅴ層 瓢　 箪　 形 74 4．1 27 N －610　－W

i s F lO24 F － 9 Ⅶ層 円　　　 形 108 102 23 －
j　s F lO25 F － 8 Ⅶ層 楕　 円　 形 80 69 12 N －280　－E
j　s F lO26 F － 8 Ⅶ層 楕　 円　 形 100 86 40 N －150　－W

i s F lO27 C －10 Ⅶ層 不　 整　 形 95 60 25 N －660　－W

i s F lO29 F － 8 Ⅶ層 隅 丸 方 形 117 91 40 N －490　－E
腑 F 用37 F － 7 Ⅶ層 不　 整　 形 182 118 36 N － 8 0　－E
i s F lO40 F － 7 Ⅶ層 隅 丸 方 形 98 65 17 N －770　－E

S F lO44 G － 8 Ⅶ層 不整楕円形 170 133 45 N －250　－W

S F lO45 D － 9 Ⅶ層 半　 円　 形 （78） （19） 34 －
S F lO47 E － 9 Ⅶ層 円　　　 形 94 86 20 －
S F lO49 E －10 Ⅶ層 楕　 円　 形 148 103 14 N －400　－E

S F lO61 E ・F － 8 Ⅶ層 楕　 円　 形 130 103 40 N － 9 0　－E

S F lO67 E －10 Ⅶ層 半　 円　 形 （88） （48） 21 －
S F lO70 G －11 Ⅶ層 不 整 円 形 71 59 28 N －580　－E

S F lO7 1 G －11 Ⅶ層 不整楕円形 91 64 3 1 N －610　－E

S F lO73 H － 9 Ⅶ層 楕　 円　 形 143 105 23 N －480　－E

S F lO74 H － 9 Ⅶ層 円　　　 形 104 100 14 －
S F lO75 H － 9 Ⅶ層 楕　 円　 形 71 55 15 N －520　－W

S F lO76 J － 9 Ⅶ層 歪んだ円形 93 88 17 N －380　－W

S F lO77 J － 9 Ⅶ層 楕　 円　 形 124 93 23 N －760　－E

S F lO79 G － 9　e lO Ⅶ層 円　　　 形 103 100 19 －
S F lO82 I －10 Ⅶ層 円　　　 形 108 100 42 －
S F lO83 J －10 Ⅶ層 楕　 円　 形 （110） 78 35 N － 6 0　－E

S F lO84 H －11 Ⅶ層 不　 整　 形 94 79 14 N － 5 0　－W

S F lO85 H －11 Ⅶ層 歪んだ円形 73 64 15 N －310　－E

S F lO86 H －11 Ⅶ層 不 整 円 形 170 158 41 N －490　－E

S F lO87 I －10 Ⅶ層 隅 丸 方 形 112 104 45 －
S F lO92 G － 8 Ⅶ層 楕　 円　 形 125 107 53 N －490　－E

S F lO94 D　e　E －10 ⅥI層 楕　 円　 形 78 47 18 N －700　－E

S F lO95 I －10 Ⅶ層 不　 整　 形 257 122 40 N －100　－ E
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第5義1区小穴計測哀

遺構名 グリッド 層　 位 形　　 状 長軸（cm）短軸（cm）深さ（cm）

S P lOOl E －8 Ⅴ層 楕 円 形 63 53 10

S P lOO5 E －8 Ⅴ層 楕 円 形 64 34 34

S P lOlO E －8 Ⅴ層 隅丸方形 71 55 19

S P lO33 H －8 Ⅴ層 不 整 形 60 43 19

S P lO34 H －8 V 層 繹 円 形 63 47 11

S P lO35 H －8 Ⅴ層 隅丸方形 41 38 16

S P lO17 C －10 Ⅶ層 円　　 形 51 47 16

S P lO18 D －10 Ⅶ層 隅丸方形 51 46 13

S P lO19 D －10 Ⅶ層 半 円 形 69 28 15

S P lO20 E －10 Ⅶ層 楕 円 形 67 50 15

S P lO21 F －10 Ⅶ層 円　　 形 43 39 16

S P lO22 F －10 Ⅶ層 円　　 形 51 36 8

S P lO23 F －10 Ⅶ層 楕 円 形 60 43 2

S P lO28 F －8 Ⅶ層 隅丸方形 34 21 9

S P lO31 J －9 Ⅶ層 円　　 形 55 48 28

S P lO32 J －9 Ⅶ層 隅丸方形 65 57 18

S P lO36 F －7 Ⅶ層 隅丸方形 42 28 7

S P lO38 F －9 Ⅶ層 不 整 形 40 25 7

S P lO39 F －7 Ⅶ層 楕 円 形 60 48 18

S P lO41 G －7 Ⅶ層 隅丸方形 67 55 11

S P lO42 G － 7 Ⅶ層 楕 円 形 44 26 16

S P lO43 G － 7 Ⅶ層 楕 円 形 48 37 18

S P lO46 G －8 Ⅶ層 三 角 形 70 49 10

S P lO48 D －10 Ⅶ層 円　　 形 28 28 8

S P lO50 D －10 Ⅶ層 楕 円 形 58 38 12

S P lO51 D －10 Ⅶ層 不 整 形 31 25 6

S P lO52 F －11 Ⅶ層 楕 円 形 48 35 9

S P lO53 F －11 Ⅶ層 楕 円 形 49 27 9

S P lO54 F －11 Ⅶ層 三 角 形 45 43 10

S P lO55 F －11 Ⅶ層 楕 円 形 49 37 16

S P lO56 E －11 Ⅶ層 半 円 形 32 17 17

S P lO57 F －11 Ⅶ層 楕 円 形 58 55 14

S P lO58 F －10 Ⅶ層 隅丸方形 28 24 7

S P lO59 F －11 Ⅶ層 楕 円 形 57 42 14

S P lO60 F －11 Ⅶ層 円　　 形 24 22 10

S P lO62 F －11 Ⅶ層 隅丸方形 34 30 40

S P lO63 F －11 Ⅶ層 円　　 形 36 29 9

S P lO64 F －11 Ⅶ層 円　　 形 34 29 10

S P lO66 D －10 Ⅶ層 隅丸方形 40 35 17

S P lO69 F －11 Ⅶ層 円　　 形 46 40 13

S P lO72 G －11 Ⅶ層 円　　 形 50 44 8

S P lO78 I －9 Ⅶ層 円　　 形 55 55 24
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第2節　2－且区の調査

1　概要

最も広い調査区である2－1区は、黄瀬川が形成した河岸段丘上に位置し、3段の段丘面とその間の

河遺跡が確認できる。便宜上調査区内を、段丘面、段丘崖、河遺跡に分け、さらに段丘面は西側から第

1◎第2◎第3と分け、河遺跡も西側から第1◎第2と分けて呼称することにした。調査区内は現地表

面で、一番高い段丘面（第1段丘面）と一番低い段丘面（第3段丘面）では比高差最大2mを測る。段

丘面には黄瀬川の礫塊帯が認められ、礫塊帯に挟まれた部分が河遺跡の砂土部分となっている。残念な

がら調査期間短縮のため、Ⅵ層中までバックポウで土砂を除去したので、遺構はⅦ層上面でのみ検出し

た。第1段丘面の礫塊帯から20基の集石基が検出された。伴出したかわらけや銭貨などから中世墓と思

われる。この段丘面から下の河遺跡にかけての段丘崖に、後世に石垣が形成されたため、多くの裏込め

の石が混入し、また削平も受けている。また、河遺跡の部分からは1区で検出されたものと同様な円形

皿状土坑や、小穴、溝状遺構などを検出した。また、各遺構は黄瀬川の氾濫や後世の耕作などで上面が

削平されている可能性も考えられる。2－1区全体で検出された遺構の内訳は、集石墓22基、不明遺構

5基、土坑114基、小穴213基、溝状遺構4条である。遺構から出土した遺物は少なく、ほとんどの遺物

がⅥ層中より出土している。主な遺物としては、古瀬戸後期の緑粕小皿、15世紀代の中国青磁腰折れ杯、

15世紀後半から16世紀前半代の中国染付皿などがあり、遺物から年代を15世紀から16世紀前半代に比定

することも可能かもしれない。

2　立層の状況（第23024剋）

2－1区で確認された土層は、現地地表面（標高76．4m付近）から約3。1m下（標高73。3m付近）まで

である。調査区西側の一番高い段丘面と東側の段丘面では、少し堆積状況が異なるようで、調査区中央

部のE－15グリッドが、確認調査の段階で標準堆積しているところから、基本土層（第4図参照）とし

て把握して、I～Ⅶ層に分層し、他地点との対応関係を導き出した。しかし、I層は調査区中央部でし

か検出されなかったので、掲載した土層断面図は、上位からⅢ層～Ⅶ層とした。

Ⅲ層は、粘性の強い灰褐色土で、旧水田耕作土である。部分的に黒褐色土（I層）と混土している。

Ⅲ層は、鉄分を多く含む部分が酸化して赤味を強く帯びる赤褐色土層である。粘性は弱く、締まりに

も欠け、部分的に小礫の混入が認められる。

Ⅳ層は、全体的に締まり◎粘性ともに弱い暗褐色土で、一部で暗灰褐色を呈する部分がある。

Ⅴ層は、褐色をベースにして、鉄分を多く含んで酸化して赤味を帯びた赤褐色土層である。粘性は弱

いが締まりがあり、硬化している。スコリアを含み、下部では黄褐色土粒子を含む。

Ⅵ層は、締まり◎粘性ともに弱い黒褐色土層である。下部には黄褐色土粒子を含む。礫をわずかに含

み、一部で暗褐色や暗茶黒褐色を呈する部分がある。遺物包含層である。

Ⅶ層は、粘性は普通であるが、やや締まりのある黄褐色土層である。部分的に礫の混入が多いところ

がある。集石墓、土坑、小穴、溝状遺構などを検出した。

3　遺構（Ⅶ層蕊面検出遺構）

概要のところでも述べたが、調査区を段丘面◎段丘崖◎河遺跡で6区画したので、それぞれの区画ご

とに、調査区西側の第1段丘面から順に説明していきたい。なお、検出された遺構の規模等については、

中世墓◎不明遺構のSXについては第6表、土坑については第7表、小穴については第8表を参照して

いただきたい。
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沌　第　段底面

り～11グリッドからH…13グリッドにあたる部分で、調査区の中で最も標高の高い部分であり、黄瀬

川の礫塊帯が認められる。これらの礫を用いた集石土坑が22基検出された。形状や検出状況からほとん

どが集石墓と思われ、伴出遺物から中世墓と推定した。そのうち人骨や歯牙を伴うものはり◎E－11◎

12グリッドで9基検出された。なお人骨や歯牙については、付編1◎2の鑑定結果を参照していただき

たい。土坑は14基検出されたが、そのうち7基はG－12グリッドに集中している。このうち特徴的な土

坑6基について説明を行いたい。小穴は17基検出され、配列を検討したが、特に建物の認定には至らず、

礎石や桂根も出土しなかったので、その性格は不明である。溝状遺構はG◎H－12グリッドから1条検

出されている。

風　砕健墓

大平遺跡における中世墓について、木村弘之氏の分類（木村弘之1997）に従って考えていきたい（1）。

木村氏は一の谷中世墳墓群遺跡の分類を中心にして、大きく中世墓を6分類している。

①塚墓……盛土によって塚を築いた墓で、土葬を基本とするが、中心に火葬遺構も存在することがある。

②コの字形区画墓……丘陵地の斜面部に築かれ、コの字形の溝によって区画した墓。

③土坑墓……土葬墓といわれる形態で、地面を掘り窪め、遺体を埋葬した墓。

④集石墓……石を集積してつくった火葬墓。

⑤地下式壌……地下に縦穴を掘り、この底面からさらに横に掘り広げて地下室を築いた墓。
●

⑥墓標をもつ墓……墓標を立て、この下部に遺体⑳遺骨を埋葬した墓

一の谷中世墳墓群遺跡では、総墓数888基の約半数の429基が集石墓であり、それらは外部施設の形態

で5分類されている。分類の基準は以下の通りである（2）。

惹類……縁石（区画石）を有し、平面形が方形または長方形をなす。

Ⅲ類……縁石（区画石）はないが、方形または長方形をなす。

Ⅲ類……縁石（区画石）はなく、形状も不整形で石が集積しただけのもの。

Ⅳ類……小穴を穿って骨蔵器を埋蔵しただけのもの。

Ⅴ類……小穴に火葬骨を埋葬しただけのもので、上部集石が流失した可能性もあるもの。

そこで、2－1区で検出した集石墓を一の谷中世墳墓群遺跡の基準に従って分類してみると、Ⅲ類と

Ⅴ類に限定できると思われる。ただし、Ⅶ層上面まで重機で掘り下げたり、調査時に集石とわからず、

石を取り除いた遺構も多いと考えられ、集石の状況については不確定要素が強いことをお断りしておき

たい。

SX髪用醐◎那誠瑠　第謁園　園版　◎◎－2～埠）

SX21011は、E－11◎12グリッドで検出された集石墓Ⅲ類である。縁石はなく、径20～60cm程の礫を

楕円形に近い形に配置してあり、崩れた様子はない。長軸185cm、短軸120cm、深さ42cmを測る。集石を

はずすと不整楕円形を呈する土坑となり、土坑内には床面上10cm近くまで石が陥没したように落ち込ん

でいた。覆土は2層に分けられるが、上位は粘性◎締まりともに弱い黒色土で、下位は粘性◎締まりと

もにない暗褐色土で人骨⑳炭化材を含む。この暗褐色土中から18片の歯牙、11個の歯および頭骨片を中

心とした火葬骨が検出された。これらの人骨や歯牙は、鑑定結果から2個体分埋葬されていたようであ

る。また検出状況からみると、土坑内の石は土葬した遺体上面に乗せたものが、その腐食によって陥没

したようにもみえるので、SX21011は、土葬と火葬の両方が行われた可能性も考えられるが、断定はで

きない。出土遺物はない。SX21361は、E－11グリッドで検出された集石墓Ⅲ類である。縁石はなく、
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土坑上部に20～40cm程度の礫を不整形に配置してある。長軸190cm、短軸65cm、深さ20cmを測る。覆土は

粘性が弱くて、締まりのない黒色土で、火葬骨と炭化物が検出された。出土人骨は、細い棲骨が含まれ

ており女性の可能性が考えられる。土師器の小破片が出土しているが、遺構の時期を決定できるもので

はない。

S）く21‾沌021318021382（第26酌　図版809－‘i）

SX21016は、E－11グリッドで検出された集石墓V類である。検出時に掘り方がわからず、上部の集

石を取り除いてしまったために、集石の形態はわからないが、下部の土坑は不整楕円形を呈し、長軸127C恥

短軸85cm、深さ25cmを測る。覆土は3層に分けられる。上層は粘性は弱いが締まりのややある暗褐色土

で、中層と下層は粘性はないがやや締まりのある黒褐色土で、火葬骨と炭化物を含む。出土遺物と檜して、

15世紀末から16世紀初頭に位置づけられるかわらけと北宋銭（黙寧元賓）が出土している。SX21378は、

E－11グリッドで検出された集石基V類である。SX21016の西側に隣接し、平面形態は半円形で、西側

は調査区外となっている。長軸58cm、短軸35cm、深さ18cmを測る。覆土は2層に分けられるが、2層と

も粘性は弱いがやや締まりのある黒褐色土で、火葬骨片を含む。出土遺物は、15世紀末から16世紀初頭

のかわらけが2点出土している。SX21382は、E－11グリッドで検出された集石墓Ⅴ類である。SX21姐6

の西側に隣接し、平面形態は楕円形を呈し、長軸100cm、短軸60cm、深さ30cmを測る。覆土は粘性は弱い

がやや締まりのある黒褐色土で、火葬骨と炭化物を含む。出土人骨は、四肢骨を中心とする火葬骨であ

る。出土遺物は、小破片のため図化しなかったが、15世紀代と思われるかわらけが出土している。3基

の中世墓は、切り合いから時間差はないと思われ、ほぼ同時期に構築されたものと思われる。

＄）く213榊eプ1345021：娼502て3鋸c（第21園　幽版9　ムIb、8）

SX21344は、り◎E－11グリッドで検出された集石墓Ⅴ類である。SX21345の南側に位置しており、

平面形態は不整形で、長軸100cm、短軸69cm、深さ13cmを測る。覆土は粘性は弱いが締まりのややある暗

褐色土で、四肢骨を主とした火葬骨片と炭化物を含む。出土遺物は、六道銭と思われる被熱した3枚の

銭貨（元祐通襲、大観連繋、永楽通貨）が鋸着して検出されたほか、土器の小破片が出土しているが、

出土土器からは時期を決定できない。SX21345は、り◎E－11グリッドで検出された集石墓Ⅴ類である。

SX21344の北側に位置しており、平面形態は隅丸方形で、長軸55cm、短軸39cm、深さ13cmを測る。覆土

は粘性◎締まりともに弱い暗褐色土で、火葬骨と炭化物を含んでいる。火葬骨は四肢骨を主とした細片

である。出土遺物はない。SX21385は、り－11グリッドで検出された集石墓Ⅴ類で、SX21387の東側

に位置する。上部集石は、流失した可能性が高く、石は残存していない。隅丸方形を呈した土坑は、長

軸40cm、短軸35cm、深さ15cmを測る。覆土は粘性は弱いがやや締まりのある暗褐色土で、火葬骨片と炭

化物を含む。小破片なので図化しなかったが、かわらけが出土している。SX21387は、り⑳E－11グリッ

ドで検出された集石墓V類である。SX21344の東側に隣接しており、集石は径10～20cm程の礫が7個並

べられていたが、調査中に移動した可能性もあり、判然としない。その下に楕円形を呈した土坑があり、

長軸140cm、短軸65cm、深さ15cmを測る。覆土は粘性は弱いがやや締まりのある黒褐色土で、火葬骨片と

炭化物を含む。出土遺物はない。

SX21010・21013・21021（第28図）

SX21010は、E－12グリッドで検出された集石土坑である。集石は、径10～60cm程度の礫が不整形に

並んで、数は少ない。集石の下に隅丸方形の土坑をもち、長軸50cm、短軸壷cm、深さ30cmを測る。覆土

は、粘性⑳締まりともに弱い暗褐色土で、遺物は出土せず、骨片等も検出されなかったが、検出状況等

から集石墓Ⅲ類と考えた。SX21013は、E－11◎12グリッドで検出された集石土坑である。調査時に掘

り方がわからず、集石の一部を取り除いてしまったが、径20～80cm程度の礫を楕円形に近い形に並べて、

その下に楕円形の土坑をもつ。長軸170cm、短軸120cm、深さ30cmを測る。覆土は、粘性◎締まりともに
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2．暗褐色土　粘性e締まりがなく黄褐色土を含む

第25図　LP世墓SX21Gll o21361実激匪
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1．暗褐色土　赤褐色土・黄褐色土をわずかに含む
炭化物を含む

2．暗褐色土　黄褐色土を含む1に比べ炭化物を多
く含む

3．暗褐色土　人骨を含む

1．暗褐色土　粘性は弱いがやや締まりがある
2．黒褐色土　火葬骨・炭化物を含む

第26図　中世墓SX21016・21378・21382実測図
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C

しこ76．1m　　暗褐色土　火葬骨・炭化物を含む

しこ76．1m　黒褐色土
黄褐色土を含む　火葬骨・炭化物を含む

D

第27図　中世墓SX21344・21345・21385・21387実測図
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第28匪！中世墓S〉く21010021013321021実測図
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忘志轟遍遠忌

1．暗褐色土
粘性・締まりがなく赤褐色土を
わずかに含む

2．暗灰黄色土　粘性・締まりがない

0　　　　50cm
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弱い暗褐色土で、遺物は出土せず、骨片等も検出されなかったが、検出状況等から集石基Ⅲ類と考えた。

SX21021は、正一12グリッドで検出された集石土坑である。集石は、径140cm程の礫（墓標として使用

したか？）を中心に径30～70cm程度の礫がその周囲に並んでいて、崩れた様子はない。集石の下に隅丸

方形の土坑をもち、長軸305cm、短軸220cmを測る。覆土は2層に分かれ、上位は粘性◎締まりともに弱

い暗褐色土で、下位は粘性はあるが締まりのない暗灰黄色土で、ともに遺物は出土せず、骨片等も検出

されなかったが、検出状況等から集石墓Ⅲ類と考えた。

SX21007．21356・21357（第29図）

SX21007は、E－13グリッドで検出された集石土坑である。径10～40cm程度の礫が、長軸75cm、短軸

」＝76・1m　　暗褐色土　粘性・締まりがない

ふji

L＝76．1m　　暗褐色土　粘性・締まりがない

B B′

L＝76．1m

l．暗褐色土　締まりがあり黄褐色土を含む
2．暗褐色土　1に比べ黄褐色土が少ない

第29図　中世墓S）く21CO702135602㌢357実測函
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71cmの範囲に密集してほぼ円形を呈している。その下に楕円形の土坑をもつ。覆土は粘性◎締まりとも

に弱い暗褐色土で、遺物は出土せず、集石および土坑から骨片等は出土していないが、検出状況等から

集石墓Ⅲ類と考えた。SX21356は、E…13グリッドでSX21357に隣接して検出された集石土坑である。

径20～30cm程の礫を不整形に並べて、その下に楕円形に近い形の土坑をもつ。長軸80C恥短軸航m、深

さ27cmを測る。覆土は粘性◎締まりともにない暗褐色土で、遺物や骨片等は出土しなかったが、検出状

況等から集石墓Ⅲ類と考えた。SX21357は、斑－13グリッドでSX21356に隣接して検出された集石土

坑である。径10～30cm程の礫を不整形に並べて、その下に楕円形に近い形の土坑をもつ。長軸73恥短

軸65。恥深さ20cmを測る。覆土は粘性は弱いがやや締まりのある暗褐色土で、炭化物をわずかに含んで

いる。覆土中より19世紀代と思われる行平の小破片が出土しているが、後世の混入品と思われるので、

これでは遺構の年代の決定はできない。骨片等は出土しなかったが、検出状況等から集石墓Ⅲ類と考え

た。

S）く㌢冥：31し2二一03802二35C－2て35；（簑3：）．只）

SX21031は、F－12グリッドで検出された集石土坑である。集石は、径10～30cm程の礫を不整形に並

べて、その下に楕円形の土坑をもつ。長軸125cm、短軸鋼C恥深さ30cmを測る。覆土は、粘性砂締まりと

もに弱い暗褐色土で、遺物は出土せず、骨片等も検出されなかったが、検出状況等から集石墓Ⅲ類と考

えた。SX21038は、F－12グリッドで検出された集石土坑である。集石は、径摘～瞞cm程の礫を不整形

に並べて、その下に楕円形の土坑をもつ。長軸110cm、短軸80cm、深さ11cmを測る。覆土は、粘性◎締ま

りともに弱い暗褐色土で、遺物は出土せず、骨片等も検出されなかったが、形状等から集石墓Ⅲ類と考

えた。SX21350とSX2135鼠は、E…11◎12～F…Ⅲの12グリッドで検出された集石土坑である。SX

21350の集石は、径20～50cm程の礫を楕円形に並べて、その下に楕円形の土坑をもつ。長軸蟻娠恥短軸

140cm、深さ10cmを測る。覆土は粘性怨締まりともにない暗褐色土で、炭化物をわずかに含む。西側に隣

接するSX21351の集石は、径20～60cm程の礫を不整形に並べてあり、その下に楕円形の土坑をもつが、

西側は調査区外となっている。長軸220cm、短軸1輌C恥深さ27cmを測る。覆土は2層に分かれ、上位は

粘性◎締まりともにない暗褐色土で、わずかに炭化物を含む。下位は黄褐色土混じり暗褐色土である。

2基とも遺物や骨片等は出土しなかったが、検出状況等から集石墓Ⅲ類と考えた。

S）くPiO40ぐ2二366（韻：き：厨）

G◎H－12グリッドで隣接して検出された集石土坑である。SX21040の集石は、径80cm程の礫を心に

その周囲に径10～60cm程の礫を並べてある。その下に楕円形の土坑をもつ。長軸1墟cm、短軸130cm、深

さ50cmを測る。覆土は2層に分けられ、上位は粘性◎締まりともにない暗褐色土で、下位は黄褐色土混

じり暗褐色土である。南に隣接するSX21366の集石は、径10～110cm程の礫を不整形に並べて、その下

に楕円形の土坑をもつ。長軸195cm、短軸130cm、深さ抽mを測る。覆土は粘性◎締まりともにない暗褐

色土である。切り合いから、SX21366の方が古いと思われる。2基とも遺物や骨片等の出土はなかった

が、検出状況等から集石墓Ⅲ類と考えた。

以上中世墓と思われる各遺構について述べたが、骨片等を伴う集石墓9基、骨片等は検出されなかっ

たが、礫がまとまって検出されている状況や、集石の配置が骨片を伴う集石墓と一連であることから、

集石墓と推定したものが12基の合計21基の中世墓を検出した。しかし、これらの中世墓の中で蔵骨器を

伴う墳墓は検出されておらず、蔵骨器として使用した可能性が考えられる陶磁器類も検出されなかった。

また、五輪塔などの石塔も検出されなかった。

次に中世墓の年代について、出土遺物を中心に考えてみたい。SX21016からかわらけ（第67図P33主

SX21378からかわらけ（第66図P22◎第67図P35）が出土している。これらは15世紀後半～16世紀初頭

のものと思われる。また、SX21016から黙寧元貿（初鋳年代1068年）、SX21344から元祐通貨（初鋳年

－49－



L＝7610m l・暗褐色土　粘性・締まりがなく黄褐色土をわずかに含む
2．黄褐色土混じり暗褐色土
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第30国　中世墓S）く2103102用38021350021351実測図
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代108百年）、大観通箕（初鋳年代1107年）、永楽通貿（初鋳年代1408年）が出土しているので、遺物のう

えからは、中世墓は15世紀代から16世紀初頭にかけて築造されたものと思われる。

L＝75．4m　1．暗褐色土　黄褐色土・赤褐色土を含む
2・黄褐色土混じり暗褐色土　粘性・締まりがない

B′

L＝75．4m　1．黄褐色土混じり暗褐色土　粘性がなく締まりがある
2．暗褐色土　黄褐色土をわずかに含む

第3で図　軒距墓SX210AOo21366実測図
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L＝75．3m

1．暗褐色土　粘性・締まりが弱い
2．暗褐色土1に類似し黄褐色土を含む

3．暗褐色土　2に類似し黄褐色土を多く含む

0
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第霊園　不明遺構＄賞罰腱実測図

匿　不明遺構

－．Xン丁ここ芦‘ィ　こち旨．志′単一ニ

G…12グリッドで検出した集石土坑である。径10～50cm程の礫を不整形に並べてあり、その下に楕円

形を呈した長軸486cm、短軸且44cm、深さ24cmの土坑をもつ。覆土は3層に分けられるが、3層とも粘性◎

締まりともに弱い暗褐色土をベースにしている。遺物は出土せず、土坑の性格や年代はわからない。

C　土坑

二　ノ黒／－、r子′」∴　子二㌦土　工∴了jJr∴P　票、三成・〕

SF2102射ま、G一息2グリッドで検出した隅丸方形を呈した土坑である。長軸94cm、短軸77cm、深さ24cm

を測る。断面は緩やかに立ち上がり、覆土は3層に分けられる。上位2層は粘性◎締まりともに弱い暗

褐色土をベースにして黄褐色土を混入し、下位は黄褐色土をベースにして暗褐色土を混入している。遺

物は出土しなかった。SF2m27は、G－12グリッドで検出した楕円形を呈した土坑である。長軸81cm、

短軸53cm、深さ11cmを測る浅い土坑である。断面は緩やかに立ち上がり、覆土は2層に分けられる。2

層とも粘性◎締まりともに弱い暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかっ

た。SF21028は、G－12グリッドで検出した楕円形を呈した土坑である。長軸81cm、短軸60cm、深さ21cm

を測る。北側はほぼ垂直に掘り込まれているが、南側は緩やかに掘り込まれている。覆土は3層に分け

られるが、3層とも粘性◎締まりともに弱い暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入しており、下位に

いくほど黄褐色土の混入が多くなる。遺物は出土しなかった。SF21030は、F－12グリッドで検出した

不整楕円形を呈する土坑である。長軸133C恥短軸105cm言深さ凱cmを測る。断面は緩やかに立ち上がり、

覆土は2層に分けられる。上位は粘性◎締まりともに弱い暗褐色土で、下位はやや粘性のある暗褐色土

ー52－



1．暗褐色土　粘性・締まりがない
2．暗褐色土1に比べやや粘性がある

ィ一一一ノ二二一ノ・－1ユ
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鮮

L＝7514m

1．暗褐色土　粘性はなくやや締まりがある
Z．黄褐色土混じり暗褐色土
3．黄褐色土　2に類似し黄褐色土・暗褐色土を含む

L＝75，4m

1．暗褐色土　粘性・締まりがない
わずかに黄褐色土ブロックを含む

2．黄褐色土混じり暗褐色土
3．暗褐色土　黄褐色土ブロックを含む

0

L＝75，3m

1、黄褐色土混じり暗褐色土
2．黄褐色土混じり暗褐色土1に類似
3．明黄褐色土1・2に類似し黄褐色土

ブロックを含む

1m忘
第33園　土坊Sト2102く0210プ8021C3cc2103ム芙測図
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第34囲　土坑SF21035実測図　滴状遺構SE〕21346実測図
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である。遺物は出土しなかった。SF21034は、G－12グリッドで検出した不整形の土坑である。長軸85cm、

短軸61cm、深さ19cmを測る。ほぼ垂直に近い形で掘り込まれているが、南側はやや深く掘り込まれてい

る。覆土は3層に分けられるが、3層とも粘性◎締まりともに弱い暗褐色土をベースにして黄褐色土を

混入しており、下位は黄褐色土の混入が多く、明るい色調となっている。遺物は出土しなかった。

S F21035（第34個）

G－12グリッドで検出した楕円形を呈する土坑である。長軸100cm、短軸59cm、深さ24cmを測る。断面

は緩やかに立ち上がり、覆土は4層に分けられる。上位3層は粘性◎締まりともに普通の暗褐色土をベー

スにして黄褐色土を混入しており、最下層は黄褐色土をベースにして暗褐色土を混入を混入していて砂

質が強い。遺物は出土しなっかった。

溝状遺構

SD21346（第34図）

G－12～H－12グリッドにかけて検出された溝状遺構である。北側は調査区外となっていて、南側は

SX21040とSX21366で切られている。検出長2。8m、幅46～65cm、深さ25cmを測り、東側に緩やかなカー

ブを描きながら、ほぼ南北方向に延びていて、断面は緩やかに立ち上がり、覆土は粘性◎締まりともに

ない暗褐色土で、黄褐色土を混入している。切り合いからSの21346の方がSX21040◎SX21366よりも

古いと思われる。遺物は出土しなかった。

（2）段塵崖

わー13グリッドからH－13グリッドにあたる部分で、後世に水田を造成する際につくられた3列ほど

の大がかりな石垣のため、かなり遺構が削平を受けており、E－13◎14グリッドでのみ遺構を検出した。

検出した5基の土坑のうち、特徴的な2基の土坑について説明していきたい。なお小穴は3基検出され

たが、遺物は出土せず、その性格はわからない。

A　±坑

S F’2102202＝06（第35訳　詞版10－・1）

SF21022は、E－13◎14グリッドの斜面のテラス状の所で検出した楕円形を呈した土坑である。長軸

115cm、短軸96cm、深さ30cmを測る。断面は緩やかに立ち上がり、覆土は2層に分けられる。2層とも粘

性◎締まりともにない暗褐色土に黄褐色土が混入している。遺物は出土せず、土坑の年代や性格はわか

らない。S・F21106は、Eq14グリッドで検出した隅丸方形を呈した土坑である。長軸104cm、短軸88cm、

深さ27cmを測る。ほぼ垂直に近い形で掘り込まれていて、底面は比較的平らである。覆土は粘性はない

がやや締まりのある暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかったが、検出

状況等から土葬墓の可能性も考えられるが断定はできない。

（3）第1河遺跡（図版10－14）

り－14グリッドからI－13グリッドにあたる部分で、1基の不明遺構と22基の土坑、そして51基の小

穴が検出された。22基の土坑については、1区で検出された円形皿状土坑と類似するSF21079とSF21104

について説明していきたい。51基の小穴については配列を検討すると、直線的に並ぶものもあるが、遺

構内から遺物は出土せず、礎石や桂根も検出されなかったので、建物の認定はできなかった。
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L＝75．2m l．暗褐色土　黄褐色土を含む
2．暗褐色土　1に比べ黄褐色土が多い

SF21106

第35国　立坑＄匠2柑黒◎那閥実測図

A　不明遺構

S）（2て123（第36画　調故用一一5く－6）

G－13◎14グリッドで検出された。平面形態は楕円形を呈し、長軸600cm、短軸150cm、深さ35cmを測

る。検出面から底面まで、土坑内全体で炭化材が大量に残存しているが、焼痕や骨片は検出できなかっ

た。覆土は2層に分けられ、上位は粘性はないが締まりのある黒褐色土で、下位は粘性はないが締まり

のある黄褐色土混じり暗褐色土で、焼土粒を微量含んでいる。遺物は出土せず、壁面や床面は焼けてい

なくて、焼土はほとんど検出されなかったので、火葬施設とは断定できず、炭化材の廃棄場所の可能性

が高いように思われる。また、出土遺物がないので年代の特定はできない。

B　豊坑

S時＝21鋸9〕211掴（第37開　し組版用　2）

SF21079は、G－13グリッドで検出した円形皿状土坑である。長軸90cm、短軸85cm、深さ31cmを測る。

ほぼ垂直に近い形で掘り込まれていて、底面は平らである。覆土は2層に分けられるが、2層とも粘性

はないがやや締まりのある暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかったが、

検出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。SF21104は、E－14グリッドで検出した円形皿状土坑で

ある。長軸85cm、短軸78cm、深さ14cmを測る。ほぼ垂直に近い形で掘り込まれていて、底面は平らであ

る。覆土は粘性はないがやや締まりのある暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。遺物は出

土しなかったが、検出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。
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L＝73．4m

1．黒褐色土　粘性なくやや締まりがある
2．黄褐色土混じり暗褐色土　焼土粒をわずかに含む

第36凶　不堪還構S）（21123芸測到
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タ

ノ〆

L＝73‘5m　　黄褐色土混じり暗褐色土

L＝73，5m

1，暗褐色土　黄褐色土を含む
2．暗褐色土1に比べ黄褐色土をわずかに含む

第31医．辛．坑S；＝2137902吊飢実測図

纏　第　段塵薗

り－15グリッドからI－15グリッドの範囲で、土層が比較的標準堆積している部分である。遺構は、

G－15グリッドから集石基と思われるSX21375を検出したが、第1段丘面からの遺構の連続性を考える

とやや疑問が残るが、検出状況から集石墓と推定した。土坑は22基検出されたが、そのうち6基はE－

17グリッドのSり21198の両側から3基づつ検出されている。耕作に関わる痕跡かとも思われるが推定の

域をでない。22基の土坑中特徴的な8基について説明したい。小穴は48基検出されたが、配列を検討す

ると直線的に並ぶものもあるが、礎石や桂根は検出されず、建物の認定はできなかった。

風　砕健墓

SX21375（第38図）

G－15グリッドで検出された集石土坑である。径30～50cm程の礫が環状に並べてある中に、長軸75cm、

短軸69cm、深さ20cmを測る隅丸方形の土坑をもつ。覆土は粘性◎締まりともにない暗褐色土で、径5～

30程度の礫を多く含む。遺物や骨片等は出土しなかったが、形状等から集石墓Ⅲ類と考えた。

B　土坑

S F2て059ぐ2てG6Co21065（第38凶　図版10－3）

SF21059は、E－17グリッドで検出した不整楕円形を呈する土坑である。長軸114cm、短軸96cm、深

さ19cmを測る。断面は緩やかに立ち上がり、覆土は3層に分けられる。いずれも粘性はないがやや締ま

りのある暗褐色土に黄褐色土が混入している。遺物は出土しなかった。SF21060は、E－17グリッドで

検出した不整形の土坑である。長軸100cm、短軸80cm、深さ34cmを測る。西側はほぼ垂直に掘り込まれて
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L＝74，2m　　暗褐色土　粘性・締まりがない

L＝74，3m　1．暗褐色土　粘性なく黄褐色土
をブロック状に含む

2．黄褐色土混じり暗褐色土

SF21059

1．暗褐色土　粘性なくやや締まりがある
2．暗褐色土1に類似するが黄褐色土をブロッ

ク状に含む
3．暗褐色土　2に比べ黄褐色土が多い

SF21065

L＝74．3m　1．暗褐色土　粘性なく締まりがある
黄褐色土をブロック状に含む

2．暗褐色土　1に比べ黄褐色土が少ない
3．黄褐色土混じり暗褐色土

第38図　中世墓S）く21375芙測区　⊥坑SFl「21059し21060021〇65実測匪
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いるが、東側は緩やかに掘り込まれている。覆土は2層に分けられるが、2層とも粘性はないがやや締

まりのある暗褐色土をベースにして黄褐色土が混入している。遺物は出土しなかった。SF21065は、E…

17グリッドで検出した不整形の土坑である。長軸100cm、短軸77cm、深さ26cmを測る。断面は緩やかに立

ち上がり、覆土は3層に分けられるが、3層とも粘性はないがやや締まりのある暗褐色土をベースにし

て黄褐色土が混入している。遺物は出土しなかった。

S F21054。21070e21084・21205（第39図）

SF21054は、F－16グリッドで検出した不整形の土坑である。長軸72cm、短軸42cm、深さ30cmを測る。

断面はU字形に近い形で、覆土は2層に分けられる。2層とも粘性はないがやや締まりのある暗褐色土

である。遺物は出土しなかった。SF21070は、E－17グリッドで検出した不整方形を呈する土坑である。

長軸140cm、短軸100C恥∴深さ17cmを測る。底面には地山の径5～20cm程度の礫が多く検出された。覆土

は2層に分けられるが、2層とも粘性はないがやや締まりのある暗褐色土をベースにして黄褐色土が混

入している。小破片のため図化しなかったが、14世紀末から15世紀前半に位置づけられる古瀬戸後期前

半の灰柚陶器片が出土している。土坑の性格はわからない。SF21084は、G－14グリッドで検出した楕

円形を呈する土坑である。長軸132cm、短軸95cm、深さ18cmを測る。底面は平らに近いが、地山には径10～

20cm程の礫が多数混入している。覆土は3層に分けられるが、3層とも粘性はないがやや締まりのある

暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかったが、検出状況等から土葬墓の

可能性も考えられる。SF21205は、‡－15グリッドで検出した楕円形を呈する土坑である。長軸136cm、

短軸97cm、深さ25cmを測る。断面は緩やかに立ち上がり、覆土は3層に分けられるが、3層とも粘性は

ないがやや締まりのある暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかったが、

検出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。

院　溝状遺構

＄診2桐98◎2頂3超2（第棚園）

Sり21198は、H－14～G－15グリッドにかけて検出された溝状遺構である。検出長19．4m、幅32～132cm、

深さ4．4～22．2cmを測り、やや東側に緩やかなカーブを描きながら、N－440－Eの方向に延びる。溝の

流れの方向は、底面の高さなどから推定すると北東から南西に向かって流れているようである。覆土は

2層に分けられるが、2層とも粘性◎締まりともに弱い暗褐色土に黄褐色土が混入している。遺物は古

瀬戸後期後半の捨鉢の小破片が出土している。SI〕21342は、E…16～18グリッドにかけて検出された溝

状遺構である。検出長13。4m、幅22～78cm、深さ4。7～16。2cmを測り、北西から南東に向かって、2－3

区より延びているSり23009に接続するような形で延びている。覆土は2層に分けられるが、2層とも粘

性◎締まりともにない暗褐色土に黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかった。

SJ21268（第∠ゝ1囲）

H－15～G－16グリッドにかけて検出された溝状遺構である。検出長6。7m、幅36～76cm、深さ6。9～

18。3cmを測り、N－560－Eの方向に延びる。溝の流れの方向は、底面の高さなどから推定すると北東か

ら南西に向かって流れているようである。覆土は粘性はないがやや締まりのある暗褐色土に黄褐色土を

ブロック状に含んでいる。遺物は出土しなかった。

（5）第2河遺跡

E－18グリッドからJ－17グリッドの範囲で、2基の不明遺構と39基の土坑及び47基の小穴が検出さ

れた。39基の土坑については、1区で検出された円形皿状土坑と類似したものを中心に20基説明してい

きたい。47基の小穴について配列を検討すると、直線的に並ぶものもあるが、遺構内から遺物は出土せ
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‾‾l二‾十一

A′

AA′

ノー‾lこ二二‾‾l‾‾‾

」＝74．3m

1．暗褐色土　粘性なく締まりがある
黄褐色土をブロック状に含む

2．暗褐色土1に比べ黄褐色土を多く含む

締まりあり黄褐色土をわずかにを含む
黄褐色土をわずかに含む
1・2に比べ黄褐色土を多く含む

L＝74i3m

1．暗褐色土　粘性なく黄褐色土をブロック状に含む
2．暗褐色土1に比べ黄褐色土が少ない

SF21084

L＝7317m　1．暗褐色土　黄褐色土をブロック状にを含む
2．黄褐色土混じり暗褐色土
3．黄褐色土混じり暗褐色土　2に比べ黄褐色

土が少ない

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第39囲　士坑SF2105402107002て0糾し212C5実測苗
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A

B

A′

B′

第40囲　溝状遺構SB21198c213∠i2芙測躍
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第那園　溝状遺構＄日割錆実測園

ず、礎石や桂根も検出されなかったので、建物の認定はできず、小穴の性格も把握できなかった。

風　不明遺構

S3号2‘：ノ95－2m97（筑′2鯉　図版．：：1）

SX21196は、H－16グリッドで検出された。平面形態は不整形で、長軸123cm、短軸45C恥深さ18cm

を測る。覆土は2層に分けられ、上位は粘性はないが締まりのある暗赤橙色土で、炭化物を大量に含ん

だ焼土と思われる。下位は粘性はないが締まりのある黄褐色土で、炭化物と焼土を含む。床面に径30cm

程の礫が個置いてあるが、焼けておらず、壁面も焼けていないので、火葬施設とは断定できず、単なる

焼却施設か、焼却物の廃棄場所の可能性も考えられる。出土遺物もないので年代の特定はできない。S

X21197は、H－16グリッドで検出された。平面形態は楕円形で、長軸73C恥短軸48cm、深さ11cmを測る。

覆土は粘性がないが締まりのある暗橙褐色土で、廃土と炭化物を含んでいる。骨片や遺物は出土せず、
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しこ73．4m

1時赤橙色土　炭化物を多く含む
2・黄褐色土　炭化物と焼土を含む

しこ73．8m

l・暗褐色土　黄褐色土をブロック状に含む
2．黄褐色土混じり暗褐色土
3．暗褐色土

SF21248

土
土
土

色
色
色

掲
褐
褐

書
∵
昔
二
首

4
　
5
　
6

黄褐色土をブロック状に含む

黄褐色土をブロック状に含む

2に比べ黄褐色土をブロック状に含む
粘性・締まりが弱い　黄褐色土を含む
2に比べ黄褐色土を多く含む

第42図　不明遺構SX21196・21197実測図　土坑SF21246・21247・21248実測図
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床面や壁面は焼けていないので、火葬施設とは断定できず、単なる焼却施設か焼却物の廃棄場所の可能

性も考えられる。出土遺物もないので年代の特定はできない。

巨　二言、（匪版てフ　　　ジ）

三。ン、1ノ：、フープ朋、ブ：、ノノー喜i（第！′ン史r．阜Ji又　・・‾　‘）

SF21246とSF212抑ま、F－17グリッドで隣接して検出した円形を呈する土坑である。切り合いか

らSF21247の方が新しいと思われる。SF212抽ま長軸94cm、短軸87cm、深さ臓mを測る。断面は緩や

かに立ち上がり、覆土は2層に分けられるが、2層とも粘性◎締まりともに弱い暗褐色土をベースにし

て黄褐色土を混入している。SF212抑ま長軸109cm、短軸104cm、深さ3娠mを測る。ほぼ垂直に近い掘り

方をなし、底面は平らでいわゆる円形皿状土坑である。覆土は4層に分けられるが、4層とも粘性◎締

まりともに弱い暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。2基とも遺物は出土しなかったが、

検出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。SF212榔ま、F－18グリッドで検出した不整円形を呈す

る土坑である。長軸97cm、短軸9娠恥深さ30cmを測る。断面はU字形を呈し、底面は平らである。覆土

は3層に分けられるが、3層とも粘性◎締まりともに弱い暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入して

いる。遺物は出土しなかったが、検出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。

S！ブブギ！三）フてZJ‾′　ノ‾！ン1ン、し′・・ン、ユ！ミ（三三ノ・剥ぎ；鍵・憾・・3、）

SF212抽ま、F18グリッドで検出した不整円形を呈する土坑である。長軸用伽恥短軸94cm、深さ

22。mを測る。断面は平らに近い底面から直線的に立ち上げる。覆土は2層に分けられるが、2層とも粘

性◎締まりともに弱い暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかったが、検

出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。SF21251は、F－18グリッドで検出した楕円形を呈する土

坑である。長軸103C恥短軸83cm、深さ27cmを測る。断面は西側は垂直に近い掘り方をなし、東側は緩や

かな立ち上がりとなっている。覆土は3層に分けられるが、3層とも粘性の締まりともに弱い暗褐色土

をベースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかったが、検出状況等から土葬墓の可能性も

考えられる。SF21252は、F…18◎19グリッドで検出した楕円形を呈する士坑である。長軸98cm、短軸

76cm、深さ2娠mを測る。断面は緩やかに立ち上がり、覆土は粘性◎締まりともに弱い暗褐色土である。

遺物は出土せず、土坑の年代や性格はわからない。SF21256は、G」8グリッドで検出した円形皿状土

坑である。長軸100cm、短軸96C恥深さ20cmを測る。ほぼ垂直に近い形で掘り込まれていて、底面は平ら

である。覆土は2層に分けられるが、2層とも粘性⑳締まりともに弱い暗褐色土をベースにして黄褐色

土を混入している。遺物は出土しなかったが、検出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。

＄T1212二王ご三02′ブβ／へぎ笥2㌔G Lフ二2缶7（箪掴瞥：苗荒立て‾　！：）

SF21235は、G…17グリッドで検出した円形皿状土坑である。長軸1mcm∴短軸105cm、深さ28cmを測

る。ほぼ垂直に近い形で掘り込まれていて、底面は平らである。覆土は3層に分けられるが、3層とも

粘性◎締まりともに弱い暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかったが、

検出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。SF212頼ま、G…17⑳18グリッドで検出した円形を呈す

る土坑である。長軸102C恥短軸92cm、深さ13cmを測る。断面は緩やかに掘り込まれ、底面は平らである。

覆土は粘性◎締まりともにない暗褐色土である。遺物は出土せず、土坑の年代や性格はわからない。S

F21250とSF21267は、F…18◎19グリッドで隣接して検出した土坑である。切り合いからSF2125のの

方が新しいと思われる。SF21250は円形を呈し、長軸12娠m、短軸118cm、深さ15cmを測る。中央部に径

80cm程の礫が地山に食い込んで残存しており、その周囲が掘り込まれている。覆土は粘性◎締まりとも

にややある暗褐色土である。SF21267は不整形の土坑で、長軸92cm、短軸68C恥深さ8cmを測る。ほぼ

垂直に近い掘り方をなし、底面は平らである。覆土は粘性◎締まりともに弱い暗褐色土である。2基と
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Lニ73．8m　1．黄褐色土混じり暗褐色土
2．暗褐色土
3．暗褐色土

黄褐色土をブロック状に含む

しこ昔7m　1．暗褐色土　黄褐色土をブロック状に含む
2．暗褐色土　1に比べ黄褐色土が少ない

第43囲　土坑SF21249021251321252021256実測図
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1．暗褐色土　黄褐色粒子を多く含む
Z．暗褐色土　粘性・締まりがある

L＝73．6m

1．黄褐色土；昆じリ暗褐色土
2．黄褐色土混じり暗褐色土1に比べ黄褐色土を多く含む
3．暗褐色土　黄褐色土をブロック状に含む

SF21244

A′

草≡≡
L＝73．7m

第舶国　土坑S「212350212個。21250し21267冥測図
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も遺物は出土しなかったので、土坑の年代や性格はわからない。

・・　　土工ノ　子方・′－主と｝ブ　ら＿′：・∫＿声、こ：十一ノ．票　斗こJPl、∴　告）

SF2且223は、H一緒グリッドで検出した不整円形を呈した土坑である。長軸125C恥短軸118cm、深さ

的mを測る。ほぼ垂直に近い形で掘り込まれていて、底面は平らな皿状土坑である。覆土は粘性◎締ま

りともに弱い暗褐色土である。遺物は出土しなかったが、検出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。

SF21225は、H…且7グリッドで検出した不整形の土坑である。良触軌腕短軸65cm、深さ28cmを測る。

断面はV字形に近い形をなし、覆土は3層に分けられる。3層とも粘性の締まりともに弱い暗褐色土を

ペースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土せず、土坑の年代や性格はわからない。SF21236は、

G当7◎温8グリッドで検出した不整円形を呈する土坑である。長軸80cm、短軸65cm、深さ30cmを測る。

断面は、平らに近い底面から直線的に立ち上げる。覆土は3層に分けられるが、3層とも粘性⑳締まり

ともに弱い暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかったが、検出状況等か

ら土葬墓の可能性も考えられる。SF2温253は、G砂H…16グリッドで検出した円形皿状土坑である。長

酪瓶恥短軸72cm、深さ鋼cmを測る。ほぼ垂直に近い形で掘り込まれていて、底面は平らである。覆土

は3層に分けられるが、3層とも粘性はややあるが締まりのない暗褐色土をベースにして黄褐色土を混

入している。遺物は出土しなかったが、検出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。SF21271は、H－

温8グリッドで検出した楕円形を呈する土坑である。長軸95C恥短軸75cm、深さ姐cmを測る。断面は、西

側は垂直に近い掘り方をなし、東側は緩やかに掘り込まれている。覆土は4層に分けられるが、4層と

も粘性⑳締まりともに弱い暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかったが、

検出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。

し′　1′一豆守）1′？二　ン　二二，ジ　≠二J言㌻圧．卑・軍三二　　　う

SF21187は、‡～16グリッドで検出した不整楕円形を呈した土坑である。長軸146cm、短軸93cm、深

さ37cmを測る。北側は円形に近い形で掘り込まれており、南側がテラス状になっているので、2つの遺

構が重なっている可能性も考えられる。覆土は2層に分けられ、ともに粘性◎締まりともに弱い暗褐色

土をペースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかったが、検出状況等から土葬墓の可能性

も考えられる。SF別虻媚は言］「＋蟻グリッドで検出した円形皿状士坑である。長軸100cm、短軸93cm、

深さ3温cmを測る。ほぼ垂直に近い形で掘り込まれていて、底面は平らである。覆土は2層に分けられる

が、2層とも粘性◎締まりともに弱い暗褐色土をペースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土し

なかったが、検出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。SF21192は、H◎I…16グリッドで検出し

た楕円形を呈する土坑である。長軸用船m、短軸86C恥深さ25cmを測る。ほぼ垂直に近い形で掘り込まれ

ていて、底面は平らである。覆土は粘性啓締まりともに弱い暗褐色土をベースにしてわずかに黄褐色土

を混入している。遺物は出土しなかったが、検出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。SF21216は、

渚一且7グリッドで検出した楕円形を呈する土坑である。長車机43cm、短軸1輌cm、深さ26cmを測る。断面

は緩やかなU字形をなし、底面は平らである。覆土は粘性⑳締まりともに弱い暗褐色土である。遺物は

出土しなかったが、検出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。

纏　第3段底面

詳一五9グリッドからJ…18グリッドの範囲で、鼠基の不明遺構と温2基の土坑および47基の小穴を検出

した。遺構はH◎‡－18グリッドに集中している傾向がある。47基検出された小穴の配列を検討すると、

直線的に並ぶものもあるが、遺物は出土せず、礎石や桂根は検出されなかったので建物の認定には至ら

ず淘小穴の性格も把握できなかった。土坑については特徴的な3基について説明していきたい。
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しこ73‘6m　　黄褐色土混じり暗褐色土

‾‾‾「I二

L＝7316m　1．暗褐色土　黄褐色土をブロック状に含む
2．暗褐色土　1に比べ黄褐色土が少ない
3．黄褐色土混じり暗褐色土

SF21225

L＝731m

l．黄褐色土混じり暗褐色土

2．暗褐色土　黄褐色土をわずかに含む
3．黄褐色土混じり暗褐色土1に比べ

黄褐色土が少ない

L＝73．5m　　暗褐色土　黄褐色土を含む

1．暗褐色土　黄褐色土を含む
2．黄褐色土　粘性・締まりがない
3．暗褐色土　1に比べ黄褐色土を多く含む
4．黄褐色土　2に比べ黄褐色土を多く含む

0 1m
i l i

第楠図　上坑S臣ニ21223e21225－2123　0　‾は53く2㍉271完測一迦
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L＝7314m　1．黄褐色土混じり暗褐色土
2．暗褐色土　黄褐色土をブロック状に含む

SF21190
ヽ

L＝昔4m　1．黄褐色土混じり暗褐色土
2．暗褐色土1に比べ黄褐色土が少ない

も

、

軋

、

1

旦

L＝73．4m　　暗褐色土　黄褐色土をわずかに含む

第46区i　土坑S F21187021190021192c21216実測図
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A　不明遺構

SX21381（第47図　図版12－3。4）

H…18グリッドで検出した隅丸方形を呈した集石土坑である。長軸1購cm、短軸136cm、深さ50cmを測

る。軽80cm程の礫を中心にして、径5～30cm程の礫を周囲に並べてあり、崩れた様子はない。覆土は2

層に分けられ、上位は粘性◎締まりともにない暗褐色土で、下位は粘性◎締まりともにない黒褐色土で

ある。遺物は出土せず、遺構の性格や年代はわからない。

B　土坑

S F21290。21291。21312（第47図）

SF21290は、I－18グリッドで検出した不整円形を呈する土坑である。長軸75cm、短軸63cm、深さ20cm

を測る。断面は緩やかに立ち上がり、覆土は2層に分けられる。2層とも粘性◎締まりともに弱い暗褐

色土である。下位は5～20cnl程の礫を多く含む。遺物は出土せず、土坑の年代や性格はわからない。S

F21291は、‡－18グリッドで検出した隅丸方形を呈する土坑である。長軸100cm、短軸73cm、深さ36cm

を測る。断面は緩やかに立ち上がり、覆土は2層に分けられる。上位は粘性がややある暗灰褐色土で、

下位は粘性◎締まりともに弱い暗褐色士である。遺物は出土せず、士坑の年代や性格はわからない。S

F21312は、H－19グリッドで検出した不整楕円形を呈する土坑である。長軸140C恥短軸120cm、深さ30cm

を測る。断面は、西側は緩やかに掘り込まれているが、東側は立ち上がりがやや急になる。覆土は3層

に分けられるが、3層とも暗褐色土をベースにして、径1～20cm程度の礫を多く含んでいる。中下位に

比較すると上位は粘性⑳締まりともによい。遺物は出土しなかったが、検出状況等から土葬墓の可能性

も考えられる。

註
　
「
　
l
）
一

木村弘之1996　「中世墓の種類と変遷」『静岡県における中世墓』　静岡県考古学会

磐田市教育委員会1993　『一の谷中世墳墓群遺跡』
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粘性がある
礫を多量に含む
黄褐色土下の暗黄褐色砂を含む

」＝「3LT　1．暗灰褐色土　粘性がややある
Z．暗褐色土　黄褐色土を多く含む

SF21290

Aノ

L＝73‘8m

l．暗褐色土　粘性・締まりがない
2．暗褐色土　黄褐色土をブロック状に含む

1m
」　　　　　－‥　一　　　一．　　　　　　　　　　　　　－i

第超謬園　不明遺構慧X2臓8頂実測図　量坑S酎紺独断㍗服馴∴㌢ぼ膵実測図
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Åて：ノミ　ヂ　’、ニ京、；、it二　パ．ノ、一

遺 構 名 グリッド 層位 形　　 状 長軸（cm）短軸（cm）深さ（cm） 方　 位 l　　　 備　　　 考

S X 21007 E －13 Ⅶ層 円　　　 形 75 71 29 i集石墓Ⅲ類

S X 21010 E －12 Ⅶ層 隅丸方 形 50 45 30 N －3㌘ ∵勘 集石基Ⅲ類

S X 21011 E －11 ・12 Ⅶ層 楕　 円　 形 185 120 42 N －3鮮 ＋射 集石墓Ⅲ類、鼠 人骨

S X 21013 E －11 ・12 Ⅶ層 楕　 円　 形 170 120 30 N …790 －E ！集石墓Ⅲ類

S X 21016 E －11 Ⅶ層 不整楕円形 127 85 25 N －5 ㌧ 射 集石基Ⅲ類、人骨、銭貨、かわらけ

S X 21021 E －12 Ⅶ層 隅 丸方 形 305 220 90 N …690 －画 集石墓Ⅲ類

S X 21029 G －12 Ⅶ層 楕　 円　 形 486 （144） 24 N －50 －E i不明遺構

S X 21031 F －12 Ⅶ層 楕　 円　 形 125 84 30 N －34㌧ 射 集石墓Ⅲ類

S X 21038 F －12 Ⅶ層I楕　 円　 形 110 l80 Ⅲ 接いう半 －W i集石基Ⅲ類　　　　　　　　　 遜S X 21038 F －12 Ⅶ層 楕　 円　 形 110 80 Ⅲ N －7「－W 集石基Ⅲ類

S X 21040 G eH －12 Ⅶ層 楕　 円　 形 145 130 50 N －20ご－W 集石墓Ⅳ類

S X 21123 G －13 ・14 Ⅶ層 楕　 円　 形 600 150 35 N －78J －E 不明遺構、炭化物

S X 21196 H －16 Ⅶ層 不　 整　 形 123 45 18 N －7予－W 不明遺構、炭化物

S X 21197 H －16 Ⅶ層 楕　 円　 形 73 48 11 N －84√－W 不明遺構、炭化物

S X 21344 D e　E －11 Ⅶ層 不　 整　 形 100 69 13 N －71J －E 集石墓Ⅴ頓、銭貨（3枚）、人骨

S X 21345 D －11 Ⅶ層 隅丸 方形 55 39 13 N －83√－E 集石墓Ⅴ額、人骨

S X 213訓 E　e　F －12 Ⅶ層 不　 整　 形 160 140 10 iN …20 －E 集石墓Ⅲ類

S X 21351 E ・F －11 e12Ⅶ層 不　 整　 形 220 （100） 26 － 集石墓Ⅲ類

S X 21356 E －13 Ⅶ層 不　 整　 形 80 45 27 N －31㌔－W 集石基Ⅲ類

S X 21357 E －13 Ⅶ層 不　 整　 形 73 65 20 － 集石墓Ⅲ頬、行平（19世紀代）

S X 21361 E －11 Ⅶ層 不　 整　 形 190 （65） 20 － 集石墓Ⅲ頓、土師器の小破片、人骨

S X 21366 H －12 Ⅶ層 楕　 円　 形 195 130 44 N －520 －W 集石墓Ⅲ類

S X 21375 G －15 Ⅶ層 隅丸 方形 75 69 20 N －12㍉－W 集石墓Ⅲ類

S X 21378 E －11 Ⅶ層 半　 円　 形 （45） （35） 18 － 集石墓Ⅴ頓、かわらけ2点、人骨

S X 21381 H －18 Ⅶ層 隅丸 方形 140 136 50 － 不明遺構

S X 21382 E －11 Ⅶ層 楕　 円　 形 100 60 30 N －1予－W 集石墓Ⅴ類、かわらけ破片、人骨

S X 21385 D －11 Ⅶ層 隅丸 方形 40 35 15 N －19J l－W 集石墓Ⅴ額、人骨、かわらけ破片

S X 21387 D ・E －11 Ⅶ層 楕　 円　 形 140 65 15 N －25予－W 集石墓m 頬、人骨

第習蔑　2…頂匿豊坑計測蔑

遺 構 名 グリッ ド 層位 形　　 状 長軸¢m 短軸¢m 深さ¢m 方　 位 備　　 考

S F 21004 E －12 Ⅶ層 不　 整　 形 90 42 33 N －55ローE

S F 21006 E －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 117 60 20 N －570 －E

S F 21012 E －12 ．13 Ⅶ層 不　 整　 形 130 80 30 N －290 －W

S F 21020 F ・G －13 Ⅶ層 隅 丸 方 形 126 70 13 N －510 －W

S F 21022 E －13 e 14 Ⅶ層 楕　 円　 形 115 96 30 N －100 －E

S F 21024 G －12 Ⅶ層 隅 丸 方 形 94 77 24 N －580 －E

S F 21025 F　e G －12 Ⅶ層 不　 整　 形 215 112 10 N －540 －E

S F 21027 G －12 Ⅶ層 楕　 円　 形 81 53 Ⅲ N －710 －W

S F 21028 G －12 ⅥI層 楕　 円　 形 81 60 21 N －870 －E

S F 21030 F －12 Ⅶ層 不整楕円形 133 105 31 N －5 0 －W

S F 21032 E －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 95 43 16 N －6 e －W

S F 21034 G －12 Ⅶ層 不　 整　 形 90 61 19 N －320 －W

S F 21035 G －12 Ⅶ層 楕　 円　 形 100 59 24 N －260 －W

S F 21046 F －17 Ⅶ層 不整楕円形 80 53 Ⅲ N －660 －E

S F 21047 F －17 ∴層 隅 丸 方 形 90 88 18 N －870 －E

S F 21054 F －16 Ⅶ層 不　 整　 形 72 42 30 N －460 －W

S F 21056 F －16 Ⅶ層 楕　 円　 形 116 73 19 N －890 －E

S F 21058 E －17 ⅥI層 不　 整　 形 72 57 28 N －850 －W

S F 21059 E －17 Ⅶ層 不整楕円形 114 96 19 N －410 －E

－73－



遺 構 名 グリッド ！層位 i 形　 状 長軸¢m 短軸両i深さ転m 方　 位 備　　 考
S F 21060 E －17 恒 層 不　 整　 形 100 80 恒 4 N －460 －E

S F 21061 E －17 ！Ⅶ層 隅 丸 台 形 76 60 i 16 N －74い－W

S F 21063 E －17 Ⅶ層 不整楕円形 96 53 i 8 N －15ご－E

S F 21064 E －17 Ⅶ層 楕　 円　 形 105 78 18 N －10〇一W

S F 21065 E －17 Ⅶ層 不　 整　 形 100 77 26 N －200 －E

S F 21067 H －16 Ⅶ層 隅丸三角形 70 68 15 N －30J －E

S F 21070 E －17 Ⅶ層 不 整 方 形 140 100 17 N －650 －E 古瀬戸後期陶器片

S F 21074 ロ ー13 Ⅶ層 半　 円　 形 日用2）！ （35）i 舶 l l ［

S F 21076 H －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 82 35 14 N －20ローE
l s F 21077 H －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 72 46 10 N －230 －W
i s F 21078 G －13 Ⅶ層

l t
楕　 円　 形 82 40 50 N －810 －E

障膵 21079 G －13 Ⅶ層 円　　　 形 90 85 31 －
睦 F 21080 G －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 76 33 17 N －660 －E

S F 21081 H －14 Ⅶ層 不整楕円形 92 55 9 N －330 －W

S F 21083 G －14 Ⅶ層 楕　 円　 形 76 50 19 N － 3 0 －W

S F 21084 G －14 恒 層 楕　 円　 形 132 95 18 N －450 －W
S F 2108両 F －14 ！Ⅶ層 不整楕円形 90 65 18 N －33㌔－E

障膵 2108可 F －14 ！Ⅶ層 不整楕円形 81 48 12 N －760　－E
障膵 21089 iF －14 lⅦ層 隅丸三角形 80 60 30 N －620 1－E
i s F 2109両 F －14 恒 層 不　 整　 形 100 92 33 －

i
i s F 2109日 F －14 中 層 不　 整　 形 85 65 30 N － 1 0 －W ！
障膵 21092 iF －14 ！Ⅶ層 不　 整　 形 82 50 19 N －780 －W l
！s F 2109可 E －14 恒 層 楕　 円　 形 90 i 65 31 N －240 －射 i

ii s F 2110日 E －14 恒 層 半　 円　 形 70 （22） 25
i s F 21103 E －14 Ⅶ層 瓢　 箪　 形 76 38 10 N －130 －E i

S F 21104 E －14 Ⅶ層 円　　　 形 85 78 14
i s F 21106 E －14 Ⅶ層 隅 丸 方 形 104 88 27 N －300 －E ！
睦 F 21118 Ⅱ－13 Ⅶ層 不　 整　 形 74 39 26 N －890 －W ［

S F 21128 I －13 Ⅶ層 隅 丸 方 形 76 40 15 N －740 －W
／S F 21133 H －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 114 46 16 N －620 －E ！

S F 21140 H －13 Ⅶ層 隅 丸 方 形 100 95 15 i

iS F 2m 可 H －13 e 14 Ⅶ層 楕　 円　 形 76 36 6 N －240 －E
S F 21149 ！G －14 Ⅶ層 楕　 円　 形 蛸‖ 55 20 N －780 －E i

iS F 2115日 E －14 e 15 Ⅶ層 楕　 円　 形 82 ！ 67 33 N －620 －E i

S F 21152 ！E －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 7中 60 19 N －350 一項 ！
S F 21171 ！F －15 Ⅶ層 楕　 円　 形！ 紺‖ 75 30 N －370 一項 i
S F 21178 iI －15 ・16 Ⅶ層 隅 丸 方 形 ！ 9日 （46） 26 N －210 －W l ！
S F 21179 iI －16 Ⅶ層 隅 丸 方 形 i 7嗅 （30） 14 1N －140 －W I ！
S F 21187 1I －16 Ⅶ層 不整楕円形 i 146 i 93 37 iN －5 0 －E l

S F 21190 ！I －16 Ⅶ層 円　　 形 ！100 ！ 93 3日 N －290 －可

！S F 21192 H ・I －16 Ⅶ層 楕　 円　 形 104 86 25 N －440 －E
S F 21193 lI －16 Ⅶ層 楕　 円　 形！ 78 l 43 13 IN －600 －E l ！

S F 21205 I －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 136 97 25 N －290 －E
S F 21208 ！I －15 Ⅶ層 ！円　　 形 ！踊‖ 93 30 lN －110 －W I i

S F 21212 I才一17　 ！Ⅶ層 i不　 整　 形 l 7中 59 18 iN －490 －E l ！

S F 21216 ！J 一十7　 1Ⅶ層 l楕　 円　 形 I 143 l 100 ！ 26 ！N －310 －W l l
S F 21218 1才一17　 iⅦ層 I楕　 円　 形i 7日 58 l 15 ！N －320 一針 i
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遺 構 名 ダ…ッ中 層健　 形　 状 長姉 項短姉 頼深さ m 方　 位 備　　 考

S F 21223 H 一緒　　　 Ⅶ層　 不 整 円 形 且2　 恒 摘 恒 7
－

S F 21224 H 一緒　　　 Ⅶ層　 楕　 円　 形 踊‖＋ 関目＋ 7 N －50㌔－E

S F 21225 Ⅲ－温7　 i噸 頼 不　 整　 形 錮 ！ 磁 「牒
－

S F 21233 G …膵　　　 Ⅶ層　 楕　 円　 形 8頼　 講 ！ 6 N －64㍉－W

S F 21235 G …且7　 iⅦ層 檀　　 形 掴 恒 鵬 恒 8
－

S F 21236 G 一緒 薗痢 Ⅶ層 不 整 円 形 8時　 鵬 恒 の N …寸が ーE

S F 21239 G 一緒　　　 Ⅶ層　 楕　 円　 形 9日　 関 恒 の N －58J －W

く1Fワ1？An 鍔一緒　　　　 郷国　 桔　 閂　 彬 紺銅 i　翻 ！　 鱒 N －6デ　ーW
l　Lノ　▲　】▲‾▲U
S F 2 1242

「）
F 。G －17

l　ナ‾十り
Ⅶ層

ll，J　’J　　日！
隅 丸 方 形

i
80

i
69

i
13

i　‾’
N －33ご－E

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建

S F 2 1243 F e G －17 Ⅶ層 楕　 円　 形 83 46 19 N －41㌔－W

S F 21244 G －17 e 18 Ⅶ層 円　　　 形 102 92 13 N －34ローW

S F 21246 F －18 Ⅶ層 円　　　 形 94 87 16 －
S F 21247 F －18 Ⅶ層 円　　　 形 109 104 30 －

S F 21248 F －18
l

Ⅶ層
l

不 整 円 形 97 90 3 0 －

S F 21249 F －18 Ⅶ層 不 整 円 形 100 94 2 2 －

S F 21250 F －18 e 19 Ⅶ層 円　　　 形 124 118 15 －
S F 21251 F －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 103 83 27 N －17㌔－E

S F 21252 F －18 ◎19 Ⅶ層 楕　 円　 形 98 76 24 N － 1 い－W

S F 21253 G e H －16 Ⅶ層 円　　　 形 75 72 20 N －300 －E

S F 21254 G －17 Ⅶ層 不 整 円 形 78 74 15 －

S F 21255 E －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 89 83 13 N －17J －E

S F 21256 G －18 Ⅶ層 円　　　 形 100 96 20 …
S F 21258 G －18 Ⅶ層 不　 整　 形 72 54 26 N －72予－ E

S F 2 1260 F －16 Ⅶ層 不　 整　 形 100 90 22 N －15㌔－W

S F 2 1262 H －15 e 16 Ⅶ層 楕　 円　 形 80 65 15 N －19J －W

S F 2 1264 G －18 Ⅶ層 不　 整　 形 102 80 14 N －600 －W

S F 2 1265 G －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 90 66 15 N －42㌔－E

S F 21266 G －18 Ⅶ層 隅 丸 方 形 73 63 8 N －510 －E

S F 21267 F －18 ◎19 Ⅶ層 不　 整　 形 92 68 8 －

S F 21271 H －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 95 75 41 N －11J －W

S F 21276 I －17 Ⅶ層 不　 整　 形 73 56 3？ N －70J l－W

S F 21277 I －17 Ⅶ層 不　 整　 形 75 56 32 N － 9 0 －E

S F 21278 ‡－18 Ⅶ層 楕　 円　 形 90 64 13 N －520 －W

S F 21283 H －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 120 63 19 N －43ローW

S F 21287 Ⅱ－温8 Ⅶ層 不　 整　 形 78 63 15 N －18ぐ－W

S F 21290 I －18 Ⅶ層 不 整 円 形 75 63 20 N －41予－W

S F 21291 I －18 Ⅶ層 隅 丸 方 形 100 73 36 N －280 －W

S F 21312 H －19 Ⅶ層 不整楕円形 140 120 30 N －62〇一E

S F 21313 G －20 Ⅶ層 楕　 円　 形 103 72 24 N －34ローW

S F 2 13 16 H －18 Ⅶ層 不 整 方 形 80 74 2 0 N －610 －E

S F 2 1326 F －19 Ⅶ層 楕　 円　 形 84 70 2 2 N －60e －W

S F 2 1327 F －19 Ⅶ層 楕　 円　 形 90 75 7 N － 3 0 －E

S F 2 1335 H －19 Ⅶ層 不整隅丸台形 71 5 1 20 N －36ぐ－E

S F 2 1338 G －20 Ⅶ層 半　 円　 形 107 （65） 25 N －54千一E

S F 2 1343 H －15 Ⅶ層 隅 丸 台 形 77 65 37 －

S F 21347 G －12 ◎叫

E －13

畔 酎

畔 酎

隅 丸 方 形 ！

不　 整　 形 i

112 62 22 N －83〇一W

S F 21358 102 80 3 1 N －72十一E
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第8蔑　望…　匿か飛計測表

i 遺 構 名 グリッ ド 層　 位 形　　　 状 長軸 （郡） 短軸（cm） 深さ（cm ）

S P 21002 E －12 Ⅶ層 楕　 円　 形 45 35 13

S P 2 1003 E －13 Ⅶ層 ！ 楕 円 形
51 45 20

S P 2 1005 E －12 Ⅶ層 楕　 円　 形 68 58 13

S P 21008 F －12 Ⅶ層 楕　 円　 形 47 34 15

「 錮 盟 掴 F －12 ．13 Ⅶ層 楕　 円　 形 1　 46 1　 33 盲21

S P 21014 E －11 Ⅶ層 楕　 円　 形 47 4 1 Ⅲ

S P 21015 E －11 Ⅶ層 楕　 円　 形 36 30 30

S P 210 17 E －12 Ⅶ層 楕　 円　 形 32 30 8

S P 2 10 18 E －12 Ⅶ層 楕　 円　 形 53 23 9

S P 2 10 19 E －12 Ⅶ層 ！ 楕 円 形
40 32 16

恒 p 21023 E －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 48 38 18

巨 紺 21033 E －14 Ⅶ層 楕　 円　 形 48 40 27
巨 紺 21036

F －12 鵬 ‖　 楕 円 形
44 34 21

恒 p 21037 F －12 Ⅶ層 楕　 円　 形 42 33 17

巨 細 21039 F －12 Ⅶ層 楕　 円　 形 62 41 20

「 錮 男 麟 F －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 60 35 26
巨 紺 21042 F －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 50 30 12

果
S P 21043 G －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 54 40 15

巨 紺 21045 F －17 Ⅶ層 円　　　 形 60 50 13

S P 21048 G －16 Ⅶ層 ！ 円　 形
37 35 10

S P 2104 9 G －16 Ⅶ層 楕　 円　 形 50 44 18 i

S P 2 1050 G －16 Ⅶ層 円　　　 形 50 44 6 i

S P 2105 1 G －16 Ⅶ層 不　 整　 形 40 24 9 ！

S P 21052 F －16 Ⅶ層 楕　 円　 形 44 19 30 ！

S P 21053 F －16 Ⅶ層 楕　 円　 形 52 32 16 i

S P 21055 F －16 Ⅶ層 隅 丸 台 形 52 36 18 ！

S P 21057 G －16 Ⅶ層 楕　 円　 形 69 55 26 ！

S P 210 62 G －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 66 60 24 ！

S P 2 1066 E －17 Ⅶ層 不　 整　 形 50 38 15 i

S P 21068 H －15 Ⅶ層 不整楕円形 55 41 14 ！

S P 21069 H －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 62 43 16 i

S P 21071 E －16 Ⅶ層 円　　　 形 41 37
15 i

S P 21072 H －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 57 42 13 ！

S P 210 73 G －13 ◎14 ！ Ⅶ層 楕　 円　 形 64 50 8 ！

S P 21075 H －13　 l Ⅶ層 楕　 円　 形 46 33 15 i

S P 21082 H －14　 i Ⅶ層 不 整 形 ！ 64 41 8 ！

S P 21085 F －14　 ！ Ⅶ層 円　 形 i 55 45 25 i
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遺 構 名 グ リッ ド 層　 位 形　　　 状 長車由（cm ） 短軸 （cm ） 深 さ（C汀1）

S P 21087 F －14 Ⅶ層 楕　 円　 形 47 25 7

S P 21093 F － 14 Ⅶ層 不　 整　 形 52 37 13

S P 21095 E － 14 Ⅶ層 円　　　 形 65 60 10

S P 21096 E － 14 Ⅶ層 楕　 円　 形 35 21 12

（、　Tl111／＼nT T「　　　　1 ！l 頂7汀巨岩 打田尋て　二鳥ヱ：イ つり つ√） 1r＝l　　 （、　 T l 11 1 n n T
l O J「 エ⊥日ソ ／

l　　　 T「　　　 1 ！l
lニ　－ ⊥ヰ

l　　 甘汀上陸畠
机ほ持ヨ lJ内 ′ハし一 十1 ノl〕／

1　　 3 3 l　　　　　　 つ√）
J エ

1　　　　　　 1 r＝　　　　　　 l
⊥J

恒 胱 轡
E －14 Ⅶ層 隅 丸 方 形 36 32 8

i s p 21099 E －14 Ⅶ層 不 整 台 形 60 35 18

S P 21100 E －14 Ⅶ層 隅 丸 方 形 60 34 16

S P 2 1102 E －14 Ⅶ層 楕　 円　 形 39 29 10

S P 2 1105 I －13 Ⅶ層 不　 整　 形 64 33 12

S P 2 1107 F －14 Ⅶ層 楕　 円　 形 56 23 12

S P 2 1109 F －14 Ⅶ層 不　 整　 形 49 22 7

S P 2 1110 F －14 Ⅶ層 円　　　 形 31 18 21

S P 21111 F －14 響層 楕　 円　 形 36 22 11

S P 21112 I －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 47 35 21

S P 21113 I －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 52 姐 21

S P 21114 I －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 44 36 12

S P 21115 I －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 50 37 14

S P 21116 I －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 36 17 10

S P 21117 I －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 40 32 14

S P 21119 I －13 Ⅶ層 不　 整　 形 37 26 7

S P 2 1120 I －13 Ⅶ層 隅 丸 方 形 47 36 11

S P 2 1121 I －13 Ⅶ層 半　 円　 形 35 17 26

S P 2 1122 I －13 Ⅶ層 円　　　 形 37 37 3

S P 21124 亙…13 Ⅶ層 円　　　 形 28 26 12

S P 21125 I －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 52 38 12

S P 21126 I －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 46 19 10

S P 21127 I －13 Ⅶ層 不　 整　 形 52 39 8

S P 21129 I －13 Ⅶ層 不　 整　 形 61 48 16

S P 21130 I －13 Ⅶ層 不　 整　 形 63 45 20

S P 2113 1 H ・I －13 Ⅶ層 円　　　 形 30 22 8

S P 2 1132 H －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 42 28 6

S P 2 1134 H －13 Ⅶ層 隅丸三角形 38 36 8

S P 2 1135 H －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 63 41 15

S P 21136 H －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 38 25 13

S P 21137 H －13 Ⅶ層 不整楕円形 46 28 10

S P 21138 E －14 Ⅶ層 不　 整　 形 45 30 16
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遺 構 名 グリッド 層　 位 形　　　 状 長軸極所 短軸（cm） 深さ（cm）

S P 21139 H －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 49 42 7

S P 21112 H －13 Ⅶ層 円　　　 形 30 28 16
植 野飢摘3 H －13 ◎14 Ⅶ層 楕　 円　 形 ヰ0 33 12
恒 ㌘飢摘 G ◎H －13 Ⅷ層 不　 整　 形 36 35 17
恒 戦 皿 i G －温3 ！ Ⅶ層 不　 整　 形 5ヰ 36 17

S P 21146 G －13 Ⅶ層 楕　 円　 形 6ヰ 姐 22

S P 21147 G －14 Ⅶ層 隅丸三角形 32 31 13
活i S P 2且温48 圭 G －14 童 Ⅶ層 廷 楕　 円　 形 f 34 l 25 14
障 戦 墜 G －14 Ⅷ層 楕　 円　 形 55 40 10
』 錮 男 鵬 惹一且4 Ⅶ層 楕　 円　 形 59 ヰ4 44
「 錮 男 捌 ‡…且4 Ⅶ層 円　　　 醇 40 38 19
i s P 2温且55 亙…且4 Ⅶ層 楕　 円　 形 52 40 9
恒 朋 澗 H －14 Ⅶ層 円　　　 楷 55 45 Ⅲ

恒 戦 墜 E －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 26 17 4
恒 ㌘飢蟻8 E －15 Ⅶ層 不整楕円形 複2 28 8
植 野飢蟻9 F －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 舶 28 13

S P 21160 F －15 Ⅶ寧 不整楕円形 50 39 17

S P 21161 F －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 59 31 9

S P 21162 F －15 Ⅶ層 隅 丸 方 形 54 43 13

S P 21163 F －15 Ⅶ層 円　　　 形 36 31 15

S P 21164 F －15 Ⅶ層 不　 整　 形 舶 32 16

S P 21165 F －13 Ⅶ層 不　 整　 形 58 43 13

S P 21166 G －15 Ⅶ層 不整楕円形 52 40 10

S P 21167 G －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 40 36 9 i

S P 21168 G 一日 Ⅶ層 楕　 円　 形 26 16 10 i

S P 21169 G －14 Ⅶ層 楕　 円　 形 24 19 8 i

S P 21170 G －14 Ⅶ層 楕　 円　 形 34 29 1且 ！

S P 21172 F －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 42 28 7 i

S P 21173 E －14 Ⅶ層 隅丸三角形 47 43 13 ！

S P 21174 F －15 Ⅶ層 不整楕円形 47 24 5 ！

S P 21175 E　e　F －16 Ⅶ層 楕　 円　 形 54 30 13 i

S P 21176 F －15 Ⅶ層 隅 丸 方形 54 38 10 i

S P 21177 F －15 Ⅷ層 楕　 円　 形 22 19 5 i

S P 21180 1 －16 Ⅶ層 楕　 円　 形 46 35 15 i

S P 21181 I －16 Ⅶ層 瓢　 箪　 形 55 28 18 i

S P 21182 I －16 Ⅶ層 不整楕円形 67 44 15 i

S P 21183 I －16 Ⅷ層 楕　 円 形 i 60 48 20 ！
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遺 構 名 グリッ ド 層　 位 形　　　 状 長軸（cm ） 短軸（cm） 深さ（cm）

S P 21184 I －16 Ⅶ層 不整楕円形 50 40 12

S P 2 1185 I －16 Ⅶ層 隅 丸 方 形 65 52 25

S P 2 1186 丁－16 Ⅶ層 楕　 円　 形 66 33 14

S P 21188 I －16 Ⅶ層 不整隅丸方形 29 22 7
ハ　ハ（＿一（（ l
S P Z11測

‡－16　 1 Ⅶ層 l 隅 丸 方 形 l 45　 1 l
32

l
12l　　　　　　　′‾、ヽ　　　1「、　　√ヽ　＿＿　　一　．、　　（5 ㍍ZH 測 －　 I －16 宴　Ⅶ層 l　 隅 丸 方 形 －　　 45 】 32 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l12

巨 細 21191
I －16 Ⅶ層 隅 丸 台 形 51 3 1 11

巨 紺 21194
I －16 Ⅶ層 不　 整　 形 35 26 2

恒 p 2 1195
I －16 ⅥI層 楕　 円　 形 34 25 8

巨 紺 21199
H －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 47 34 9

障 p 21200
H －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 30 24 7

S P 21201 H －16 Ⅶ層 隅丸三角形 55 42 2 1

S P 21202 I －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 41 28 10
巨 紺 21203

I －16 Ⅶ層 楕　 円　 形 43 28 10
恒 p 2 1204

‡－15 Ⅶ層 楕　 円　 形 64 48 3

巨 細 21206 丑－15 Ⅶ層 隅 丸 方 形 29 28 19

恒 p 21209 J －17 Ⅶ層 楕　 円　 形 51 34 11

巨 紺 21210 I －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 32 29 7

巨 細 212 11 J －17 Ⅶ層 円　　　 形 40 40 8

恒 p 2 12 13 J －17 Ⅶ層 楕　 円　 形 45 30 15

巨 紺 212 14 J －17 Ⅶ層 楕　 円　 形 46 35 12

巨 細 21215 J －17 Ⅶ層 不整楕円形 68 46 11

恒 p 21217 J －17 Ⅶ層 不整楕円形 51 38 10

S P 21219 J －17 Ⅶ層 円　　　 形 57 52 20

S P 21220 J －17 Ⅶ層 楕　 円　 形 41 34 13

S P 2 122 1 H －17 Ⅶ層 楕　 円　 形 44 29 11

S P 2 1222 H －17 Ⅶ層 楕　 円　 形 53 37 13 i

S P 21226 H －17 Ⅶ層 円　　　 形 33 33 13 i

S P 21227 H －17 Ⅶ層 隅 丸 方 形 50 24 14 ！

S P 21228 H －16 ・17 Ⅶ層 楕　 円　 形 53 30 13 ！

S P 21229 H －17 Ⅶ層 不整楕円形 48 34 11 ！

S P 2 1230 H －17 Ⅶ層 瓢　 箪　 形 62 56 14 l

S P 21231 G －17 Ⅶ層 不整楕円形 68 30 10 I

S P 21232 G －17 Ⅶ層 隅 丸 方 形 47 42 11 I

S P 21234 G －17 Ⅶ層 楕　 円　 形 58 40 8 ！

S P 2123 7 G －17 Ⅶ層 隅 丸 台 形 60 48 12 ！

S P 2 1238 G －17 ・18 Ⅶ層 隅 丸 台 形 54 42 17 ！

S P 21241 G －17 Ⅶ層 楕　 円　 形 65 37 16 ！
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遺 構 名 グリッド 層　 位 形　　　 状 長軸（cm） 短軸（cm） 深さ（cm）

S P 21245 F －17 e 18 Ⅶ層 楕　 円　 形 58 36 32

S P 21257 G －18 Ⅶ層 不　 整　 形 40 38 16

S P 21259 F －14 Ⅶ層 楕　 円　 形 50 31 16

S P 21261 G －15 Ⅶ層 不整楕円形 36 24 13

萱　　　　　　　　　　　　　　　　IS P 21263 lH －15 ．16 Ⅶ層 楕　 円　 形 52 32 l 15

S P 21269 H －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 48 （30） 8

S P 21270 H －18 Ⅶ層 隅 丸 方 形 52 48 8

i s p 21272 I －17 Ⅶ層 不　 整　 形 62 34 17

i s P 2温273 I －17 Ⅶ層 瓢　 箪　 形 59 32 9

i s p 2 1274 I －17 Ⅶ層 瓢　 箪　 形 55 37 14

i s p 21275 I －17 Ⅶ層 円　　　 形 44 40 12

i s p 2鼠279 ‡－18 Ⅶ層 楕　 円　 形 64 55 10

i s P 21280 Ⅱ－18 Ⅶ層 楕　 円　 形 69 32 7

S P 21281 ‡…18 Ⅶ層 隅 丸 台 形 50 4 1 7

S P 21282 H －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 42 23 30

S P 21284 H －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 56 40 14

S P 21285 H e I －18 Ⅶ層 円　　　 形 34 28 6

S P 2 1286 I －18 Ⅶ層 隅 丸 方 形 46 36 26

S P 2 1288 I －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 50 42 11

S P 21289 ‡－18 Ⅶ層 楕　 円　 形 48 30 12

S P 21292 ‡…18 Ⅶ層 円　　　 形 36 34 7

S P 21293 I －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 43 37 6

S P 21294 I －18 Ⅶ層 不　 整　 形 59 40 10

S P 21295 Ⅱ－18 Ⅶ層 楕　 円　 形 47 35 13

S P 21296 H e I －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 55 45 18

S P 21297 ‡－18 Ⅶ層 楕　 円　 形 41 25 12

S P 21298 I －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 59 36 13

S P 2 1299 I －18 Ⅶ層 円　　　 形 26 25 6

S P 21300 正一18 Ⅶ層 楕　 円　 形 35 28 7

S P 21301 I －18 Ⅶ層 歪んだ円形 42 40 16

S P 21302 H －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 45 31 10

S P 21303 H －18 Ⅶ層 隅 丸 方 形 33 28 11

S P 21304 I －18 Ⅶ層 歪んだ円形 49 45 7

S P 21305 H －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 36 31 4

S P 21306 H －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 44 38 12

S P 2 1307 H －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 45 30 13 l

S P 21308 H －18 Ⅶ層 隅 丸 方 形 65 46 13 ！
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遺 構 名 グ リッ ド 層　 位 形　　　 状 長軸 （cm ） 短軸 （cm ） 深 さ（cm ）

S P 21309 H － 18 Ⅶ層 隅 丸 方 形 62 38 7

S P 21310 H － 18 ・19 Ⅶ層 不　 整　 形 59 38 20

S P 21311 H －19 Ⅶ層 楕　 円　 形 58 52 19

S P 21314 H －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 58 30 10

（、　　Tヽ lヽ1／ヽ1　r TT　　　　　l　n Ⅶ層 け拝了」h　－∠乙T「′ rrT 」　′ヽ ・1　rヽO J「∠⊥J⊥○ 上1 ‾⊥O　　　　　 l lJ丙メし二 J当形 〇／ 4り lJl　　　rヽ　Tヽ lヽ1／ヽ1ri 3 ㍍∠⊥J⊥〇 I　　　TT　　　lnn －⊥凸 ー　Ⅶ層 l　　　　け［口」1　一　∠乙．T「ノlJ丙メし二 J当形 －　　　 57 －　　　 46 －　　 13　 1

S P 213 17 H －18 Ⅶ層 不 整 方 形 50 37 n

S P 2 13 18 H －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 51 40 8

S P 21319 I －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 66 46 24

S P 21320 I ～18 Ⅶ層 楕　 円　 形 30 23 5

S P 21322 G －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 54 39 14

S P 21323 G －18 ．19 Ⅶ層 円　　　 形 58 54 18

S P 21324 F －18 ・19 Ⅶ層 隅 丸 方 形 62 50 23

S P 21325 F －19 Ⅶ層 歪んだ円形 55 48 15

S P 2 1328 E －19 Ⅶ層 楕　 円　 形 60 50 20

S P 2 1329 I －19 Ⅶ層 楕　 円　 形 60 44 13

S P 21330 I －19 Ⅶ層 隅丸五角形 48 46 15

S P 21331 I －19 Ⅶ層 楕　 円　 形 37 35 10

S P 21332 H e I －19 Ⅶ層 楕　 円　 形 45 30 9

S P 21333 H －19 Ⅶ層 不　 整　 形 56 44 10

S P 21334 H －19 Ⅶ層 円　　　 形 44 42 9

S P 2 1336 G －20 Ⅶ層 隅 丸 方 形 44 42 16

S P 2 1337 G －20 Ⅶ層 半　 円　 形 （60） 53 17

S P 21339 G －20 Ⅶ層 円　　　 形 50 50 16

S P 21340 F －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 56 38 18

S P 21341 H 。I －18 Ⅶ層 楕　 円　 形 45 36 12

S P 21349 G －12 ・13 Ⅶ層 円　　　 形 60 58 8

S P 21379 F －12 Ⅶ層 楕　 円　 形 70 （54） 4

S P 2 1384 H －15 Ⅶ層 楕　 円　 形 62 39 18
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第3節　2…3区の調査

謂　概要

最も狭い調査区である2－3区は、水路（U字溝）によって2－1区と分かれている。近年まで水田

として利用された後、芝生が植えられていた。調査区内は、西側は黄瀬川の河遺跡、東側は段丘面で礫

塊帯となっている。遺構はⅦ層上面でのみ検出された。2条の溝状遺構と5基の土坑が検出されたが、

全般的に遺構◎遺物の出方が薄く、層位的な年代把握は困難であった。その中でⅥ層は、15世紀から16

世紀初頭のかわらけが3点、瀬戸⑳美濃系で太窯第1段階の捨鉢の小破片が2点出土しており、遺物か

ら年代を15世紀から16世紀初頭に比定することも可能かもしれない。

窯　豊層の状況　第爛園）

2－3区で確認された土層は、現地表面（標高74。8m付近）から約1。3m下の（標高73。5m付近）まで

である。このうち上層は芝生の盛土で、厚さ　～用cmを測る。盛土以下は基本土層に対応させると、I

層に該当する部分は検出できず、6層に分けることができる。上位からⅢ層～Ⅶ層とした。

Ⅲ層は、粘性◎締まりともに強い灰褐色土で言目水田耕作土である。中近世の陶磁器片を出土してい

るが、混入の可能性が高いと思われる。

Ⅲ層は、鉄分を多く含む部分が酸化して赤味を強く帯びる赤褐色土層である。粘性は弱く、締まりに

も欠け、小礫の混入が認められる。中近世の土器◎陶磁器の細片が出土している。

Ⅳ層は、全体的に粘性⑳締まりともに弱い暗灰褐色土である。

Ⅴ層は、褐色をベースにして、鉄分を多く含んで酸化したため赤味を帯びた赤褐色土層である。粘性

は弱いがやや締まりがある。

Ⅵ層は、粘性◎締まりともに弱い暗褐色土層である。下部には黄褐色土粒子を含む。一部で黒褐色を

呈する部分がある。遺物包含層である。

Ⅶ層は、粘性は普通であるが、やや締まりのある黄褐色土層である。部分的に礫の混入が多いところ

がある。上面で土坑、溝状遺構を検出した。

′　迂藤

はⅦ贋造薗検出遺構

遺構は、E－19グリッドを中心に5基の土坑とE－19～21グリッドから2条の溝状遺構を検出した。

士坑の規模等については、第9表を参照していただきたい。

蓋坑

ユーi三二03Cを二重GC／ノ：三二こここう3・〕捕・23ccノ（境5：速）

SF23輌3は、E－19グリッドで検出した隅丸方形を呈した土坑である。長軸113cm、短軸70cm、深さ

17cmを測る。ほぼ垂直に近い掘り方をなし、底面は平らである。覆土は粘性◎締まりともに弱い暗褐色

土に黄褐色土が混入している。遺物は出土しなかった。SF23004は、正一19グリッドで検出した不整形

を室し、長軸77C恥短軸66cm、深さ7cmを測る浅い土坑である。底面は平らで、覆土は粘性◎締まりと

もに弱い暗褐色土に黄褐色土が混入している。遺物は出土しなかった。SF23005は、E－19グリッドで

検出した円形皿状土坑である。長軸98C恥短軸92C恥深さ22cmを測る。ほぼ垂直に近い掘り方をなし、

底面は平らである。覆土は粘性◎締まりともに弱い暗褐色土に黄褐色土が混入している。遺物は出土し

なかった。SF23006は、E－19グリッドで検出した円形皿状土坑である。長軸92C恥短軸88cm、深さ24cm

を測る。ほぼ垂直に近い掘り方をなし、底面は平らである。覆土は粘性◎締まりともに弱い暗褐色土に
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第9蔑　2…3匿　豊坑計測蔑

遺 構 名 グリッ ド 層　 位 形　　 状 長軸両 短軸帥 深さ柄 方　　 位

S F 23003 E －19 Ⅶ層 隅丸方形 113 70 17 N －750 －W

S F 23004 E －19 Ⅶ層 不 整 形 77 66 7 N －210 －W

S F 23005 E －19 Ⅶ層 円　　 形 98 92 22 －

S F 23006 E －19 Ⅶ層 円　　 形 92 88 24 －

S F 23007 E －18 e19 Ⅶ層 半 円 形 80 （62） 10 －

黄褐色土が混入している。遺物は出土しなかった。SF23輌7は、E－18◎19グリッドで検出した半円形

の土坑で、北側は調査区外となっている。長軸80cm、短軸62cm、深さ10cmを測る。ほぼ垂直に近い掘り

方をなし、底面は平らである。覆土は粘性◎締まりともに弱い暗褐色土に黄褐色土が混入している。遺

物は出土しなかった。

、∴実三三番

J三二三こ器‥　フ工∵ノ　告十一°津　ゝ長．J∴　、．　工

斑～封ト4㌃＋膵グリッドにかけて検出した溝状遺構である。検出した際には、1条の溝と考えていた

が、精査した結果2条（SD23002◎Sm23009）が切り合う形で存在することが確認された。切り合い

からSm23輌2の方がSD230の9よりも古いと思われる。SD23002は、E－20⑳21グリッドで検出され、

検出長12。1m、幅1。6～2。3m、深さ36～52cmを測り、N－500－Wの方向に延びていて、東側は調査区外

となっている。全面に筆太～人頭大の礫が多量に検出された。これらの礫は検出状況から考えて、意図

的に配石したというよりも廃棄したものではないかと推定した。溝の流れの方向は、底面の高さから推

定すると南東から北西に向かって流れていたようである。覆土は粘性◎締まりともに弱い暗褐色土であ

る。遺物は、産地◎年代ともに不明な羽釜（Pl12）の破片や、小破片のため図化しなかったが12世紀後

半から13世紀代に位置づけちれる被熱した大平鉢をはじめ、かわらけや常滑系の婆など中近世の土器◎

陶器類が出土しているが、年代幅も広く流れ込みの可能性が高いと思われるので、時期の特定はできな

かった。Sm23009は、E－20～G－17で検出された。2－3区から後世に作られた水路（U字溝）を挟

んで2～1区まで延びており、規模は2－3区で、検出長12。7m、幅1。2～鼠。4m、深さ36～45cmを測る。

2…1区では検出長24。6m、幅0。6～1。4m、深さ7～22cmを測る。東西方向に延びるが、E－18グリッ

ドで向きを変えており、調査区の境となっている水路によって切られているため方向は不確定だが、約

40cmほど南に振れながら南西方向に延びている。E－19◎20グリッドの長さ約7mにわたって、Sり23002

同様に廃棄されたと思われる拳大～人頭大の礫が多量に検出された。覆土は粘性◎締まりともにややあ

る暗褐色土である。遺物は出土しなかった。2条の溝状遺構は、検出状況等から考えると排水用に作ら

れたのではないかと思われるが断定はできない。
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第49図　溝状遺構SD23002・23009実測図

－85・86－



SF2

A

顎

第50区　土塊23cc30プ3004。23cc50230C6J23007芙測囲

ー87－



第4節　3区の調査

頂　概要

3区は、今回の調査で最も標高の低いところに位置し、県道を挟んで黄瀬川と接している。黄瀬川が

形成した河岸段丘の一番下の段丘面にあたり、近年まで水田として利用されていたようである。水田形

成の過程において、大型の河原石の上部を削って整地が行われたようで、楔跡が残っている河原石も検

出された。遺構はⅣ層、Ⅵ層、Ⅶ層で検出された。Ⅳ層では、18世紀代に構築されたと考えられれる石

敷遺構◎石積み遺構、17世紀後半から18世紀前半代の常滑大要の破片集中遺構、集石墓、炉の跡とも考

えられる不明遺構や小穴が検出され。遺物は中近世の土器◎陶磁器の細片が出土している。Ⅵ層では中

世墓が1基検出され、遺物は中近世の土器⑳陶磁器の細片が出土している。遺構の検出レベルは、Ⅶ層

上面検出遺構とほぼ同レベルであった。Ⅶ層上面では、中世墓、火葬施設、不明遺構、土坑、小穴、溝

状遺構が検出された。Ⅵ層◎Ⅶ層上面で検出された中世墓は、伴出したかわらけ等から推定すると、2－

且区の第1段丘面で検出された中世墓とほぼ同時期の15世紀から16世紀初頭に構築された可能性も考え

られ、遺構の連続性が確認できた。また3区は中世後半から近世まで営まれた墓地の可能性も考えられ

る。なお3区で検出された遺構⑳遺物は、ほとんどがFラインよりも北側の調査区北部に集中していて、

Gラインよりも南側の調査区南部では、表土直下に黄瀬川の礫塊帯が堆積していて遺構は検出されず、

文化層は存在していなかったのではないかと思われる。

一撃ミノ㍉・．言∴　芋、、：単二

3区で確認された土層は∴現地表面（標高72。8m付近）から約2m下（標高70。8m付近）までである。

基本土層に対応させると、亙層に該当する部分ははととんど検出できず、6層に分けることができる。

上位からⅢ～Ⅶ層とした。ただし調査区の北東側（り－28グリッド）では、Ⅳ層からⅥ層の混土が激し

く、分層は困難であったので、黒褐色土層はⅣ層として把握した。土層の状況を概観すると、調査区の

北西側では比較的安定した土層の堆積状況が見られ、遺構も概ねその部分に集中する傾向が見られた。

北西部分で確認された土層の一部には、北東側や東側に行くに従い消滅するものも見られた。また、G

ラインよりも南側は黄瀬川のマサ土や礫塊帯が確認された。以下土層の概要についてⅢ層より説明して

いく。

Ⅲ層は、粘性の強い灰褐色土層で、部分的に黒褐色土　日層と思われる）が混入しているところがあ

る。水田耕作土である。

Ⅲ層は、鉄分を多く含む部分が酸化して赤味を強く帯びた赤褐色土層である。粘性は弱く、締まりに

も欠け、部分的に礫の混入が認められる。

Ⅳ層は、全体的に締まり◎粘性ともに弱い黒褐色土層である。他地区に比較すると堆積が薄い。石敷

遺構、石積み遺構、集石墓、陶器片集中遺構を検出した。

Ⅴ層は、鉄分を含んで酸化して赤味を帯びた赤褐色土を含む黒褐色土層である。全体的に粘性は弱い

が、やや締まりのある部分がある。他地区に比べて堆積が薄い。中近世の土器◎陶磁器片を出土してい

る。

Ⅵ層は、締まり◎粘性ともに弱い暗褐色土層であ′る。一部で黒味が強まり、黒褐色を呈する部分があ

る。また、下位で黄褐色土を含む部分がある。集石墓を検出し、中近世の土器◎陶磁器片を出土してい

る。

Ⅶ層は、粘性は普通であるが、やや締まりのある黄褐色土層である。部分的に礫の混入が多いところ

や、砂質の部分がある。中世墓、火葬施設、不明遺構、土坑、小穴、溝状遺構を検出した。
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詔　遺構

は　Ⅳ腰検出遺構

十五三癌（貨蕊潜　‥軋J了－・3　「′云弓

り－27グリッドからF－28グリッドにかけて検出された、N－90－Eの方向で延びる道路状遺構と思

われる。検出長17。65m、幅0。96～1。75m、厚さ15～25cmを測り、北側は調査区外となり、南側は石積み

遺構に接続するように思われる。路面部分として検出したところは、第1トレンチより北側は調査時に

掘り方がわからず、長さ4。65mにわたって掘削してしまったので、北壁の断面等から推定するしかない

が、Ⅲ層の水田耕作土の直下で、Ⅳ層上面から緩やかに皿状に掘り窪めて、径1～10cm程度の礫をつめ

た暗褐色土が堆積している。上位には径1cm前後の砂利がびっしりと敷かれている。このような状況は

検出面全体に均質的に広がるわけではなくて、第2トレンチのやや上方から南側部分は、路面に敷かれ

た砂利は密度がうすくなっている。第1トレンチの断面をみると、Ⅳ層上面から緩やかに掘り込まれ、

径　～mcm程度の礫を多く含む暗褐色土が堆積している。また第2トレンチの断面をみると、路盤を形

成している礫は、北壁や第1トレンチの断面と比較すると拳大程度の礫が多くなり、埋土の厚さも北壁

の断面と比較するとやや薄くなっている。こうした状況から想定される路面部分は、親指大～拳大の礫

を敷きつめた基礎工事を行った後に、砂利混じりの土をのせて構築したのではないかと思われる。そし

て、道路の両側に側溝としての溝は構築せず、一部崩れやすい路肩部分については、30～60cm程度の礫

を用いて補強していたのではないかと考える。この石敷遺構の周囲からは、中世墓や近世の集石墓と思

われる遺構が検出されれているので、墓道として構築された可能性も考えられる。さて構築年代である

が、検出レベルは、石積み遺構に接続する部分はほぼ同レベルのⅣ層中の72。4mである。また出土遺物

をみると、埋土中から17世紀中葉から18世紀初頭の瀬戸◎美濃系の丸皿、18世紀代の肥前系の紅皿、18

世紀後半から19世紀中葉の瀬戸◎美濃系灯明皿、19世紀代で産地不明の行平、15世紀末から16世紀初頭

のかわらけ、その他小破片のため図化しなかったが近世の陶磁器片が若干出土している。出土遺物の年

代幅が広いので断定はできないが、18世紀中葉に構築され、且9世紀中葉には埋没したのではないかと思

われる。

′l鞋み選偲（箕読図　園版－k3・3ニ′、子ら．当主－2）

F－27◎28グリッドからG－27グリッドにかけて検出された石積み遺構である。N一壷〇一E方向に約

14m80cm程石の列が連なり、南側は調査区外へと続いているようである。石列は、拳大～人頭大のある

程度形の整った黄瀬川の河原石を8～且1段に積んで、護岸として斜面崩壊を防ぐとともに、石敷遺構に

接続して黄瀬川河岸へ降りる道を構築したのではないかと思われる。そして、その道は石敷遺構のとこ

ろでも述べたが、墓道として構築された可能性も考えられる。石が積まれている部分は、下層のⅦ層（黄

褐色土）上面まで掘り窪められて、裏込めの土を入れた後に石を積み上げたように思われる。北に位置

する石敷遺構に接続する部分の検出レベルは、Ⅳ層中の72。4mである。明治9年以降の地籍図には記載

がなく、明治時代にはすでに埋没していたと思われる。遺物は裏込めの土中から18世紀前半の瀬戸◎美

濃系片口鉢、18世紀代と思われるキセルが出土している。埋土中からは瀬戸◎美濃系や志戸呂系の中近

世の陶磁器片、15世紀後半から16世紀初頭と思われるかわらけの小破片が数多く出土しているほか、馬

歯や人骨も検出されている。しかしこれらは、石積み遺構が埋没する過程で混入したものと思われる。

それら埋土中から出土した中近世の土器◎陶磁器片は、年代が確認できたものは、15世紀代のものが2

点、16世紀後半～17世紀代のものが2点、18世紀代のものが6点、18世紀末～19世紀中葉のものが4点

である。構築年代は断定はできないが、出土遺物から推定すると18世紀中葉に構築され、19世紀中葉に

は、埋没したのではないかと思われる。
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」＝72．9m

1．暗褐色礫混じり土　赤褐色土を多く含む
2．暗褐色礫混じり土　1に比べ赤褐色土が少ない
3，暗褐色土　黄褐色土をブロック状に含む

」＝72，9m

1．暗褐色礫混じり土　赤褐色土を含む
2．黒褐色土　黄褐色土を含む

3．暗褐色土　黄褐色土を含む

」＝丁2．Tm

l．暗褐色礫混じり土　赤褐色土を含む
Z．黒褐色土　黄褐色土を含む

3．暗褐色土　礫・黄褐色土を多く含む

0
i　　　　　　・　　　　　［

第53固　着敷遺構実測図
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L＝72．8m

l．黒褐色土　粘性・締まりが弱い（Ⅳ層）
2．暗褐色土　赤褐色土を含む（V層）
3．暗褐色土　黒褐色土を含む（Ⅵ層）
4．黄褐色土混じり暗褐色土　炭化物を含む
5．暗褐色土　黄褐色土をブロック状に含む
6．暗褐色土　黄褐色土の小ブロックを多く含む　炭化物を含む
7．黒褐色土　赤褐色土を多く含む　炭化物を含む

第54図　石積み遺構実測図
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集石墓

SX3掴3（第55図　図版17）

監…28グリッドで検出された不整隅丸方形を呈した集石墓Ⅲ幸である。長軸44のcm、短軸42翫軋∴深さ

用船mを測る。礫は地山に食い込んでいる径。Ⅲ程の河原石　上部が削られた痕があり、この石を墓標

としたとも考えられる）を中心として、摘～蟻娠m程の大きさの　のを不定形に組んでいて、崩れた様子

はない。覆土は2層に分けられるが、ともに粘性の締まりと　に弔い暗褐色土をペースにして黄褐色土

が混入している。遺物は火葬骨の細片、馬歯、瀬戸◎美濃産の摘世紀代の措鉢、陶器片、産地系のかわ

らけの破片が出土している。SX3鍼は、摘世紀代に作られた集石基の可能性が考えられる。

、ユニで、：　言∴、ふ　よ二ノ・

り－28グリッドで検出された集石土坑である。VのⅥ層を掘り込んだ後、摘～諏cm程の礫を円形に配

置して土坑上部の崩壊を防止するとともに、区画石の役割も果たしているのかもしれない。長潮浄ぬ軋

短軸60cm、深さ26cmを測る。覆土は粘性◎締まりともに低い黒褐色土である。区画石の上面と土坑内よ

り、温8世紀前半の常滑産の大要の破片が出土した。破片はすべて火を受けているが、土坑中から炭◎廃

土◎灰などは検出されず、土坑中の礫も被熱した様子はないので、ここで煮炊きをしたのではなくて遺

棄されたものと思われる。人骨等は検出されなかったが、検出状況等から集石墓と推定することも可能

かもしれない。

不明遺構

．、・ブ，さ．　∴　　　∴・工　＞I、　　　　　　　．

SX隷胱憺は、監巨当摘グリッドでSX3輌3と隣接して検出された集石土坑である識摘録瓶恥短薗肱腕

深さ2娠mを測る。形状はやや歪んだ円形を呈しており、断面は緩やかに立ち上がる。上面の礫は、摘～

朝cm程の大きさのもので、崩れた様子はない。覆土は5層に分けられるが、いずれも暗褐色土をベース

として、黄褐色土を混入している。そして、炭化物が最上層と中層から広範囲に検出された。廃土は検

出されなかったので断定できないが、炭化物が検出された部分は、35×2翫mにわたって焼けているよう

にもみえる。形状等から推測すると炉の跡のようにも思われ、ここに建物が存在したと、想定できるか

もしれない。特に南東4m程のところで検出されたSP凱錮内から根固めに用いた可能性も考えられる

石が検出されている。しかし、それ以外は建物の存在を裏付ける確たる遺物も出土していないので、建

物跡の認定にまでは至らなかった。遺物は図化しなかったが、古瀬戸後期腰折皿の底部破片とSX凱狙

で検出された摘世紀前半の常滑産の大要と同一個体の破片が出土した。SX罰胱膝上　掛十鋼グリッドで

SX測鵬の南側で検出された集石土坑である。長軸温温温cm言粗輸鍼撒言深さ蟻孤を測る。形状はやや歪ん

だ円形を呈しており、断面は緩やかに立ち上がる。上面の礫は摘‰醐孤程の大きさのもので＼崩れた様

子はない。覆土は5層に分けられるが、いずれも暗褐色土をベースとして、黄褐色土を混入している。

上部2層に炭化物が含まれている。SX測鵬と覆土　類似しており、ほぼ同時期に作られたものと思わ

れる。遺物は蟻世紀末から蟻世紀初頭と思われる在地系のかわらけとSX凱鋸で検出された摘世紀前半

の常滑産の太聾と同一個体の破片が出土した。

陶器鯖集中遺構

3鼠三ミ三ノ・（賃J三㌢　重民－p rて：，

り－28グリッドから検出された陶器片集中遺構である。長さ鼠20cm、幅1摘cmにわたって、膵世紀後半

から18世紀前半の常滑産の大要の破片が散乱している。この破片は2個体分あるようだが、ともに外面

は全体が火を受けている。炭や灰、廃土などを伴っていないことから、ここで煮炊きをしたのではなく鴇
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1．暗黄褐色土　黄褐色土を含む
2．黄褐色砂質土　赤褐色土を含む
3・灰褐色土　炭化物を含む、やや保水性あり
4・暗褐色土　黄褐色土ブロックを少量含む

5・赤褐色土　赤色スコリアを多く含む・炭化物を含む
6・暗褐色土　灰色粘土ブロックを混入

0　　　　　　　　　　　　　　2m

＼＼JLrノ
′＼　／

第55図　集石基SX3043実測図
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しこ72．6m

l・暗褐色土　炭化物を含む

2・暗褐色土　炭化物を多く含む
3・黄褐色土　暗褐色士を含む

4・黒色土　暗褐色土を含む　炭化物を含む
5・暗褐色土　黄褐色土を多く含む

しこ72．6m

1・暗褐色土　炭化物と土器細片を含む
2・暗黄褐色土　炭化物を少量含む
3・暗褐色土　黄褐色土をブロック状に含む

4・暗褐色土　3に比べ黄褐色土のブロックが大きい
5・黄褐色土　暗褐色土を含む

？．＿　＿　＿　　　　1°1

第56図　陶器片集中遺構SX3194実測図　不明遺構SX3002・3003・3191実測図
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廃棄したものと思われる。これらの破片は標高72。4mから72。6mのⅣ層中で確認されている。また、S

！′　：！：、：′　　P　　．・．　′・′一　l・＼　　′　一一

皇統

S F3004e3019（第57図）

’こ日　　　、　　ノ　′一　、　十r．．　　　二′一‾　－‥r L　ノ　．′、？∵、∴－l．∴、、′′′

さ摘cmを測る。覆土は粘性◎締まりと　に弱い暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。遺物

は出土せず、遺構の年代や性格はわからない。S牒凋狙鋸お∴沙一邦グリッドで検出された楕円形を呈し

た土坑である。長軸8娠m、短軸5艶m、深さ撒mを測る。覆土は粘性◎締まりと　に弱い暗褐色土である。

遺物は出土せず、遺構の年代や性格はわからない。

I　　、

諷査区北部のり…㌘グリッドで温基、D⑳斑…28グリッ　で　基の合計摘基検出された。規模等は第

温2表にみるとおりであり、平面形態は楕円形と円形に分けられる。特に建物の認定はできなかったが、

直線的に並ぶものや、S㌘3温錮からは根固めに用いたと思われる石が出土していること、さらに小穴群

内に位置するSX渕鵬内からは、炉の跡の可能性も考えられる炭化物集積状況もみられたので、建物の

存在が想定されるが、検出地点が調査区の隅にあたり、今回の調査ではその存在を明らかにすることが

できず、小穴の性格も把握することはできなかった。

餞　Ⅵ層羞薗検出遺構

．t、．二　㌦言　　一C、・

G…27グリッドから検出された集石墓Ⅲ類と思われる。平面形態はほぼ楕円形を呈し、長車酎2鮎乱言短

第57図　土坑S F3004e3019実測図
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1．暗褐色土　炭化物・骨を大量に含む
2．暗褐色土　黄褐色土を多く含む

第58匪　下せ墓SX3061し3192兵測囲
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軸83cm、深さ25cm程度と推定した。調査時に掘り方をみつけられず、ある程度掘り込んでから遺構と確

認したので、集石はほとんど取り除いてしまって、掲載した図の平面プランはあくまで推定プランであ

る。遺構の掘り込みレベルはよくわからないが、72。Om～72。2mぐらいで遺構が検出された。71．9mで

遺物が検出されており、墓坑の切り込み面はもっと高かった可能性がある。また、集石のレベルや土器

の検出された高さを考えると、Ⅶ層上面検出遺構と類似したレベルで遺構が構築された可能性が高いと

思われる。残念ながら覆土が何層に分かれるかはわからないが、粘性◎締まりともに低い黒褐色土から

在地系のかわらけ2点（15世紀後半から16世紀初頭）、銭貨（唐銭2枚、北宋銭4枚）、骨片、歯牙が出

土した。歯牙は、20歳前後の女性と5～10歳程度の子供のものが混在している（付編2参照）ので、2

個体分埋葬されている土葬墓の可能性が考えられる。

（3）Ⅶ層羞薗検出遺構

申健墓◎火葬施設

由王を萬S）（3192（第56撃．担軋版‾？9）

E－26◎27グリッドで検出された隅丸方形を呈した集石土坑である。調査時に掘り方がわからず、上

面の礫を取り除いてしまったために集石の全体像はわからない。長軸226cm、短軸220cm、深さ14cmを測

る。覆土は粘性◎締まりともに低い暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。土坑内からは焼

痕や焼土はほとんど検出されなかったが、床面には被熱した10～30cm程の大きさの礫を11個敷いてあり、

その上下から炭化物と火葬骨片、銭貨が検出された。SX3192は、土坑床面に石を置き、座棺を持ち上

げることによって熱効率を上げた土坑で遺体を茶毘し、茶毘後は火葬骨をそのまま埋葬した集石墓Ⅲ類

と考えることが可能かもしれない。遺物は被熱して7枚携着した銭貨（北宋銭6枚と明銭1枚）が出土

しており、六道銭と考えられる。遺構の構築年代は、出土した洪武通貨から14世紀以降に作られたもの

と思われる。

草も世畠Sさく3C2603037（第59幽　則蔽フ0－－1）

SX3026は、E－28グリッドで検出された隅丸方形を呈した土坑である。長軸64cm、短軸64cm、深さ

40cmを測る。覆土は3層に分かれるが、3層とも粘性◎締まりともに低い暗褐色土をベースにして黄褐

色土を混入している。遺物は出土しなかったが、検出状況等から集石墓Ⅲ類の可能性が考えられる。S

X3037は、E－28グリッドで検出されたほぼ方形を呈する集石土坑である。調査時に掘り方がわからず、

上面の礫を取り除いてしまったために集石の全体像はわからない。検出プランは長軸54cm、短軸50cm、

深さ15cmを測る。覆土は3層に分けられる。上位2層は暗褐色土をベースにして、黄褐色土、炭化物を

混入している。下層は暗褐色土をベースにして焼土、骨粉、炭化物が混入している。遺物は出土しなかっ

たが、集石墓Ⅲ類の可能性が考えられる。

中世邁S）く3柑　c火置施設SX3て88（第餌頗　重版祁－　e2）

SX3195は、E－28グリッドで検出された不整楕円形を呈する集石墓Ⅲ類である。調査時に掘り方が

わからず、上面の礫の一部をを取り除いてしまったために全体像はつかめないが、拳大から人頭大の礫

を不整形に積んだと思われるが、断定はできない。長軸156cm、短軸120cm、深さ26cmを測る。覆土は2

層に分けられる。上層は黄褐色土をベースにして暗褐色土が混入している。下層は暗褐色土をベースに

して黄褐色土をブロック状に混入し、炭化物や灰も含む。遺物は火葬骨や骨粉が出土したが、細片のた

め年齢や性別等はわからなかった。SX3188は、E－28グリッドで検出されたほぼ楕円形を呈する火葬

施設ではないかと思われる。調査時に掘り方がわからず、上面の礫を取り除いてしまったために集石の

全体像はわからない。検出プランは長軸112cm、短軸80cm、深さ19cmを測る。覆土は2層に分けられる。

上層は暗乳白色土をベースにして、廃土がブロック状に8ヶ所、暗褐色土と炭化物、骨粉が混入してい
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しこ72．4m

l．暗褐色土　黄褐色土をわずかに含む
Z．暗褐色土混じり黄褐色土

白色有機物をわずかに含む
3．時黄褐色土

しこ72．2m

L　暗褐色土　炭化物を含む
2．暗褐色土　黄褐色土を含む

3．暗褐色土　焼土・炭化物・白色有機物を含む

0　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

第59図　中世墓SX3026・3037実測図

る。下層は、暗褐色土をベースにして黄褐色土と焼土をブロック状に含んでいる。下層中にブロック状

に暗乳白色土がある。断面や覆土の様子をみると、何回か茶毘を行って、その度に遺骨は拾骨して他所

に埋葬し、土坑が埋まった時点で、火葬施設としての機能を終えたのではないかと思われる。遺物は、

検出面直上で15世紀末～16世紀初頭と思われる在地系のかわらけが5枚重なって出土している。これは、

土坑が埋まった時点で、手向けとしてこの火葬施設にかわらけを供献したものと思われる。

不明遺構

SX3041・3193（第61図　図版18－2）

SX3041は、D－27グリッドで検出された不整楕円形を呈した集石土坑である。長軸200cm、短軸130cm、

深さ9cmと浅い。礫は10～80cm程の大きさのもので崩れた様子はない。断面は緩やかに立ち上がり、底

面は南側に向かってやや下る感じである。覆土は粘性・締まりともに弱い暗褐色土である。遺物は覆土

上面の礫中から凹石が出土した。遺構の性格や年代等は不明である。SX3193は、F－26グリッドで検

出された。不整楕円形を呈しており、長軸425cm、短軸207cm、深さ18cmを測る。覆土は2層に分けられ

る。上層は径2cm大程の炭化物を大量に含む黄褐色土で、黒味が非常に強い。下層は、上層に比べて炭

化物の混入が少なくなり、黒味が弱くなる。南西端からSP3149を検出した。遣物は出土せず、壁面や
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しこ72．4m

l．黄褐色土　暗褐色土を含む
2．暗褐色土　黄褐色土をブロック状に含む　火葬骨・炭化物を含む

L＝72．4m l．暗乳白色土　焼土・炭化物・骨粉を含む
2．暗褐色土　焼土・黄褐色土を含む

1m

第60図　中世墓SX3195実測図　火葬施設SX3188実測図

底面も焼けていないので、火葬施設の可能性は低いと思われ、炭化物の廃棄場所の可能性が考えられる。

構築年代は不明である。

土坑

SF3042・3143・3145・3173・3174（第62図）

SF3042は、Fq27グリッドで検出された隅丸三角形を呈する土坑である。長軸138cm、短軸97cm、深

さ30cmを測る。覆土は3層に分けられるが、3層とも粘性・締まりともに碍い暗褐色土をベースにして

黄褐色土を混入している。上位2層に深さ20cm程食い込む形で、径45cm程の礫が埋まっており、墓標に
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1．黄褐色土　暗褐色土を含む　炭化物を大量に含む
2．黄褐色土1に比べ炭化物が少ない

第61図　不明還嘩SX36椚c3193実測図
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した可能性も考えられるが、人骨や炭化物も検出されず、遺物も出土しなかったので、土坑の性格や年

代はわからない。SF3143は、F－27グリッドで検出された円形皿状土坑である。長軸73cm、短軸66cm、

深さ23cmを測る。ほぼ垂直に近い形で掘り込まれ、底面は平らである。覆土は2層に分けられるが、2

層とも粘性◎締まりともに弱い暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかっ

たが、検出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。SF3145は、F－27グリッドで検出された楕円形

を呈する土坑である。長軸130cm、短軸84cm、深さ13cmを測る。ほぼ垂直に近い形で掘り込まれ、底面は

平らである。覆土は2層に分けられるが、2層とも粘性◎締まりともに弱い暗褐色土をベースにして黄

褐色土を混入している。遺物は出土しなかったが、検出状況等から土葬墓の可能性も考えられる。SF

3173は、F－27グリッドで検出された不整形土坑である。長車由75cm、短軸67cm、深さ47cmを測る。覆土

は粘性◎締まりともに弱い暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかった。

SF3174は、F－27グリッドで検出された不整隅丸形を呈する土坑である。長軸92cm、短軸55cm、深さ

15cmを測る。覆土は粘性◎締まりともに弱い暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。遺物は

出土しなかった。

Si＝30160319003頂鋸（第63脚）

SF3016は、F－26グリッドで検出された不整楕円形を呈する土坑である。長軸88cm、短軸74cm、深

さ11cmを測る。ほぼ垂直に近い形で掘り込まれ、底面は平らである。覆土は粘性◎締まりともに弱い暗

褐色土をベースにして黄褐色土を混入している。遺物は出土しなかった。SF3190は、り－27グリッド

で検出された楕円形を呈した土坑である。長軸160cm、短軸130cm、深さ18cmを測る。覆土は粘性◎締ま

りともに低い暗褐色土で、礫20～50cm程度をわずかに含む。断面は緩やかに立ち上がる。底面には5つ

の小穴が掘り込まれていた。遺物は出土せず、土坑の性格や年代はわからない。SF3197は、E－26グ

リッドで検出された不整形の土坑である。長軸150cm、短軸65cm、深さ59cmを測る。覆土は粘性◎締まり

ともに弱い暗褐色土で黄褐色土をわずかに混入している。遺物は出土しなかった。

S F－3035ぐ30∠lAo30カ5（第糾圃）

SF3035は、E－27グリッドでSI）3196と径1m程の礫の問で検出された楕円形を呈する土坑である。

長軸86cm、短軸54cm、深さ46cmを測る。覆土は4層に分けられるが、4層とも粘性◎締まりともに弱い

暗褐色土をベースにして黄褐色土を混入しており、下位にいくほどその混入が多くなる。遺物は出土し

なかった。SF3044◎3045は、E－27グリッドで径150cm程の礫の両側で検出された。不整方形を呈する

SF3044は、礫の東側に位置し、長軸115cm、短軸90cm、深さ25cmを測る。覆土は粘性◎締まりともに弱

い暗褐色土で、遺物は出土しなかった。楕円形を呈するSF3045は、礫の西側に位置し、北側の一部を

Sり3196で切られている。長軸140cm、短軸100cm、深さ39cmを測る。切り合いからSn3196の方が古い

と思われる。覆土は粘性◎締まりともに弱い暗褐色土で、遺物は出土しなかった。

溝状遺構

SB3196（第糾曜）

E－27グリッドで検出したN－190－Eの方向で延びる溝状遺構である。検出長240cm、幅28～40。m、

深さ9～11cmを測る。底面は船底状を呈していて、覆土は2層に分けられる。上層が粘性◎締まりとも

に低い暗褐色土で、下層は暗褐色土をベースにして黄褐色土が混入している。南側はSF3045で切られ

ている。切り合いからSn3196の方が古いと思われるが、遺物は出土せず、その性格や時期はわからな

い。

小穴（ピット）

小穴は合計97基検出された。り－27グリッドで21基、り－28グリッドで1基、E－26グリッドで20基、
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E－27グリッドで19基、E－26◎27グリッドで2基、E－28グリッドで2基、F－26グリッドで27基、

F－27グリッドで3基、F－26◎27グリッドで1基、G－26グリッドで1基というようにFラインより

北側の調査区北東部に集中する傾向がみられる。規模等は第12表にみるとおりで、平面形態は、円形、

楕円形、方形、隅丸方形等様々である。直線的に並ぶものもみられたが、礎石や桂根などは検出されず、

建物の認定はできなかった。その中で、特徴的な3つの小穴について説明したい。

SI∋30∵03Cで803‾i57（第6割単　削短期　4J5）

SP3011は、り－27グリッドで検出された楕円形を呈する小穴である。長軸42cm、短軸38cm、深さ15cm

を測る。覆土は粘性◎締まりともに弱い暗褐色土に黄褐色土が混入している。覆土上面で、永楽通貨が

出土している。SP3018は、F－26グリッドで検出された円形を呈する小穴である。長軸30cm、短軸30cm、

深さ18cmを測る。覆土は、黄褐色土をベースにして暗褐色土が混入している。小穴内より紹聖元箕が出

土している。SP3157は、F－26グリッドでSP3018に近接して検出された円形を呈する小穴で、規模

も長軸30cm、短軸30cm、深さ24cmを測るというように類似している。覆土は、暗褐色土をベースにして

黄褐色土が混入している。覆土上面より15世紀後半代と思われるかわらけの底部破片が出土している。

3基の小穴とも人骨や焼土も検出されず、他の遺物も出土していないので、出土銭貨を地鎮のための埋

納物と捉えるならば柱穴と考えることができ、六道銭として副葬されたならば墳墓と判断することも可

能かもしれないが、断定はできず、銭貨は単に廃棄されたものとも考えられる。しかし、近接した2基

の小穴で銭貨とかわらけが出土したということは、2基の小穴の周囲で茶毘もしくは埋葬が行われた可

能性も否定できないと思われる。いずれにしてもそれらを裏付ける確たる遺物が出土していないため、

現段階で小穴の性格を言及することは困難である。

－105－



L＝7212m

1．暗褐色土　黄褐色土をわずかに含む
2．暗褐色土　黄褐色土を含む

L＝72．Om

l．暗褐色土　黄褐色土をわずかに含む
2，暗褐色土　黄褐色土を多く含む
3．暗褐色土　黄褐色土をブロック状に含む

」＝72．1m　　　　　　1．暗褐色土　黄褐色土を含む
2．暗褐色土　黄褐色土を多く含む

I‾二‾‾「！「I

L＝71・9m　　暗褐色土　黄褐色土を含む

L＝7日拍　　暗褐色土　黄褐色土を含む

第62図　上最S百二3042し　‾国3し3145〇3月303月／冥測囲
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第64図　土坑S F3035・3044・3045実測図　溝状遺構SD3196実測図
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第1C品　3区SX計測表

遺構名 グリッ ド 層位 形　 状 長軸両短軸¢m 深さ¢m 方　 位 備　　 考

S X 3002 D －28 Ⅳ層 やや歪んだ円形 106 84 20 N －280 －E 常滑大要破片、炭化物

S X 3003 D －28 Ⅳ層 やや歪んだ円形 111 84 15 N －260 －E 常滑大要破片、炭化物

S X 3043 E －27・D ・E －28 Ⅳ層 不整隅丸方形 440 425 104 N －470 －E 集石基Ⅲ類、馬歯、陶器片、人骨

S X 3191 D －28 Ⅳ層 円形 70 60 26 N －200 －W 常滑大要破片、炭化物

S X 3194 D －28 Ⅳ層 120 110 － 常滑大婆破片集積

S X 3001
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

G －27
I
Ⅵ剛 楕円形　　 ．（126）i

l
（83）． （25）．N －300－W －集石基Ⅲ類、歯、かわらげ、銭貨（6枚）nS X 3001

駐
G －27 ーⅥ層ー楕円形 －（126）ー （83）－ （25）－N －300－W 輝石墓Ⅲ類、歯、かわらげ、銭貨（6枚）［

S X 3026 E －28 Ⅶ層 隅丸方形 64 64 40 N －30－E 集石基Ⅲ類、炭化物

SX 3037 E －28 Ⅶ層 方形 54 50 15 N －120 －W 集石基Ⅲ類、炭化物、骨粉

S X 3041 D －27 Ⅶ層 不整楕円形 200 （130） 9 N －470 －W 凹石

S X 3188 E －28 Ⅶ層 楕円形 112 80 19 N －350 －E 火葬施設、かわらけ、炭化物

S X 3192 E －26・27 Ⅶ層 隅丸方形 226 220 14 N 集石基Ⅲ類、銭貨（7枚）、人骨

S X 3193 F －26 Ⅶ層 不整楕円形 425 207 18 N －320 －E 炭化物

S X 3195 E －28 Ⅶ層 不整楕円形 156 120 26 N －88e－E 集石墓Ⅲ類、炭化物、骨粉

第椚表　3匿豊坑計測衷

遺 構 名 グリッ ド 層位 形　　　 状 長軸帥 短軸柄 深さ柄 方　　　 位

S F 3004 D ・E －28 Ⅳ層 楕　 円　 形 90 77 14 N －780 －W

S F 3019 D －28 Ⅳ層 楕　 円　 形 80 53 17 N －290 －W

S F 3016 F －26 Ⅶ層 不 整 楕 円 形 88 74 Ⅲ N －490 －W

S F 3035 E －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 86 54 46 N － 1 0 －W

S F 3042 F －27 Ⅶ層 隅 丸 三 角 形 138 97 30 N －300 －W

S F 30 44 E －27 Ⅶ層 不　 整　 方　 形 115 90 25 N －110 －W

S F 3045 E －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 140 100 39 N －890 －E

S F 3 143 F －27 Ⅶ層 円　　　　 形 73 66 23 －
S F 3145 F －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 130 84 13 N －490 －E

S F 3173 F －27 Ⅶ層 不　 整　 形 75 67 47 －
S F 3174 F －27 Ⅶ層 不整隅丸方形 92 55 15 N －300 －E

S F 3190 D －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 160 130 18 N －280 －E

S F 3197 E －26 Ⅶ層 不　 整　 形 150 65 59 N －710 －E

第帯哀　3洛中穴計測哀

遺 構 名 グリッド 層位 形　　　 状 長軸帥 短軸帥 深さ柄 備　　　 考

S P 3005 E －28 Ⅳ層 楕　 円　 形 65 （27） 12

S P 3006 E －28 Ⅳ層 楕　 円　 形 60 55 10

S P 3008 D －28 Ⅳ層 楕　 円　 形 62 50 16

S P 302 5 E －28 Ⅳ層 円　　　　 形 33 31 11

S P 3036 D －27 Ⅳ層 円　　　　 形 21 20 13

S P 3 164 E －28 Ⅳ層 楕　 円　 形 56 50 41

S P 3165 E －28 Ⅳ層 楕　 円　 形 50 38 20

S P 3175 D －28 Ⅳ層 円　　　　 形 52 50 27

S P 3176 D －28 Ⅳ層 円　　　　 形 36 34 21
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遺 構 名 グリッド 層位 形　　　 状 長軸柄 短車虹両 深さ柄 備　　　 考

S P 3177 D －28 Ⅳ層 円　　　　 形 30 30 26

l s p 3009 D －28 Ⅶ層 円　　　　 形 37 32 14

l s p 3010 D －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 48 32 19

i s p 3011 D －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 42 38 15 永楽通貿出土

l s p 3012 D －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 48 27 4 1

I s p 30 13 D 1 27 Ⅶ層 楕　 円　 形 （27） （16） （15）

l s p 30 14 D －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 40 26 20

l s p 30 15 F －26 Ⅶ層 楕　 円　 形 48 42 39

恒 p 30 17 F －26 Ⅶ層 楕　 円　 形 66 60 9

恒 P 30 18 F －26 Ⅶ層 円　　　　 形 30 30 18 一　緒聖元襲出土

S P 3021 E －26 Ⅶ層 楕　 円　 形 30 27 33

S P 3022 E 1 26 Ⅶ層 楕　 円　 形 33 20 40

S P 3023 E －26 Ⅶ層 楕　 円　 形 38 29 20

S P 3024 E －26 Ⅶ層 円　　　　 形 32 26 20

S P 3028 E －26 Ⅶ層 円　　　　 形 21 21 13

S P 3030 E －26 Ⅶ層 楕　 円　 形 46 30 29

S P 3031 E －26 ・27 Ⅶ層 円　　　　 形 45 35 26

S P 3032 E －27 Ⅶ層 円　　　　 形 48 48 9

S P 3033 D －27 Ⅶ層 円　　　　 形 47 40 36

S P 3034 D －27 Ⅶ層 円　　　　 形 41 33 28

S P 3038 E －28 Ⅶ層 円　　　　 形 38 37 6

S P 3039 E －28 Ⅶ層 隅　 丸　 方　 形 56 45 15

S P 3046 E －26 ・27 Ⅶ層 楕　 円　 形 54 （21） 11

S P 3047 F －26 Ⅶ層 円　　　　 形 30 27 24

S P 3048 F －26 Ⅶ層 不　 整　 方　 形 42 25 26

S P 3101 D －27 Ⅶ層 円　　　　 形 17 16 10

S F 3190内

S P 3102 D －27 Ⅶ層 四　 角　 形 26 2 1 33

S P 3103 D －27 Ⅶ層 円　　　　 形 20 2 1 23

S P 3104 D －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 32 23 19

S P 3105 D －27 Ⅶ層 円　　　　 形 32 26 34

S P 3106 D －27 Ⅶ層 円　　　　 形 27 20 13

S P 310 7 D －27 Ⅶ層 不 整 楕 円形 23 21 37

S P 3108 D －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 36 30 30

S P 3 109 D －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 52 46 32

S P 3 110 D －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 30 25 38

S P 3 111 D －27 Ⅶ層 円　　　　 形 29 27 14

S P 3112 Ⅲ．－27 Ⅶ層 楕　 円　 形 26 24 16

S P 3113 D －27 Ⅶ層 円　　　　 形 29 21 10

S P 3114 D －27 Ⅶ層 円　　　　 形 37 35 28

S P 3115 E －27 Ⅶ層 円　　　　 形 33 3 1 22

S P 3116 E －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 26 2 1 16

S P 3117 E －27 Ⅶ層 円　　　　 形 26 25 16

S P 3118 E －27 Ⅶ層 円　　　　 形 31 30 28

S P 3 119 E －27 Ⅶ層 五　 角　 形 27 22 33
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遺 構 名 グリッ ド 層位 形　　　 状 長軸両 短軸帥 深さ柄 備　　　 考

S P 3 120 E －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 30 17 13

S P 3 121 E －27 Ⅶ層 半　 楕　 円　 形 20 16 16

S P 3123 E －26 Ⅶ層 円　　　　 形 40 35 41

S P 3124 E －26 Ⅶ層 円　　　　 形 37 35 43

S P 3125 E －26 Ⅶ層 円　　　　 形 25 22 16

S P 3126 E －26 Ⅶ層 円　　　　 形 25 24 2 1

．S P 3127 、E －27　　 、Ⅶ層 ，隅　 丸　 方　 形 ． 30　 ． 20　 ． 29　 ， S X 3 192内　 －‖ 押 3127 I E －27 －Ⅶ層 一　隅 丸 方 形 1　 30 1　 20 1　 29 ー　 S X 3 192内 l

l s p 3128 E －27 Ⅶ層 隅　 丸　 方　 形 37 24 33

i s p 3 129 E －27 Ⅶ層 円　　　　 形 31 29 22

i s p 3 130 E －27 Ⅶ層 円　　　　 形 25 25 19
i s p 3 131 E －26 Ⅶ層 円　　　　 形 28 25 11

！s p 3 132 E －26 Ⅶ層 円　　　　 形 35 30 19

i s p 3133 E －26 Ⅶ層 円　　　　 形 20 18 18

i s p 3134 F －26 Ⅶ層 隅　 丸　 方　 形 42 38 30

i s p 3135 E －26 Ⅶ層 円　　　　 形 34 32 10

i s p 3136 F －26 Ⅶ層 瓢　 箪　 形 48 30 26

i s p 3137 F －26 Ⅶ層 円　　　　 形 30 26 20

i s p 3138 F －26 Ⅶ層 円　　　　 形 28 25 2 1

日 用 3139 F －26 Ⅶ層 円　　　　 形 29 28 35

i s p 3 140 F －26 Ⅶ層 楕　 円　 形 36 26 15

S P 3 141 F －26 Ⅶ層 円　　　　 形 26 25 45

S P 3142 F －26 Ⅶ層 円　　　　 形 23 21 16

S P 3147 F －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 24 18 18

S P 3148 F －27 Ⅶ層 円　　　　 形 23 20 12

S P 3149 F －26 Ⅶ層 円　　　　 形 22 20 34 S X 3193内

S P 3150 F －26 Ⅶ層 隅　 丸　 方　 形 40 34 41

S P 3151 F －26 Ⅶ層 円　　　　 形 45 42 37

S P 3 152 F －26 Ⅶ層 楕　 円　 形 43 38 39

S P 3 153 F －26 Ⅶ層 円　　　　 形 27 25 32

S P 3 154 F －26 Ⅶ層 円　　　　 形 30 28 37

I s p 3155 F －26 Ⅶ層 楕　 円　 形 22 18 24

S P 3156 F －26 Ⅶ層 円　　　　 形 25 25 28

S P 3157 F －26 Ⅶ層 円　　　　 形 30 30 24 かわらけ出土

S P 3158 F －26 ⅥI層 円　　　　 形 28 28 20

S X 3192内

i

S X 3 192内 ！

S P 3159 F －26 Ⅶ層 四　 角　 形 32 22 24

S P 3 160 E 1 26 Ⅶ層 楕　 円　 形 65 40 31

S P 3 16 1 F －26 Ⅶ層 楕　 円　 形 33 30 11

S P 3 162 F －26 Ⅶ層 楕　 円　 形 50 33 17

S P 3 163 F －26 Ⅶ層 円　　　　 形 20 20 14

S P 3166 E －27 Ⅶ層 円　　　　 形 24 24 25

S P 3167 E －27 Ⅶ層 円　　　　 形 25 23 17

S P 3168 E －27 Ⅶ層 角　 形 57 33 38

S P 3 169 E －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 32 25 26

S P 3 170 E －27 Ⅶ層 円　　　　 形 24 23 19
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遺 構 名 グリッ ド 層位 形　　　 状 長章虹両 短軸柄 深さ柄 備　　　 考

S P 3171 E －27 Ⅶ層 円　　　　 形 23 22 15 S X 3192内

S P 3172 F －27 Ⅶ層 円　　　　 形 55 50 21

S P 3179 F －26 ・27 Ⅶ層 不　 整　 円　 形 43 34 28

S P 3180 F 1 26 Ⅶ層 隅　 丸　 台　 形 32 20 15

S P 3182 G －26 Ⅶ層 円　　　　 形 52 51 17

S P 3 184 E －26 Ⅶ層 円　　　　 形 33 28 29

S P 3 185 E －26 Ⅶ層 楕　 円　 形 56 44 44

S P 3186 E －26 Ⅶ層 円　　　　 形 22 18 5

S P 3187 E －26 Ⅶ層 円　　　　 形 33 25 9

S P 3189
題

E －27 Ⅶ層 楕　 円　 形 38 25 39
l
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第Ⅳ車　遺　物

第且節　丑　器⑳陶磁器

1　概要

大平遺跡から出土した土器⑳陶磁器は、縄文時代から近代にまで及んでおり、総数で711点である。こ

の数字は、発掘調査において出土した土器◎陶磁器を袋単位で取り上げ、遺物台帳に登録した際の点数

であり、出土遺物の個体数に直接結びっくものではない。土器◎陶磁器の出土状況は、墳墓を中心とす

る本遺跡であるが、墳墓からの出土点数はわずかである。しかし土器◎陶磁器は墳墓の年代を推定する

根拠として重要であり、また出土地点も遺構の性格を考える上で重要である。出土した土器◎陶磁器は、

縄文土器◎須恵器◎土師器◎瓦質土器◎かわらけの土器類、陶器類、青磁⑳白磁◎染付などの磁器類が

ある。以下土器から記述を進めていきたい（1）。

2　縄文土器（第66図　図版21）

4点出土している縄文土器は、縄文中期に属するものと考える。Plは、深鉢形土器の把手部分で、

勝坂I式と考えられる。3区石積み遺構からの出土で、二次的な堆積と思われる。P2～P4は、2－

1区の表採資料で他からの混入と思われる。胎土や焼成が類似しているので3点は同一個体と思われ、

胴部にキャタピラ文の入った勝坂Ⅲ式に属すると考える。

3　須恵器（第66問　闇版21）

P5◎P6は、婆型土器の口緑部と胴部の破片で、同一個体である。古墳後期の7世紀代に位置づけ

られる（2）。1区Ⅵ層出土である。

4　皇師器（第66露　図版21）

P7は、3区Ⅵ層出土のいわゆる戦国時代の羽釜である。浅い扁球形の体部をもち、口緑部断面が体

部とほぼ同一の曲線を描き、鍔がわずかに斜め上方に突出している。休部外面はパケ調整、内面はナデ

調整と一部板ケズリが施されている。また、外面全体が被熱して煤が付着している。口緑部には焼成前

に開けたと思われる吊り下げのための一対の穿孔がみられる。年代的には15世紀中葉から16世紀中葉に

位置づけられる可能性もあるが、羽釜は、『長久保城址』（1978）や『玉山城跡』（1997）にも出土例があ

り、今後出土例の増加を待って正確な位置づけを行いたいと考える。

5　瓦質土器（第66囲　図版21）

P8は、3区Ⅵ層出土の煮沸具として用いられた茶釜と思われる。残存部分が少ないため断定はでき

ないが、鉄製の茶釜を模倣したもので、直立する口綾部に、肩の張った体部がつくタイプと思われる。

外面は口緑上部がナデ調整で、口緑下部から肩部にかけてへラミガキ、内面は板ケズリと一部板で掻き

とった痕もみられる。瓦質の茶釜は、畿内から関東にかけて分布するが、遠江以西で出土するものと関

東で出土するものでは形態と年代の上で少し隔たりがあるといわれており（3）、P8は東国の産であって、

関東出土のものと類似するものではないかと思われる。15世紀中葉から16世紀前半に位置づけられるか

もしれないが断定はできない。
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6　かわらけ（第66～67圏　園版21～23c30）

①　概要

大平遺跡において出土したかわらけの総量は、コンテナにして約2箱ほどで、土器◎陶磁器類の中で

最も出土量が多かった。しかし完形品は少なく、接合復元したものや図上復元したものなどを中心に40

点を図示した。かわらけの用途としては、灯明皿や墓の副葬品、酒杯などが考えられる。近接する長久

保城址からも大量のかわらけが出土していて、それらは伴出した陶磁器類や在城期間を示す文献等から

15世紀末から16世紀末に位置づけられるのではないかと思われる。また近隣では、小田原で出土したか

わらけに関しては山口剛志氏（山口剛志1991◎1994）が編年を試みており、韮山では、御所之内遺跡

で原茂光氏が12世紀から16世紀初頭までの編年を行っている（原茂光1985）。本遺跡では、遺構内でか

わらけと伴出した陶磁器は、SX3002内出土の18世紀前半代と思われる常滑大要の破片だけなので、か

わらけの年代決定には決めてを欠いている。足立順司氏は『原川遺跡』Ⅳ（静文研1991）の中で、か

わらけは小規模生産が考えられ、その流通も地域的に狭いと推定され、さらに器形変化に乏しいことか

ら、細分には注意が必要であると述べている。編年の確立していない駿河東部地域においては、編年の

確立が急務であるが、残念ながら本遺跡の資料では絶対数が少なくて無理があるので、今回は分類する

にとどめ、今後の類例の増加によって編年が確立されるのを望むところである。従ってかわらけの年代

観は推定の域をでないが、韮山町御所之内遺跡における原茂光氏の編年と長久保城址出土品および小田

原の山口氏の編年を参考にして考えていきたい。

出土したかわらけの特徴について、次の4点を全体的な傾向としてあげることができる。

A◎　ほとんどのかわらけは、色調が橙色もしくは橙褐色で、胎土は密であり、焼成は良好である。

B◎　出土したかわらけのすべてがロクロ成形品であり、手づくね成形品は1点も出土していない。

Cゆ　底部の切り離しは、ほとんどが回転糸切りで、回転方向は右回転のみである。

抄。内面もしくは外面に煤が付着している物が約半数の21点である、それらは灯明皿もしくは墓の副

葬品として用いられた可能性が高い。

4　　　　　　　5　　　　　　　6　　　　　　　7　　　　　　　8　　　　　　　9　　　　　　10　　　　　　11　　　　　12

口径（cm）

第65園　かわらけ法畳図
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次に出土したかわらけを口径および器高から特小形◎小形◎中形の3種類に分類した（第65図参照）。

なお、図上復元できなかった10点は、復元口径や底径などから推定した。分類の基準は次の通りである。

特小形‥‥‥口径が7。Ocm未満で、器高が1．4～2。4cm

小　形‥‥‥口径が7cm～9cm程度で、器高が2。Ocm～2。5cm

中　形‥‥‥口径が9cm～12cm程度で、器高が2。5cm～4．0cm

②　特小形（P9～P20、P41～P44）

長久保城址からは特小形に該当するものは出土していない。まず御所之内遺跡のⅧ期に類似するタイ

⊥⊥U、且】U、且止ふ、P43～P44があげられる。いずれも底部が平底で厚プとして、P9～P13、P15～P18、P20、P4］

手である。P18は器壁がやや内湾しながら、目線部をつまむようにつくり出している。P20は、高台状

の高まりをつくり、器壁はほぼ直線的に外に開いて立ち上がり、目線部がやや外反する。底部外面の糸

切り痕の上にスノコ状の圧痕が残存しており、これは干し台痕と思われる。他の11点は器壁がほぼ直線

的に立ち上がるタイプと思われる。15世紀後半代に位置づけられるか。P14は平底だがやや底部のつく

りは薄くなり、器壁はほぼ直線的に立ち上がる。15世紀代のものだろう。P19は他のかわらけと形態が

異なり、非常に薄手のつくりで、器壁は開き気味に緩やかに立ち上がり、口緑部はやや外反する。焼成

は硬質で良好である。他地域からの搬入品の可能性も考えられる。もし小田原産のものとするならば、

山口氏の編年でいうⅤ期（17世紀末から18世紀末）に該当するか。P42は、口緑部のみ残存しているの

で断定はできないが、器壁が碗形に立ち上がる。15世紀代に位置づけられるか。さて、以上16点の中で、

目線部に煤が付着していた5点（P13⑳14◎17◎18◎20）は、灯明皿として使用されたと思われ、内外

面に煤が付着していた3点（Pll◎15◎16）は、灯明皿か墓の副葬品であった可能性も考えられる。

③　小　形（P21～P29、P45～P48）

P21◎P22◎P24◎P46は、厚手の平底で、器壁がほぼ直線的に緩やかに立ち上がるタイプである。

長久保城址（二の丸）からも類似品が出土しており（4）、御所之内遺跡のⅩ期に類似するタイプで、15世

紀末から16世紀初頭のものだろう。P25～P29は、SX3188から5点重なった状態で出土しており、お

そらく火葬施設の供献品と思われる。見込みの高まりを残し、器壁はやや薄手で、口唇部がやや内傾し

ている。15世紀末から16世紀初頭に位置づけられるか。P23はSX21378（中世墓）出土で、御所之内遺

跡のⅧ期に類似するタイプと思われる。底部は厚手で高台状の高まりをつくり、器壁はやや外反気味で

ある。15世紀後半のものだろう。P45◎P48は、高台状の高まりをつくり出している底部破片である。

P47は、碗形を呈する口綾部破片である。内外面に煤が付着していたのは、P22◎P23◎P29の3点で、

P27◎P28は内面に煤が付着していた。P22は灯明皿に用いられたのだろう。

④　中　形（P30～P40）

P30はSX3001（中世墓）からの出土で、副葬品と思われる。平底で、器壁は直線的に外に開いて立

ち上がる。15世紀代に位置づけられるか。P31～P33、P37、P39～P40は、体下部をナデて丸味を持

たせ、器壁は直線的に立ち上がりながら、中位からやや外反する。P34～P36は、・高台状の高まりをつ

くり出して、器壁はほぼ直線的に立ち上がる。P34がやや器壁が厚いか。P36には底部外面にスノコ状

の圧痕が残存している。P38も若干高台状の高まりをつくり出しながら、器壁は緩やかに内湾しながら

立ち上がる。P31～P40は、御所之内遺跡のⅩ期に類似するタイプで、15世紀末から16世紀初頭のもの

だろう。中形品は煤が付着しているものが多く、口綾部のみ付着がP31、内面付着がP30◎P34◎P36◎

P38の4点で、外面付着がP33◎P35の2点で、P33はSX21016（中世墓）出土で、P35はSX21378

（中世墓）出土で、ともに墓の副葬品と思われる。内外面に付着しているのがP37である。
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習　国産陶磁器（第㈹～開園　園版錮～29）

①　皿類（P49～P77）

P49は、卸目付大皿の胴部破片である。口緑部は残存しないが、口緑部のみ施和し、注口と三脚がつ

くタイプと思われる。古瀬戸後期の15世紀中葉から後半に位置づけられる。P50は、灰粕の施された折

線深皿で、古瀬戸後期の14世紀後半に位置づけられる。P51は、口緑の一部が被熱して煤が付着してい

る緑柚小皿である。古瀬戸後期の15世紀中葉から後半のものか。P52も古瀬戸後期の緑粕小皿と思われ

る。明るい灰粕が口緑部のみ施粕されている。削り出し高台をもつタイプと考えられる。15世紀後半に

位置づけられる。P53～P57は、瀬戸◎美濃系の灯明皿である。P53は灰粕が施されており、19世紀前

半から中葉に位置づけられる。P54は見込みに輪トチンと呼ばれる環状痕があり、これは重ね積みの痕

である。削り出し高台（碁笥底作り）で、二次的に弱い火を受けたためか灰粕がかせているので、墓の

副葬品の可能性もある。18世紀末から19世紀前半のものか。P55は鉄柚が施和されており、19世紀前半

から中葉に位置づけられるか。P56は碁笥底作りで、灰粕が施されている。18世紀末から19世紀中葉に

位置づけられるか。P57は鉄粕が施されており、見込みに重ね積みの痕がある底部外面の粕を拭ってい

る。18世紀末から19世紀前半に位置づけられる。P58は、志戸呂系の内禿皿である。碁笥底作りで、鉄

柚が施粕されている。16世紀末から17世紀初頭に位置づけられる。P59～P64は、瀬戸◎美濃系の小皿

で長石粕と灰を混ぜることによって、透明性を引き出している。いずれも17世紀中葉から末に位置づけ

られるか。P59は底部外面は無粕である。見込みに円錐ピンを用いて重ね積みした痕が残存している。

P60は小皿で、削り出し高台である。被熱のためと思われるが、所々で柚が剥離している。P61は削り

込み高台の小皿か。底部外面は無粕であり、被熱して煤が付着している。P62は削り出し高台の小皿で

ある。見込みにトチンの痕が残存している。P63は削り出し高台の小皿か。P64は、ほぼ完形で削り出

し高台の志野丸皿か、重ね焼きのため見込みの粕が剥がれている部分がある。また、弱い火を受けて口

唇部に煤が付着している。墓の副葬品の可能性がある。P65は瀬戸◎美濃系の摺絵皿である。貼り付け

高台まで施和されて、底部外面は無和である。見込みに重ね焼きの痕が残存している。18世紀初頭から

中葉に位置づけられる。P66は瀬戸◎美濃系で、志野丸皿である。碁笥底作りで、全面施粕されている。

見込み及び底部外面にトチンの痕が残存している。17世紀前半に位置づけられるか。P67◎68は、美濃

系の菊皿である。2点とも黄瀬戸粕に緑和が流し込まれ、口緑はへラ状工具でカットされていて、高台

は貼り付け高台である。また、見込みには円錐ピンを用いて重ね積みした痕が残存している。17世紀後

半に位置づけられるか。P69は肥前系の輪禿皿である。外面は高台周辺を除いて透明粕を施和し、内面

は青緑粕を施和して、見込みの粕を蛇ノ臼状に粕剥ぎしている。17世紀後半から18世紀前半のものだろ

う。P70は瀬戸◎美濃系の反り皿である。灰和が施され、削り出し高台と底部外面は無粕である。見込

みに円錐ピンを用いて重ね積みした痕が残存している。17世紀中葉から後半に位置づけられるか。P71

は美濃系の中皿である。長石粕と灰粕を混ぜて全面に施和し、高台部分は粕を拭い取っている。見込み

には摺絵が施されている。18世紀中葉のものだろう。P72～P76は桟付きの灯明受皿である。P74が志

戸呂系で、他の4点は瀬戸◎美濃系である。P72は平底で体部は若干丸味をもって開き、桟部はほぼ直

立する。全面にサビ粕が施されるが、外面の体部下半から底部の粕は拭い取られる。19世紀前半のもの

だろう。P73は、平底で体部は若干丸味をもって開き、桟部はほぼ直立するが立ち上がりは低い。また、

全面にサビ粕が施されるが、外面の体部下半から底部の柚は拭い取られる。19世紀前半から中葉に位置

づけられるか。P74は体部は直線的に開き、桟部は先端が尖り、立ち上がりは低い。全面に鉄柚が施さ

れ、外面の体部下半から底部の粕は拭い取られる。19世紀前半のものだろう。P75は、体部は全体にや

や丸味を帯びる。桟部の立ち上がりは低い。休部上方から内面にかけて長石柚が施される。19世紀前半

のものだろう。P76は、体部は丸味をもって開き、口緑部はやや立ち上がる。桟部はほぼ直立している。
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全面にサビ柚が施柚されるが、底部周辺の和は拭われる。19世紀前半のものだろう。P77は、肥前系の

染付皿である。全面に透明粕が施粕されているが、一部で柚が変質している。17世紀後半から18世紀前

半に位置づけられるだろう。

②　碗◎坪類（P78～P92）

P78～P82は瀬戸◎美濃系陶器、P83～P87は肥前系陶器である。P78は灰和の中土不で、直線的に開

く休部から口緑部がやや外反する。削り出し高台で、高台周辺の柚が刺離している。17世紀代のものと

思われる。P79は小碗である。内面から外面体部の上半まで飴粕が施され、高台周辺は露胎である。17

世紀末から18世紀中葉に位置づけられるか。P80は高台周辺を除いて透明粕が施和された小椀である。

18世紀後半から19世紀初頭に位置づけられるか。P81は柿粕丸椀である。体部下方は丸味を帯び、上方

は直立する。底部は平坦で、高台は低く断面は方形である。高台周辺は露胎である。18世紀代に位置づ

けられるか。P82は底部が欠損しているので断定はできないが、休部下方に稜が入り、上方は直線的に

開く腰錆碗と思われる。体部中央から上方にかけて3条の櫛描き沈線がみられる。和薬は、体部上方か

ら底部にかけて鉄粕、目線部から内面にかけて灰粕の掛け分けである。体部のやや下方1ヶ所を、指で

押さえて凹ませている。18世紀前半に位置づけられるか。P83は現川焼の小碗である。鉄粕を全面に施

粕したのち、白化粧土で刷毛目装飾を内外面に施している。17世紀末から18世紀前半に位置づけられる

か。P84～P86はいわゆる京焼風陶器である。P84は透明粕が施和され、欠損していて断定はできない

が、見込みと体部に色絵で装飾が施されている。高台内中央部には鋭利な工具による円刻がある。18世

紀前半に位置づけられるだろう。P85は見込みに鉄絵で楼閣山水文が描かれている椀と思われる。18世

紀前半のものだろう。P86も見込みに鉄絵で楼閣山水文が描かれている椀と思われる。高台内中央部に

は鋭利な工具による円刻があり、その付近に木下弥の印がある。17世紀後半のものだろう。P87は青緑

和椀と思われるが、体部上方から口緑部が欠損しているので、皿の可能性も考えられる。内面は緑粕を

施和して、見込みの柚を蛇ノ臼状に粕剥ぎしている。外面は高台周辺を除いて透明粕を施和している。

17世紀後半から18世紀前半に位置づけられるか。P88～P92は肥前系磁器である。P88は伊万里染付碗

であろう。18世紀中葉から後半に位置づけられるか。P89は伊万里青磁小球であろう。畳付の粕が拭わ

れている。17世紀代に位置づけられるか。P90は染付碗である。透明和が全面に施和され、畳付の粕が

拭われている。外面には草花文が描かれ、底裏銘は崩れた書法のため判読し難いが、「大明年製」の2行

4字銘ではないかと思われる。18世紀代のものだろう。P91は伊万里染付碗と思われる。18世紀末から

19世紀初頭に位置づけられるか。P92は染付丸椀で、18世紀代に位置づけられるか。

③　鉢類（P93～P95）

P93は瀬戸◎美濃系の小型の片口鉢である。体部はロクロ昌が顕著であるが全体に丸味を帯びている。

高台は、太い断面方形の付高台である。高台周辺を除き飴和が施される。18世紀前半から中葉のものだ

ろう。P94は肥前系の青緑柚鉢と思われる。外面は高台周辺を除いて透明粕を施和し、内面は青緑柚を

施和して、見込みの粕を蛇ノ臼状に粕剥ぎしている。17世紀後半から18世紀前半のものだろう。P95は

志戸呂系の鉢である。内面から体部下方にかけて透明粕を施和し、高台周辺と底部外面中央には鉄粕が

施和されて、畳付と底部中央の大部分は無和である。19世紀代に位置づけられるだろう。

④　揺鉢（P96～PlO7）

かわらけに次いで出土点数の多かった土器◎陶磁器類が捨鉢である。小破片が多く、意図的に割った

ものが多かった。図化した12点はすべて瀬戸◎美濃系であるが、図化しなかったものの中には志戸呂系

のものもみられた。P96～P98は、古瀬戸後期の鉄柚の捨鉢で、15世紀後半に位置づけられるか。P96

は体部は直線的に開き、口緑部内側に突起が形成されている。P97も休部は直線的で、口緑部はやや内

傾して先端が尖り気味である。P98は措目が11本引かれている。底部外面の糸切り痕は未調整である。
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P99は全面にサビ粕が施され、底部外面の糸切り痕は未調整である。瀬戸◎美濃系で大窯Ⅲ期の16世紀

中葉に位置づけられるか。PlOOは体部上方の破片である。休部は直線的で全面にサビ粕が施される。瀬

戸◎美濃系で大窯Ⅲ期の16世紀中葉に位置づけられるか。PlOlは瀬戸◎美濃系で小型の捨鉢である。全

面にサビ柚が施され、口緑端部が内側に折り返されて、玉線状になっている。18世紀中葉のものだろう。

PlO2～Pl04はサビ粕の措鉢で18世紀前半に位置づけられる。P102は体部上方の破片である。口緑部と

体部との境に、指ナデによる凹みが一周する。PlO3◎Pl04は、体部は直線的であるが、上端は外折し、

日録端部は折り返され緑帯が形成される。日録内面が丸味を帯び、受け口状となっている。Pl05は日録

端部が内側に折り返され、玉線状になっている。18世紀前半のものだろう。P106も口緑端部が内側に折

り返され、玉線状になっている。18世紀中葉に位置づけられる。P107は口緑部が欠損しているので断定

はできないが、18世紀後半のものと思われる。

⑤　婆類（PlO8～Plll）

Pl08は常滑系の賓の口緑部破片である。『「中世常滑焼をおって」資料集』1994の編年表の8型式期に

該当し、14世紀後半に位置づけられる。PlO9◎PllOは常滑系の大要である。粘土巻上げによる紐造り

技法で成形されており、内面は指圧◎押しナデ痕が残存し、外面は目線部から腰部にかけてナデ調整さ

れる。2点とも残存破片は多かったが接合しなかったので推定の域をでないが、口径◎器高とも80cm前

後の容積14斗（252の　を量るタイプではないかと思われる。Pl09は目線部内面に内端と呼称される張

り出しが付けられ、断面Y字形を呈している。頚部の立ち上がり若干残り、胴部は丸味を帯び、胴部中

央より底部に向かって内湾気味にすぼまり、最大径が胴部中央にあるタイプと考えられる。都立一橋高

等学校地点出土のもの（5）と類似しており、17世紀後半に位置づけられるか。PllOはP109と形状等が類

似するが、頚部の立ち上がりがなくなるので、Pl09よりもやや新しいタイプで、18世紀前半のものと思

われる。Plmは瀬戸◎美濃系の水賓である。『瀬戸市歴史民族資料館研究紀要Ⅵ』1987の分類に従うと、

浅形で小型のタイプであり、19世紀初頭のものと思われる。体部下方に稜が入り、上方はやや外反気味

に立ち上がる。口緑部は中央が凹み、端部がほぼ水平方向に張り出す。高台は付高台で、端部の幅は広

い。休部には、マガリ状の器具により流水文が彫られ、さらに印花文が押印されている。柚薬は、高台

周辺を除いて灰粕が施され、鉄粕と御深井粕を交互に流し掛けている。

⑥　その他の陶器（Pl12～P121）

Pl12は、羽釜の破片と思われるが、産地◎年代ともに不明である。Pl13は瀬戸◎美濃系の瓶子（梅

瓶）と思われる。口縁部から頸部の一部しか残存していないので断定はできないが、頸部はほぼ直立し、

中央には突帯が1周する。古瀬戸後期で14世紀後半から15世紀初頭に位置づけられるか。Pl14は瀬戸◎

美濃系の祖母懐壷の破片と思われる。口綾部が外側に折り返されて玉線状になっている。灰褐色で鉄分

の多い胎土が使用されている。古瀬戸後期15世紀代のものと思われる。Pl15は志戸呂系の徳利と思われ

る。底部周辺を除いて鉄粕が施粕されている。16世紀後半に位置づけられる。Pl16は瀬戸◎美濃系の筒

形香炉である。内面と底部周辺を除いて灰粕が施されている。18世紀中葉から後半のものだろう。Pl17

は瀬戸◎美濃系の餌猪口である。餌猪口は、鳥類飼育の際、烏龍の中に置き、餌◎水を入れる容器で、

半筒形を呈している。摘みの部分は欠損している。底部周辺を除いて、灰と長石粕を混ぜて施和してい

る。18世紀後半から19世紀中葉のものだろう。Pl18は瀬戸◎美濃系の水滴である。欠損しているので断

定はできないが、犬を型どったものだろうか。外面は底面周辺を除いて御深井粕が施されている。17世

紀前半のものだろう。Pl19は瀬戸◎美濃系の仏飯器である。土不部の大部分が欠損し、脚部のみ残存して

いる。台底は容器部の底近くまで、浅く挟り取っている。18世紀末から19世紀前半のものだろう。P120◎

P121はともに産地不明で19世紀代の行平と思われる。
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⑦　その他の磁器類（P122～P125）

P皇22◎P123は、肥前系の紅皿（猪口）である。用途は化粧貝で、頬紅や口紅を入れた容器と思われ

る。P122は器形は丸形を呈し、外面に文様は施されていない。2点とも18世紀代のものだろう。P124

は肥前系の色絵蓋である。19世紀代のものだろう。P125は、産地不明の戸車で、19世紀代のものだろう。

8　輸風陶磁器（第72囲　園版3の）

大平遺跡からは総数で30点出土しており、内訳は黒粕陶（天日）1点、青磁25点、白磁3点、染付1

点である。小破片が多いので、図化した用点を中心に報告したい。

①　黒和陶（P126）

P126は黒粕天日碗の体部片である。中国建窯産と考えられ、東駿河◎北伊豆地方では現在のところ出

土例が確認されていない。

②　青磁（P127～P131◎P134）

P127～P131は、青磁椀である。P127は、太宰府分類龍泉Ⅱ－5bの日経部片で、厚めに施和され深

い黄緑色に発色する。P128は、太宰府分類龍泉Ⅱ－1の日経部片と考えられ、外反部内面に1条の沈線

が配される。太宰府19SKOO4（6）に類例を観るが、小片のためI－2の可能性もある。捌27◎P128は、

太宰府では第Ⅲ期第1中期及び第2中期（12世紀中葉から13世紀中葉）に編年されるが、静岡県内出土

例ではやや下る時期に廃棄年代が求められるものと考えられる。P129～P131は、高台部片である。P

129は、見込みに印花文をもつもので、光沢の強い淡青緑色に発色する粕は、全面に施粕後、畳付から高

台内は掻き取って露胎をなす。P130は比して肉薄の高い角高台で、粕調は光沢のない淡青緑色、高台内

は露胎をなす。胎土中には白色の細斑が観察される。P131は、見込みに1条の沈線を配するもので、粕

調は光沢の弱い青緑色、高台内は露胎をなす。P129は15世紀代の廃棄年代が考えられ、P130は同一個

体と考えられる体部片1点とともに太宰府分類龍泉Ⅳ類の特徴が看取され、14世紀代の廃棄年代観を得

る。またP131は小野編年E群椀で、15世紀後半から16世紀前半が考えられよう。P134は、青磁腰折れ

の杯で、他に5点の破片が出土している。稜花で内面に画花文を描く。光沢のある深緑色粕で、買入が

多く観察される。小野編年B群。その他小破片で図化しなかったものの中には、太宰府分類青磁碗龍泉

I－5bが1点、小野編年C群青磁椀が3点、E群と考えられるものが2点、分類できない青磁碗片が3

点、青磁皿と考えられるものが1点、青磁香炉1点、青磁不遊環瓶と考えられるものが1点、青磁盤と

考えられるものが1点ある。

③　白磁（P132～P133）

P132◎P133は白磁で、P132は高台面取りの杯、P133は高台面取りの皿である。胎土は、P132が灰

白色の微堅精良であるのに対し、P133はわずかに黄味を帯びた粗い胎土である。いずれも重ね焼き目跡

を見込みに残す。小野編年B群で、15世紀前半から後半の年代観を得る。その他に、分類できない白磁

片1点がある。

④　染付（P135）

P135は、染付皿の端反りタイプの口緑部片で、休部外面は渦状唐草、内面はアラベスク文が観られ、

口緑端部内外面には界線が配される。小野分類◎編年Ⅷ類Bl群で、15世紀後半から16世紀前半の年代

観を得る。
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芸員の井上喜久男氏と瀬戸市埋蔵文化財センターの藤澤良祐氏のご教示を賜わり、輸入陶磁器につい
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て－」『九州歴史資料館研究論集』4　九州歴史資料館
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第72図　土器実測図7

第13表　土器一覧表

番 号 種　 別 器　 種 調査 区 ・グ リッ ド 層位 ・遺 構
法　 量　 （cm ）

残　 存 色　　 調 特　 徴　 等 挿図 図版 写 真図版
口　 径 器　 高 底　 径

P l 縄 文 土 器 ？ 2 － 1 区 ・I － 13 表採 胴部 破 片 にぷ い褐色 P 2 ・P 3 と同一個体 66 21

P 2 ノノ ？ 2 － 1 区 ・I － 13 表採 胴部 破片 にぷ い褐色 P l ・P 3 と同一個体 〃 22

P 3 ／／ ？ 2 － 1 区 ・I － 13 表採 底部 破片 にぷ い褐色 P l ・P 2 と同一個体 〃 ノノ

P 4 ／／ 鉢 3　 区 ・F －2 7 石積 み遺構 把手 部分 にぷい赤 褐色 縄文 中期 （勝 坂 l 式） ノノ ノノ

P 5 須　 恵　 器 要型土器 1　 区 ・E － 9 Ⅵ層 口緑部 破片 灰 白色 古墳後 期 （7 世紀代 ） 〃 〃

P 6 ／ノ 〃 1　 区 ・E － 9 Ⅵ層 胴部破 片 灰 白色 古墳後 期 （7 世紀代 ） ／／ ノ／

P 7 土　 師　 器 羽釜 3　 区 ・D － 27 Ⅵ層 （22 ．7） ロ緑1／3 にぷい橙 色 ／／ ／ノ

P 8 瓦 質 土 器 茶釜 3　 区 ・E － 28 Ⅵ 層 （14 ．0 ） 口緑1／5 暗 青灰色 ノノ 〃

P 9 土 師 質土器 かわ らけ 3　 区 ・G 1 27 Ⅵ 層 （4 ．8 ） 1．6 （4 ．0 ） 約 1／5 にぷい橙色 ／／ ノノ

P lO ノ／ ／／ 2 － 1 区 ・I － 13 Ⅵ層 （5 ．6 ） 1．65 （4 ．0 ） 約 1／8 に ぷい橙色 ノノ ノ／

P ll ／／ ノノ 2 － 1 区 ・E － 16 Ⅴ層 （5 ．8） 1 ．7 （4 ．0 ） 約 1／6 橙 色 ノノ 〃
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番号 種　 別 器　 種 調 査区 ・ダ リ∵ 卜 層位 ・遺構
法　 量　 cc雨 i 残 存

色　　 調 特　 徴　 等 挿 図図版 写真図版口　 後事 措　 高 い姦　 種

㌘12 ノブ ノノ 1　 区 のJ …10 Ⅳ層 （5 。9） 2 サ05 （4 ．2） 約1 ！7 にぷい橙 色 66 22

P H ノノ ノノ 1　 区 O G － 10 Ⅳ層 絹。3） 2 ゆ1 甘潮 約 1／′！2 汲 ノノ 〃

㌘14 ノ／ 〃 3　 区 もE …28 S X 3輌 2 （6 。3） 2 誹 紹 」「 約 1！6 橙色 ノブ 〃

P 15 〃 〃 3　 区 のG ＋㌫ Ⅵ層 （6 ．7） l 。9 5 甘 詔 約 1 ノ／5 橙 色 ノノ 〃

P 16 ノノ ノノ 3　 区 のG －2 7 S X 3獅M （6 。7） †．リ 甘 凍 約 1．ノ／4 放 〃 ノノ
i p 17

ノノ ノノ 2 － 3亮茎の距∵＋膵 Ⅵ層 （6。8） 2 ．15 （5 。i） 約 1！8 にぷ い橙色 〃 〃
陣 18

ノノ 〃 1＋ 区㍉ ：「∵用 Ⅳ層 （6 む7） 2 ．25 乱 調 約 1′ノ／4 汲 〃 ！，！
恒 男

ノノ ノノ 3　 区 ぬF ～27 Ⅵ 層 （6 ．6） L 4 甘 ぷ 約 1．！6 鬼 ！，！ 〃
恒 男

ノノ 〃 3　 区 o F ～28 Ⅶ 宰 6 ．8 2 。2 4 ．2 約 7 ．ノ！8 にぷ い橙色 〃 〝

P 21 ノノ 〃 2 … 3 区 e E － 20 Ⅲ里 （7 ．4 ） 2．15 （4 。2 ） 約U 4 〃 ／ノ

P 22 ノノ 〃 3　 区 e E － 27 石敷遺 構 （7 。2 ） 2 。1 5 。2 約 7 ／8 允 ノノ 〃

㌘23 ノノ 〃 2 … i O　E － 1ユ S X 21378 7 ．3 2 ．8 ！．！ ほ ぼ完形 にぷい橙 色 ！，∵ 〃

㌘24 ノノ ノノ 3　 区 e E － 28 Ⅵ層 （8 ．2） 2 。0 （5 。4） 約1／／4 敷 ノノ ノノ

㌘25 ノノ 〃 3　 区 のE －2 8 S X 318 8 8 。5 2 ．5 5 。1 完形 橙色 67 〃

P 26 ノノ ノノ 3　 区 e E ～28 S X 318 8 8 。6 2 。7 5。5 完形 にぷ い橙色 〝 ノノ

㌘27 ノノ 〃 3　 区 のE …28 S X 3188 8 。9 2 。4 5。2 完形 橙 色 〃 2 3

P 28 〃 ノノ 3 o　E －28 S X 3188 8 ．7 2 む5 5 」 ほぼ完形 橙 色 〃 ノブ

㌘29 ノノ ノ／ 3　 区 e E －28 S X 3188 （8 。4） 2 。4 5 誹 約3 ／4 にぷ い橙色 底部 がす すけ る ノノ ノノ

㌘30 ノノ ノノ 3　 区 のG ～27 S X 30鋸 1い．† 2 の5 6 。7 ほぼ完形 橙色 ノノ 〝

P 31 ノノ ノノ 3　 区 もG …27 Ⅵ 層 （7 。3 ） 約 ヱ／5 にぷ い橙色 ノノ ノノ

P 32
詮

ノノ ノノ
l
2 … i e F … 17 － Ⅵ 層 日 9 せ9 ） 2 き8 （5 G2 ） 約 ユ！7 樗色　 ［ ノノ 〃

P 33 ノノ ノノ 2 … i 区 のE －11 S X 21鋸 6 リ．リ 3 。0 4 。7 ほ ぼ完形 黄灰色 ／ノ ノノ

㌘34 ノノ ノノ 3　 区 せり　 27 Ⅵ層 （8 。9 ） 3 さ3 鯨潮 約1／6 汲 ノノ ノノ

㌘35 ノノ 〃 ㌫ 1 区 ㍗ 十 両 S X 2ヱ378 （9 ．8） 3 。35 4 。6 約 招　 － にぷい橙 色 f
〃 ノノ

㌘36 ノノ ノノ 3　 区 o G － 27 Ⅵ層 10 ．0 3 。6 6 。2 約 1／2 橙色 ノノ 〃

P 37 ノノ ノノ 3　 区 の才一2 5 Ⅵ層 （10 や4） 3 。1 （5 も7） 約 1！4 樗色 〃 〃

P 38 ノノ 〃 3　 区 e E …27 Ⅵ層 （ユ0 ．7） 2 ．95 5 の4 約 2／3 にぷ い橙色 ！，十 〝

P 3 9 ノノ ノノ 2 … 3亮重さ距∴㍉膵 11．O 3 ．4 6 」 約 7／8 鬼 ！，十 ノノ

P 湘 〃 ノノ 2 － 3 O　E … 19 Ⅵ層 （6 ぜ4） 約 1！8 ノノ 30

P JII ノノ ノノ 3　 区 e G … 27 Ⅵ層 4 。4 底 部残存 橙 色 ノノ 〃

P 42 ノノ ノノ 3　 区 のF ～27 ！ Ⅵ 層 （6 ．6 ） 約 1／8 にぷ い橙色 ノノ ノノ

P 43 ノノ 〃 2 ～ 1 区 のE …16 Ⅵ 層 3 ．5 底部 残存 にぷ い橙 色 〝 ノノ

P 44 〃 ノノ 不　 明 表採 （3 。2 ） 底部 残存 橙色 〃
ノノ ！

㌘45 〃 ノノ 3　 区 o G － 27 Ⅴ首層 5 ゆ3 底部 残存 ノノ
ノノ i

㌘46 〃 ノノ 3　 区 のF －26 S P 3 157 （5 。4） 約 1！／5 橙色 ノノ
〝 l

P 47 ノノ ノノ 3　 区 e E － 27 Ⅵ層 （7 。4） 約 1！6 にぷい橙色 ノノ
ノノ i

P 4 8 ノノ ノノ 3　 区 e G … 26 Ⅵ層 （5 。2） 底部 1／4 に ぷい橙色 ノノ
ノノ ！

′　　ノ　　い　′’・　　‾て

番可種別

器　　種調査区・グリッド層位・遺構
法　量　（C汀1） ！残存

色　　　　 調 産地等 挿図図版写真図版
口　径 l器　高i底　径高台径

障棚陶器卸目付大皿 l　区のE－9 Ⅳ層 i 灰白色 瀬戸の美濃 68 28

P50 ノノ折線深皿 1　区OE…9 Ⅴ層 （30．0） 】 浅黄色、灰白色 瀬戸の美濃 ノノ ノブ

P51 ノノ緑粕小皿2－1区のE…17 Ⅵ層 （ユ0鳶） 2．75！4。6 約1，／3 にぷい黄橙色 瀬戸の美濃 ！ノ 24

P52巨ノ緑柚小皿 3　区oG～27 Ⅵ層 （9．8） 2．1 （8．0） 灰白色、灰黄色 瀬戸の美濃 ノノ 〃

P53 ノノ灯　明　皿 3　区のF－27石積み遺構 （7．4） L2 （4諸）！ 約1／4 灰白色 瀬戸の美濃 〃 ノノ

P54巨ノ灯　明　皿 3　区oF－27 Ⅵ層 8．1 2。0 甘潮 約7／8 灰黄色 瀬戸の美濃 ノノ 〃

P5可〃灯　明　皿 3　区もF…26 Ⅵ層 （8」） 1．り （4。2） 約打5 にぷい赤褐色 瀬戸の美濃 〃 〃

P56巨ノ灯　明　皿 3　区。F－28 石敷遺構 甘湖 1サ6 （5．1） 約i／6 黄灰色 瀬戸ゆ美濃 ノノ ノノ
P57巨ノ灯　明　皿 3　区oF－28石積み遺構 1い．り 2。05［4。4 ほぼ完形 にぷい赤褐色 瀬戸の美濃 ノノ

ダ
ノノ

㌘58 ノノ小　　　 皿 3　区のH－27 Ⅵ層 （9。6） 2。‖　←欄 約1／6 暗灰黄色、にぷい褐色 志戸呂 〃 〃
P59巨ノ小　　　 皿 3　区eF－28 Ⅵ層 （8。9） 1。3 （6。1） 約1！2 灰白色 瀬戸や美濃 ノノ ノノ
P60巨ノ小　　　 皿 3　区のり－28 Ⅵ層 （10．3） 1．可　 6」 約1／3 灰白色 瀬戸も美濃 ノノ 〝
P6日ノ′小　　　 皿 1　区のE－9 Ⅳ層 （10。3） 2。Oi （6e6） 約1／6 灰白色 瀬戸の美濃 ノノ ノノ
P62巨′小　　　 皿 3　区oE－27 Ⅵ層 （10。6） 1．リ 6。4 約1／4 灰黄色、灰白色 瀬戸の美濃 ノノ ノノ

P63 〃丸　　　 皿 3　区oE…27 石敷遺構 （1娠2） 1．寸 （7。8）約1／4 灰白色 瀬戸0美濃 〃 〃

P64 ノノ小　　　 皿 3　区もり－28 Ⅵ層 1り．丁 2。0 6。3 ほぼ完形 灰白色 瀬戸e美濃 〝 ノノ
P65巨ノ摺　絵　皿 3　区をG…26 Ⅵ層 十11．両 3誹 （6消）約1！5 灰白色 瀬戸の美濃 ノノ 25

P66 ノノ丸　　　 皿2－1匡・0－16 Ⅵ層 （11。6） 2。2 6。8 約2／3 灰白色 瀬戸の美濃 ノノ ノノ

P67巨ノ菊　　　 皿 3　区のD…28 Ⅵ層 （12。1） 3。25 6。2 約3月 浅黄色、灰白色 瀬戸の美濃 〃 ノノ

P68 ノノ菊　　　 皿 3　区OG…27 Ⅵ層 （12。5） 3。2 6．7 約1／2 浅黄色、灰白色 瀬戸も美濃 ノノ ノノ

P69 ノノ小　　　 皿 3　区eF－27 Ⅵ層 13．3 3．75 4。8 約2！3 縁灰色、灰白色 肥前 〃 ノノ

P70 〃小　　　 皿 3　区eF～26 Ⅵ層 （13．4） 2．3 （7。2）約1／5 灰黄色、灰白色 瀬戸の美濃 ノノ ノブ

P71 〃中　　　 皿 3　区のG－27 Ⅵ層 16．4 3。9 6．8 約7／8 明緑灰色 瀬戸の美濃 ノノ 〃

P72 〃灯明受皿 3　区eG－26 Ⅵ層 （1088） 2．0 4．5 約1！4 にぷい赤褐色、にぷい黄橙色瀬戸e美濃 〃 〃

㌘73 ノノ灯明受皿 3　区eH…25 Ⅵ層 甘潮 2」 （生2） 約打3 にぷい赤褐色、にぷい黄橙色瀬戸0美濃 ノノ 〃

P74 ノノ灯明受皿 1　区もH－9 Ⅳ層 （8．4） 2．3 （生2） にぷい赤褐色 志戸呂 ノノ ノノ

P75 ノノ灯明受皿2－3区eE～20 ＝層 （8湖 1．95 （3潮 灰白色、灰黄色 瀬戸の美濃 ノノ 28

P76巨ノ灯明受皿 1　区のG－12 Ⅳ層 （7。5） 褐色 瀬戸を美濃 ノノ ノノ
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番 可
種 別 器　　 種 調査 区 ・グ リッ ド 層 位 ・遺構

法　 量　 （cm ） l 残 存
色　　　　 調 産 地等 挿図図版 写真図版

口　 径 器　 高 底　 径 高台径

P 可 磁 器 小　　　 皿 3　 区 。E …28 ＼・1 （12 ．8 ） 3．55 7 ．8 ′ 約 1！2 灰 白色 肥 前、染 付 68 26

P 78 陶 器 小　　　 棒 3　 区 o E －2 7 ＼1 7 ．5 3．65 3 ．4 約 1／／2 浅 黄色 、灰 白色 瀬戸 ・美濃 6 9 ノノ

P 79 ノノ 小　　　 碗 3　 区 e E －2 8 Ⅵ 8 ．4 3 ．6 4 ．4 約 1／／2 黄 褐色 、灰 白色 瀬戸 e 美濃 ノ1 ノノ

P 80 ノノ 小　　　 碗 3　 区 e F －2 7 石積 み遺 構 （9 ．2 ） 4 ．9 （3 ．5） 約2／3 灰 白色 瀬戸 e 美濃 ノノ ノノ

P 8 1 ノノ 丸　　　 碗 3　 区 e E －2 7 Ⅵ層 （9 ．5 ） 6 ．15 4 ．6 約 1！6 にぷ い赤 褐色，にぷ い黄橙色 瀬戸 ・美濃 〃 ノノ

P 82 ！，！ 小　　　 碗 3　 区 e F …28 石積 み遺 構 （10 ．2 ） 灰白、暗赤 褐色 瀬戸 ・美濃 ノノ ノノ

P 83 ノノ 小　　　 碗 3　 区 e E …28 Ⅵ 10 ．5 5 ．55 4 ．1 約 1！2 黒褐 色、暗 灰黄色 肥 前 ノノ ノ／

P 84 〝 小　　　 碗 3　 区 。E …28 Ⅵ （4 ．6） 浅 黄色 肥前掠 焼風） ノノ ノノ

P 85 〃 碗 3　 区 ・E …27 Ⅵ （3 ．9） 灰 白色 肥前掠 焼風） ノノ 2 8

P 86 ノノ 碗 3　 区 。G －27 Ⅵ層 5 。0 灰 白色 肥前（伊万里） ノノ ノ／

P 87 ノノ 碗 （皿 ）？ 3　 区 。E －27 Ⅵ層 （6 ．0 ） オ リーブ黄色 、灰 白色 肥 前 ／／ ノノ

P 88 磁器 碗 3　 区 。E …28 Ⅵ層 （9 ．6） 5 ．6 4 ．0 約 1！4 灰 白色 肥前伊方凱 射 ／ノ 2 6

P 89 ノノ 小　　　 棒 3　 区 e E －28 Ⅴ 6 ．9 4 ．6 3 ．4 約 4／5 明青 灰色 肥前（伊万里） 〃 2 7

P 90 〝 茶　　　 碗 3　 区 e D －28 H （10 』） 5 ．6 5 4 ．1 約 1！3 灰 白色 肥 前、染付 ノ／ 〃

P 91 〃 碗 1　 区 。C㍉－9 IV 灰 白色 肥前伊万里）、染付 ノノ 28

P 92 ノノ 丸　　　 碗 3　 区 ・D …28 Ⅵ 層 灰 白色 肥前（伊万里） ノノ ノノ

P 93 陶器 片　 口　 鉢 3　 区 ・F …27 石積 み遺構 （12 逐） 6 ．6 6 ．6 約 1／2 明黄褐 色、灰 白色 瀬戸 e 美濃 ノノ 27

P 94 〃 鉢 3　 区 のF －27 Ⅵ 層 （20 ．4） 6 ．95 6 ．7 約 1／5 オ リー ブ灰色 、灰 白色 肥前 ノノ ／ノ

P 95 ノノ 鉢 3　 区 e E － 28 石積 み遺構 （24 ．の （12 誹） （8 ．6） 約 1／4 灰 オ リーブ色、灰 白色 志戸 呂 ノノ 〃

P 96 ノ／ 捨　　　 鉢 2 － 1 区 ・G …15 S D 21 198 （28 』） 暗赤灰色 、浅黄 橙色 瀬戸 ・美 濃 70 29

P 97 〝 揺　　　 鉢 3　 区 e E … 28 Ⅵ 層 （28 ．6） 赤灰色 、灰黄色 瀬戸 ・美 濃 ノノ ノノ

P 98 ノノ 措　　　 鉢 3　 区 もF －27 石積 み遺構 （9 ．0） 赤 灰色 、にぷ い橙色 瀬戸 ・美 濃 ノノ 27

P 9 9 ノノ 捨　　　 鉢 3　 区 e F － 27 Ⅵ 層 ！ 9 ．0 褐 灰色 、にぷ い橙色 瀬戸 。美 濃 ノ／ 〝

P lOO 〃 標　　　 鉢 3　 区 e G － 27 Ⅵ 層 （29 ．0） 褐 灰色 、浅黄橙 色 瀬戸 ・美 濃 ／ノ 29

P lOl 〃 揺　　　 鉢 3　 区 。F －28 Ⅵ 層 （18 ．6） 6 ．4 （8 ．0 ） 約1 ／8 にぷい赤褐 色 瀬戸 e 美濃 ／ノ 27

P lO2 ノノ 揺　　　 鉢 3　 区 のE …28 S X 3 043 （30 ．4） にぷい赤褐 色、灰 白色 瀬戸 。美濃 ノノ 29

P lO3 〃 揺　　　 鉢 3　 区 e F ～ 27 石 積み遺 構 （33 ．4） にぷい赤褐 色、灰 白色 瀬戸 e 美濃 ノノ ノノ

P lO4 ノノ 捨　　　 鉢 3　 区 のD －28 Ⅵ層 （35 ．3 ） にぷ い赤褐色 、浅黄 橙色 瀬戸 e 美濃 ノノ ノノ

P lO5 ノノ 揺　　　 鉢 3　 区 e F － 27 石 積み遺 構 （30 ．8 ） にぷい赤褐 色、灰 白色 瀬戸 ・美濃 ／／ ノノ

P lO6 ノノ 捨　　　 鉢 3　 区 e E － 28 ＝層 （30 』） にぷい赤褐 色、灰 白色 瀬戸 ・美濃 71 ノ／

P lO7 ノノ 捨　　　 鉢 3　 区 e F －2 8 V I 暗褐 色、浅 黄橙色 瀬戸 e 美濃 ノノ ノノ

P 108 ノノ 碧 3　 区 ・I〕…2 7 V If （41 ．6 ） 灰色 常 滑 ノ／ ！／

P lO9 ノノ 大　　　 要 3　 区 o D －2 8 Ⅳ f にぷい褐色 常 滑 ノノ ノノ

P llO ノノ 大　　　 空 3　 区 のD －28 S X 3 194 灰褐色 、にぷい黄橙 色 常 滑 ノノ ノ／

P lll ノノ 水　　　 婆 3　 区 のF －2 7 石積 み遺 構 （29 ．0） 13 。8 5 （19 ．6） 約 1／3 灰 白色 瀬戸 。美濃 ノノ 2 7

P l12 ノノ 羽　 釜　 ？ 2 … 3 区 o E －2 1 S D 2 3002 灰 褐色 産地不 明 ／／ 2 9

P l13 ノノ 瓶　　　 子 1　 区 e C ㍉－9 IV f （4 ．2） 灰オ リー ブ色 、灰 白色 瀬 戸 ・美濃 72 2 7

P l14 ノノ ニ土ご
雪貰 l　 区 。I －10 Ⅳ層 （lL 6） 灰 黄褐色 瀬 戸 e 美濃 ノノ 2 9

P l 15 ノノ 徳　　　 利 3　 区 。F －27 石積 み遺構 （11 ．0） 黒褐 色、灰 白色 志戸 呂 ノノ 2 8

P l 16 〝 香　　　 炉 3　 区 のF －28 石積 み遺構 （9 ．4） 4 ．15 5 ．3 約 1／4 灰 白色 瀬 戸 e 美濃 ノノ 〃

P l 17 ノノ 餌　 猪 ［］ 3　 区 e F － 28 Ⅵ層 5 ．0 2 ．5 5 ．6 約 3／4 明青 灰色、灰 白色 瀬 戸 e 美濃 ノノ ノノ

P l 18 ノノ 水　　　 滴 3　 区 e F …27 Ⅵ層 約 1／2 灰 色 瀬 戸 。美濃 〃 〃

P l19 ノノ 仏　 飯　 器 3　 区 o E － 28 私層 4 ．6 灰 白色 瀬 戸 e 美濃 ／ノ ノノ

P 120 〝 行　 平　 ？ 3　 区 のF …28 石敷 遺構 （19 ．0）

（3 ．9）

4 ．3

2 ．25

1 ．6

（10 ．叫

l

l

l

l

l

2 ．3 約 1／2

約 1／2

にぷ い褐 色、暗 赤褐色 産地不 明 ノノ ノ／

P 12 1． ノ／ 行　 平　 ？ 2 － 1 区 。E …13 S X 2 1357 灰黄 色、褐 色 産 地不 明 ノノ ！，！

P 122 磁 器 紅　　　 皿 3　 区 e F － 28 石敷 遺構 灰 白色 肥前 ノノ ノノ

P 123 ノノ 紅　　　 皿 2 － 3 区 o E － 20 Ⅲ層 1 ．2 灰 白色 肥前 、白磁 ノ／ ノノ

P 124 ノノ 蓋 3　 区 e G ～ 27 Ⅵ層 5 ．4

4 ．7

灰 白色 肥前 、色絵 ノノ ノノ

P 125 ／ノ 戸　　　 車 3　 区 。G …27 Ⅵ層 5 ．0

（16 ．6）

L 0 灰 白色 肥前 ？ ノノ ノ／

P 126 陶 器 黒　 柚　 陶 2 … l 区 e H ～ 18 撹 乱 黒色 、黄灰色 中国 （建窯 ） 72 3d

P 127 磁 器 碗 2 … 1 区 e E － 16 Ⅵ 層 オ リー ブ灰色、灰 白色 中国青磁瀧泉窯系） ノ／ ノノ

P 128 ノノ 碗 1　 区 e G － 9 Ⅵ 層 （16 ．0）

l

l

（12 ．叫

l

オ リー ブ灰色、灰 白色 中国青磁瀧泉窯系） ノノ ノノ

P 129 〃 碗 1　 区 e G － 11 Ⅳ 層 緑 灰色 、明青灰 色 中国青磁 ノノ 〃

P 130 ノノ 碗 2 － 1 区 e C … 20 Ⅵ 層 （5 ．2） 明縁灰 色、灰 白色 中国青磁 ノノ ノノ

P 131 ノノ 碗 3　 区 o E － 27 Ⅵ 層 （6 』） 灰 白色 中国青磁 〃 ノノ

P 132 ノノ 杯 3　 区 e E － 27 Ⅵ 層 （3 ．8） 灰 白色 中国 白磁 ノノ ノノ

P 133 ノノ 皿 3　 区 e G － 27 Ⅵ 層 4 ．6 i

l

i

灰 白色 中国 白磁 ノノ ノノ

P 134 ノノ 土不 3　 区 e F － 27 Ⅵ 層 灰 オ リーブ色 、灰 色 中国青磁 ノ／ ノ／

P 135 ！，！ 皿 2 － 1 区 。F －17 Ⅵ 層 灰 白色 中国染付 ／／ ノノ

第2節　丑製品

大平遺跡で出土した土製品は5点である。陶器製や磁器製の物はなく、すべて土器製である。種別は、

ミニチュア、泥面子、羽目、用途不明品である。

1　ミニチュア（第73図　図版30）

PTlは、口緑部が欠損しているが、壷を模倣して製作したミニチュアである。底径2。3cm、残存器高
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3。1cmを測る。1区Ⅳ層出土である。

2　捉面子（第73噛　圃版33）
めんちよう

PT2は、粘土を型抜きにした泥面子である。泥面子は、円盤状を呈する「面打」と、人面や動物な
けしめん

どの形を呈する「芥子面」に分けられるが、PT2は、人面をモチーフにした「芥子面」で、18世紀後

半以降に位置づけられるか。泥面子は「穴一（二人あるいは三人が銭を出し合って、互いにかわるがわ

るこの銭を撃つ。）」と呼ばれる遊戯に用いられていたようであるが、1806年に遊戯としての「穴一」は

賭博であると幕府から禁止され、さらに、1832年に泥面子の使用も禁止されたが、泥面子の製作はその

後も続いたようであるJl）。

3　羽田（第73函　図版30）
ふいご

PT3は、韓の羽口と思われる。稀は、製鉄や鍛冶などを行う時に、火力を強化するため人工的に強

い風を送る装置で、羽口は韓から炉の中に風を送り込むために設けられる風道の先端部分に直接接触す

るものである。そのため先端は、二次焼成を受け、原形をとどめないほど溶解しているものが多い。P

T3も円筒状タイプと思われるが、欠損が激しく、二次焼成も著しいため使用前の原形◎色調などは不

明である。

4　用途不明品（第73園　区版33）

PT射ま土師質の土製品で、外面に魚が型取られている。内面に指頭痕もあるので、土器の体部の一

部とも考えられるが、断定はできない。PT5は、環状の土製品で、表裏面ともに孔の周辺に煤が付着

している。

。　　　　　　　　　　　　　　　　　i I

－　　　　PT2

0　　　　　　　　　　　　10cm

ー①－呂　／／

了「＼＼＼＼＼＼
＼＼　＼＼、ノ
＼

＼

＼

〔エD PT5

第73国　土製品実測図

第15表　豊製品一覧表

／　J、一一

／／′l

／　　　　l

＼＼＼＼「ノtT。し

番号 種　 別 調査区・グリッド 層位 ・遺構 法　　　 量 残　 存 色　 調　′ 備　　 考 挿図図版 写真図版

P T l ミニチュア 1区・G －8 Ⅳ　　 層 残存器高（3．1）cm、底径2．3cm □緑部欠損 浅黄橙色 壷をモチーフ 73 30

P T 2 泥面子 1 区 e H －10 表　　 採 長径2．4cm、短径2．1cm、厚さ0．7cm ほぼ完形 橙色 人面をモチーフ ノ／ ノノ

P T 3 羽　 口 3 区 e F －28 石積み遺構 破　 片 黄灰色 鉄分等付着 ノ／ ノノ

P T 4 用途不明晶 3 区 e F －28 石積み遺構 破　 片 橙色 魚をモチーフ ノノ ノ／

P T 5 用途不明晶 1 区・G －10 Ⅳ　　 層 最大径1．8cm、最大厚0．55cm ほぼ完形 橙色 煤一部付着 ／／ －

註

（自　乗京都建設局新宿区内藤町遺跡調査会1992　『内藤町遺跡』
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第3節　金属製品

鉄製品（第綱～開園　図版馴）

馬　具
くつわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はみ

轡が3点出土している。轡は、馬の口の中に入れてかます喰（街）と、喰の先に取り付けられて手綱
ひって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かがみいた

を連結するための引手と、喰の両端に取り付けられて喰の脱落を防ぎ、かつ面繁に連結する鏡板とによっ
たちぎき

て構成されている。さらにその鏡板には面繁と連結するための立間が付く。大平遺跡から出土した3点

は、立間と引手の部分が欠損している。Mlは、二連式の喰で、両端を環にした長さ8。5cInと74cmの円

棒を2本組み合わせている。外側の環には素環の鏡板が組み合わせられている。M2とM3は、近接し

た同一層で出土しており、形状等も類似しているので同一個体の可能性が高いと考える。二連式の境で、

両端を環にした長さ8。3cmと7。4cmの円棒を2本組み合わせ、外側の環には素環の鏡板が組み合わせられ

ていると思われる。3点とも1区Ⅳ層出土である。

鍍　金族
くりわた

M4は、腐蝕が激しく、頸部や腸挟が欠損しているので断定はできないが、後藤守一氏の分類（後藤

守一1942）によると、有頸柳菓式の鋳身部分で、鎌身断面は平に近いと思われる。形状等から古墳時

代に位置づけられると思われるが、2－3区Sり23002出土なので、近接して存在した石行塚古墳からの

流入とも考えられる。

火打金

M6は、全体の形状が二等辺三角形を呈し、両端に突起が作られた携帯用の火打金である。火打金は、

質のよい鋼で作られた製品で、火打石に打ちつけて火花を出して発火させる道具である。青森県の碇ヶ

関村古館遺跡1979の分類でいうⅢA類にあたり、全国的にも一番出土例の多いタイプである。2－1

区表採資料である。

鉄緒

M7とM8は、ともに環状の鉄製品で、3区Ⅵ層出土である。

用途不明晶

M5は、現存長7。7cmを測る棒状のものである。断面方形を呈し、鉄路の頸部とも考えられるが、腐蝕
のかつぎ

が激しく、箆被部等も確認できないので、断定はできない。もしM5を鉄路の頸部とするならば、2－

3区Ⅵ層で、M4と近接して出土していることから、同一個体の可能性も考えられる。M9は、瓢箪形

を呈した厚さ0。15cmの鉄板である。2－3区Sの23002出土である。

釘類

MlO～M29は形状等から釘として分類したが、腐蝕が激しく、欠損も多いので、釘に分類するには多

少無理があるものも含まれる。以下金箱文夫氏の分類（金箱文夫1984）に従って説明していく。　金

箱文夫氏は、釘を頭の形態を中心として折釘類（釘の基部と同じ太さに頭の曲がった釘）、切釘類（頭の

つくり出しの無い釘）、頭つくり出し類に3大別に分類し、それらをさらに16種に区分している。大平遺

跡の出土品は、欠損部分が多く、3大別の分類を中心に記述を進めていく。まず折釘類に含まれるもの

が3点（M14、M22、M28）、頭つくり出し類に含まれるものが3点（M18、M20、M24）、切釘類に含

まれるものが6点（MlO、M12、M13、M15、M16、M21）、欠損が多くて分類できなかったものが8点

（Mll、M17、M19、M23、M25、M26、M27、M29）である。Ml射ま、腐蝕が激しいので断定できな

いが、Ⅹ線撮影の結果、推定長約3。Ocm（1寸）の折釘もしくはさっば釘の可能性が高い。M22とM28は、

それぞれ推定長約4。5cm（1寸5分）と推定長約6。Ocm（2寸）の折釘と思われる。M18、M20、M2射ま、

3点とも角釘の頭を扁平に鍛き巻いた頭巻と思われるが断定はできない。切釘類に含めた6点は、頭つ
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くり出しが確認できなかったので、切釘類に分類したが、単純に切断したものか、面とりが行われたど

うかは、腐蝕が激しくて断定できない。

銅遥品（第75闇　喝版32）

キセル

7点出土しており、7点とも鋼製品と思われるが、M34は他の6点に比べて鉄が多く検出された（1）。

ラウのついた完形品はなく、M30～M33が雁首で、M34～M36が吸口である。以下古泉弘氏の分類◎編

年（古泉弘1985）に従って説明していきたい。
こうほね

M30は脂返しが湾曲する河骨形と呼ばれるものである。火皿は椀形を呈するもので、首都の湾曲は小

さい。火皿と首部の接合部に補強帯は巡っていないⅣ類と思われる。M31も脂返しが湾曲する河骨形と

呼ばれるものでⅣ類と思われ、18世紀前半に位置づけられる。火皿は椀形を呈すが、一部欠損している。

補強帯は巡っていない。M32は脂返しの欠損が激しく断定できないが、火皿は椀形を呈し、脂返しが緩

やかに湾曲する河骨形で、補強帯が巡らないⅣ類と思われる。18世紀前半に位置づけられる。M33は火

皿も小型化し、脂返しの湾曲がほとんどなくなり、火皿の下に直角に取り付いている。補強帯の巡らな

いⅥ類と思われ、19世紀代に位置づけられる。M34はラウに取り付く部分が一段太く巻かれた「扇付」

と呼ばれるタイプで、Ⅲ類かⅢ類と思われ、17世紀代に位置づけられる。M35◎M36はともに1本の管

で作られており、Ⅳ～Ⅶ類のいずれかに属すると思われる。18世紀前半～19世紀前半に位置づけられる

か。

飼鈴

M37は、形状は球体を呈し、欠損していて断定はできないが、頂部には方形板状の紐を付けていたと

考えられる。また、下半部に一文字の孔が穿たれ、腹部には一段凹帯が横達する。体内にあったと思わ

れる石ないし鉄の丸は遺存していなかった。最大径2。Ocmを測る小型の鈴で、馬鈴とも考えられる。1区

Ⅳ層出土である。

鋼釧

M38は、形状等から考えると装飾具として用いられた鋼釧と思われる。外径4。8～4。85cm、内径4。0～

4。05cmを測り、断面は径0。4cmで丸である。金姑を施した痕跡は認められない。1区Ⅳ層出土である。

3　鉛製晶（第75～76匿！圃版32）

鉄砲玉

大平遺跡からは15個の鉄砲玉が出土しており、ほとんどが表面（外見）が白色を呈している。蛍光Ⅹ

線分析の結果、15個すべてが鉛玉であることが判明した（2）。鉛は融点が327℃と低く、また硬度も小さい

ので、球状の玉を製作するのに容易な金属であったといわれる。しかし、玉が体に当たった時、皮下脂

肪に触れると、瞬時に運動方向を変える性質があるので、体に当たっても直進する鉄玉や鉛青鋼玉に比

べて、殺傷能力が劣るともいわれる。形態的にはほとんど球形を呈しているが、中に片側や一方向がつ

ぶれたり、歪んだ球形を呈するものがある。これらは鉄砲玉発射後の他への打撃の痕跡をとどめるもの

と思われる。さて、出土した鉄砲玉の中に、鋳張りの痕跡が認められるものが7個ある。前述したよう

に鉛は融点が低いので、各自が簡単に溶かして自分の鉄砲玉を製造し、それぞれ鉄砲にあった玉型（弾

丸模）を持っていたといわれる。また、湯注ぎに伴う痕跡と考えられるへソがM45で確認でき、当時の

鉄砲玉製造の方法を教えてくれる（3）。

砲術の秘密条項といわれるものに玉割と称されるものがある。つまり、鉄砲玉の径と鉄砲の口径との

割合である。各流派によって少しずつ違いはあるが、「井上流近要流」による玉割表は第16表のようになっ

ている（4）。出土した鉄砲玉は、酸化が進み、変形をしているものもあるので、本来の形状の計測値を求め

るのは不可能であるが、現状での直径を最大径として計測したのが第20表である。これを「井上流近
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要流」による玉割表にあてはめてみると、二匁玉5個、二匁五分玉3個、三匁玉5個、三匁五分玉1個、

五匁五分玉1個である。火縄銃の弾丸は、鉛玉をもって通常「実弾」と称した。したがってこの鉛弾の

直径が銃の口径となる。大平遺跡で使用された可能性がある火縄銃は、口径10。94mmと11。79mmのものと

思われる。近接して存在した長久保城との関連を伺い知ることができよう。

鉛錘

M39は、鉛製の錘ではないかと思われる。しかし類例がないので、釣り用の錘か投網用の錘かは断定

できず、投網用とするならば複数必要と思われる（5）。2－3区Ⅲ層出土で明治時代以降に位置づけられ

るか。

第閥表　井皇流量割一覧表

一　 九　 九　 八　八　 七　 七　 六　 六　 五　 五　 四　 四　 四　三　 三　 二　 二　 一　 一　 八　 五　 二 玉

目

○　 匁　 匁　 匁　匁　 匁　 匁　 匁　 匁　 匁　 匁　 匁　匁　 匁　 匁　 匁　 匁　 匁　 匁　 匁　分　 分　 分　 分
匁　 五　 玉　 五　玉　 五　 玉　 五　 玉　 五　 玉　 五　三　 玉　 五　 玉　 五　 玉　 五　 玉　 玉　玉　 玉　 玉
玉　 分　　 分　　 分　　 分　　 分　　 分　 分　　 分　　 分　　 分

玉　　　 玉　　　 玉　　　 玉　　　 玉　　　 玉　 玉　　　 玉　　　 玉　　　 玉

十　 十　 十　 十　 十　十　 十　 十　 十　 十　 十　 十　 十　 十　十　 十　 十　 一 鉛
八　 八　 七　 七　 七　六　 六　 五　 五　 五　 四　 四　三　 三　 二　 二　一　 〇　 九　 八　 七　 六　 四　 三 弾

径

喝ヨ転職も喝塗も

三　 〇　 七　 三　 〇　六　 一　 八　 四　〇　 五　 〇　八　 五　 九　 二　 五　 七　 七　 五　 九　 七　 九　 九
五　 四　 一　八　 三　 七　 九　 九　 七　 三　 六　 六　五　 二　 三　 八　 五　 三　 五　 一　 〇　 六　 八　 四
三　 一　 九　 三　五　 四　 四　 五　 七　 五　 五　 二　 〇　〇　 二　 四　九　 二　 一　 七　 五　 〇　 一　 四 拉』

十　 十　 十　 十　 十　十　 十　 十　十　 十　 十　 十　 十　 十　 十　 十　 十　 一 銃
八　 八　 八　 七　 七　 七　六　 六　五　 五　 四　 四　四　 三　 三　 二　 一　 〇　九　 八　 八　 六　 五　 四

●　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●
口
径

喝も喝喝喝喝

七　 四　〇　 七　 三　 〇　六　 二　七　 三　 八　 三　 一　 八 ・一　 五　七　 九　 九　 六　 〇　 八　 〇　 0
一　 〇　 七　 二　 七　〇　 二　 一　 八　 三　 五　 四　二　 九　 九　 二　九　 四　 四　八　 六　 九　 七　 三
九　 一　 一　 九　 四　七　 〇　 二　 六　 五　 六　 一　 六　 〇　 〇　 九　〇　 四　〇　 七　 三　 三　 八　 二 B』

註

（1）沼津工業高等専門学校望月明彦先生の蛍光Ⅹ線分析による。

（2）同　上

（3）三島市教育委員会1985　「山中城址出土の鉄砲玉について」『史跡　山中城跡』

（4）所荘吉1969　『火縄銃』　雄山閣

（5）当研究所池谷和三副所長の指導を得た。
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第悶表　鉄製品一覧表

番号 器　 種 調 査 区 ◎グ リッ ド 遺 構 ・層位 法　　　　　 量 挿 図図版 写真 図版

M l 轡 1　 区 ・F －10 Ⅳ層 復 元残 存長 22。おm 、厚 さ0．7h l、重 さ 158．6 g 7 4 3 1

M 2 轡 1　 区 ・G －1 1 Ⅳ 層 復 元残 存長 14。鉦m 、厚 さ 0．＆m 、重 さ8 2．6 g 〃 〃

M 3 轡 1　 区 ◎G －1 1 Ⅳ 層 残 存長 13。旋m 、厚 さ 0。旋m 、重 さ6 2．4 g 〃 ノノ

M 4 鉄　 茅族 2 － 3 区 ・E －20 S D 2 3002 残存 長 4漉 m 、幅 2．転m 、厚 さ 0．五m 、重 さ8。1g ノノ ノノ

M 5 用 途不 明 品 2 － 3 区 ◎E －21 Ⅳ 層 残存 長 7．たm 、幅 0．5おm 、厚 さ0．おm 、重 さ4．8 g 〃 ノノ

M 6
！

火打 金 2 － 1 区 Ⅳ層 長 さ8．先m 、幅 3．転m 、厚 さ0。3おm 、重 さ 30。7 g ノノ ノ／

lM 7 1 鉄　 環 l 3　 区 ◎G －27 l Ⅳ層 l 外径 3・1cm 、内径 1・艶m 、厚 さ0 ・おm 、重 さ 8・9 g I ノノ 〝　 l

M 8 鉄　 環 3　 区 ◎G －2 7 Ⅳ 層 外 径 2 ．おm 、内径 1凍 m 、厚 さ0 。2おm 、重 さ5 。2 g ノノ 〃

M 9 用途 不 明 品 2 － 3 区 。E －20 Ⅳ 層 長 さ8 。転m 、幅 4。盆m 、厚 さ 0．1おm 、重 さ14 ．8 g 〃 〃

第柑表　釘類…覧表

桓 号 種 別 調 査区 ◎グ リッ ド 遺 構 ◎層 位 残 存 長（cm） 頭 部幅 （cm） 中央 幅（cm）重 さ g 備　　　 考 挿 図図版 写 真図版

iM lO 釘 1　 区 ・J － 9 Ⅳ層 3。5 0．75 0．6 3 。1 先端 部欠 損 7 4 31

M ll 釘 1　 区 ・F － 9 Ⅳ層 3。35 0 。5 2 ．0 頭 部 の先端 部欠 損 〃 ノノ

M 12 釘 巨　 区 ◎F － 9 Ⅳ 層 2．9 0．75 0．8 3。9 先端 部欠 損 〃 ノノ

M 13 釘 1　 区 ・F － 9 Ⅳ 層 4．5 0。8 6 ．9 頭 部 ◎先端 部欠 損 ノノ ノノ

M 14 釘 1　 区 ・F －10 Ⅳ層 2 ．6 0 ．9 0 ．85 1．7 ほ ぼ完 形 ？ ノノ ノノ

M 15 釘 1　 区 ・F －11 Ⅳ層 3 。35 0．45 0 ．55 2．9 先 端部 欠損 〃 〃

M 16 釘 1　 区 e G －10 Ⅳ層 3．55 0．5 5 0．5 2．4 先端 部欠 損 75 〃

M 17 釘 1　 区 ・G －10 Ⅳ層 3．7 0．5云 2．7 頭部 ◎先 端部 欠損 〃 ノノ

M 18 釘 巨　 区 e 上 10 Ⅳ層 2．7 0．8 0．4 1．1 ほぼ完形 ？ 〃 〃

M 19 釘 1　 区 ・I －10 Ⅳ 層 2．9 0．4 0．6 頭部 ◎先端 部欠 損 〃 〃

M 20 釘 2－1区 ・D －12 Ⅵ 層 3 ．0 0 ．55 0 ．35 0 ．9 先端 部欠損 〃 〃

M 21 釘 2 －1区 ・E －11 Ⅵ 層 3 。45 0 。8 0 。7 2 ．0 頭 部欠 損 〃 〃

M 2 2 釘 2－1区 。E －12 Ⅵ 層 3 ．4 0．9 0 ．5 2 ．0 先 端部 欠損 〃 〃

M 23 釘 2－1区 ・F －17 Ⅵ層 2．8 0．5 L 9 頭 部 e 先端部 欠損 〃 ノノ

M 24 釘 2－1区 ・H －14 Ⅵ層 5。4 0．9 0。5 5 5．2 先端 部 欠損 〃 〃

M 25 釘 2…3区 ◎E －18 Ⅲ層 3。6 5 0。5 5 2。2 頭部 欠 損 〃 ノノ

M 26 釘 2－3区 e E －19 Ⅲ層 4．1 0．55 4．2 頭部 欠損 〃 ノノ

M 27 釘 2－3区 ◎E －19 Ⅲ層 1．7 0．4 0 ．4 頭部 ◎先端 部 欠損 〃 〃

M 28 釘 2 －3区 ◎E －2 0 Ⅲ層 3 ．45 1。15 0 ．55 3 ．3 先端 部欠損 ノノ 〃

M 2 9 釘 3　 区 ・G －2 7 Ⅵ 層 3 。1 0 ．8 3 ．2 頭 部 ◎先端 部欠 損 ノノ 〃

第19歳　寺やルTT覧最

番号 種　 別 調査区 e グ リッ ド 遺構 ◎層位
法　 量 （cm ）

備　 考 挿図図版 写真図版
長　 さ 高　 さ 火皿径 吸 口径 重さ（g）

M 30 キセル（雁首） 1　 区 e E － 9 Ⅲ層 （66） 23 14 7 ．9 75 33

M 31 キセル （雁首） 1　 区 ・E － 8 Ⅲ層 （22） 13 工6 火皿1／5欠損 ノ／ ノノ

M 32 キセル （雁首） 1　 区 ◎F － 9 Ⅳ層 （22） （22） 15 ．5 2 ．8 火皿 1／5欠損 ノ／ ノノ

M 33 キセル（雁首） 2 －3区 e E －20 Ⅲ層 （59） 14 11 9 ．4 火皿1／5欠損 〃 ノノ

M 34 キセル（吸口） 2 －3区 ◎E －20 Ⅳ層 （113．5） 5 13 ．7 ラウ一部残存 〃 ノノ

M 35 キセル（吸口） 3　 区 ◎H －25 Ⅵ層 （53） 4．1 ノノ ノノ

M 36 キセル （吸 口） 3　 区 e G －27 石積み遺構 （35 ．5） 1．7 〃 ノノ
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第20表　その他の金属製品一覧表

番 号 器　 種 調査 区 。グ リッ ド 遺 構 ・層位 法　　　　　　 量 挿 図 図版 写真 図版

M 37 銅　 鈴 1 区 ・I －11 Ⅳ 層 最大径 2．0cm、厚 さ0 ．5～0 ．7cm 、重 さ4．2 g 75 33

M 38 銅　 釧 1 区 ・F －10 Ⅳ層 外径 4。85cm、内径 4 。05cm 、厚 さ0．4cm、重 さ11．2 g ノ／ 〃

M 39 鉛　 錘 2 －3区 e E －2 0 Ⅲ層 長 さ5。2 cm、幅 2。Ocm、厚 さ0 。9cm 、重 さ33。1 g ノノ 〃

第割蔑　鉄砲玉一覧表

番 号 種　 別 調査 区 ◎グ リッ ド 遺 構 ・層位 直径 重 さ g 鋳 張 り 備　 考 挿 図図版 写真 図版

M 40 鉛　 玉 1　 区 ・E －10 V 層 12 ．0 9。5 有 り 76 33

M 4 1 鉛　 玉 1　 区 ・F －11 Ⅳ層 12 ．0 8 ．9 無 し 〃 〃

M 42 鉛　 玉 1　 区 ・F －11 Ⅳ層 12．0 9 ．9 有 り 〃 〃

恒 43 鉛　 玉 1　 区 ・G － 8 Ⅳ層 15．0 9．7 無 し 1／2欠 損 〃 〃

M 44 鉛　 玉 1　 区 ・F －1 1 Ⅳ層 11。5 10 。3 有 り ノノ 〃

M 45 鉛　 玉 1　 区 ・H －10 Ⅳ 層 12．0 9．5 有 り 〃 〃

M 46 鉛　 玉 1　 区 ・I －10 Ⅳ 層 11。5 7．9 無 し 〃 ノノ

M 47 鉛　 玉 2 － 1 区 ・I －11 Ⅴ層 11．5 7．1 有 り 1／5欠損 ノ／ 〃

M 48 鉛　 玉 2 － 3 区 ◎E －20 Ⅲ層 1 1．0 7．0 無 し ノ／ ノノ

M 49 鉛　 玉 2 － 3 区 ・E －21 Ⅲ層 11．0 7 ．4 有 り ノ／ 〃

M 50 鉛　 玉 2 － 3 区 ・E －2 0 Ⅲ層 13。0 10．4 無 し ノ／ 〃

M 5 1 鉛　 玉 2 － 3 区 ・E －19 Ⅲ層 11．0 8．9 有 り ノ／ 〃

M 52 鉛　 玉 2 － 3 区 ・E －18 Ⅲ層 1工0 8．0 無 し 〃 〃

M 53 鉛　 玉 2 － 3 区 ・E －2 1 Ⅵ 層 11．0 9。3 無 し ノ／ 〃

M 54 鉛　 玉 3　 区 ◎E －28 Ⅵ 層 12。0 11．0 無 し 〃 〃

第4節　銭　　貨

頂　概要

大平遺跡からは61枚の銭貨が出土した。一般に出土銭貨は、大量埋蔵銭や墓の副葬品としての六道銭、

地鋲等の祭祀のほかに、当時の遺失物がある（1）。大平遺跡の場合、墳墓が多数検出されているので、六

道銭が多数を占めると思われ、可能性のあるものまで含めると35枚（57％）にのぼる。六道銭とは、俗

に三途の川の渡し賃といわれており、本来は棺内あるいは基坑内に収められた銭貨のことをいうが、遺

体の茶毘後、拾骨して骨を他の場所に埋葬して、銭貨を茶毘場にそのまま遺棄するか、周囲に遺棄した

とも考えられる。鈴木公雄氏は、六道銭の習俗は、浄土教信仰が受容される中で、いわゆる六道絵（獄

草子、餓鬼草子）の普及に伴って民間に広まって行った習俗と考えられ、室町時代後半以降に確立した

のではないかと報告している（2）。六道銭の枚数は、全国的にも6枚が一般的であるが、これは仏教の六道

思想の六に関連すると考えられている。また前述の鈴木公雄氏は、全国出土六道銭の集計で6枚一組も

のが、総墓数1588基のの約42。1％を占め、次に10枚以上が約11。3％、1枚が約9。6％と報告している（3）。

6枚一組で副葬されている事例が一番多いが、必ずしも6枚一組で副葬するとは限らないようである。

さて、大平遺跡の出土銭の内訳をみると、渡来銭が49枚（80％）、日本銭が12枚（20％）である（4）。渡

来銭を銭種別にみると、紹聖元賓と黙寧元宴が5枚ずつ、開元通賛、皇宋通贅、祥符元贅、洪武通賛、

永楽通貨が4枚ずつ、天聖元賓と元豊通賓が3枚ずつ、嘉祐通賓と至道元賓が2枚ずつで、他は1枚の

出土で、祥符通賓か祥符元贅か不明のものが1枚である。年代でみると北宋時代のものが37枚と多く、
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明時代のものが8枚、唐時代のものが4枚である。次に日本銭を銭種別にみると、古寛永通貨が3枚、

文銭の寛永通貨が1枚、新寛永通賓が6枚、明治時代の銭貨が2枚である。出土位置からみると、遺構か

ら出土したものが19枚（30％）、包含層からの出土が42枚（70％）である。後者は遺失物が多いと思われ

るが、被熱して出土したものは、六道銭の可能性もあると考えた。

望　　匿出藍銭貨　第開園　図版謂）

M55～74が1区出土の銭貨で、いずれも包含層から出土し、被熱をしているものは1枚もない。M55～

59は、5枚携著して出土しており、六道銭の可能性もある。M62は破片であるが、本銭の太平通箕と思

われる。M63は本銭の至道元窯である。M68は紹聖元賓と判読した。M71は本銭の洪武通資で、背に福

の文字が鋳られていることから、福州が鋳造地であることを示している。

こう　ジ　　鼻一ブ　コ、：亘T二一二鑑賞　こ策汗、錆一箪、軋完黒）

M75～M83は2…温区からの出土である。M75～77はSX2温344の、火葬骨が散在しているやや上部

から、3枚鋸着して検出された。3枚とも被熱しており、六道銭と思われる。M78はSX21016から出土

の黙寧元賓で、且5世紀後半のかわらけや火葬骨ともに出土しており、六道銭と思われる。M79は破片だ

が、嘉祐通貨と思われる。M80は本銭の洪武道賓である。M81はス宴の古寛永通貨である。M82は拓影

図には掲載しなかったが、明治時代鋳造の半銭である。M83は2－3区で、包含層出土のス賓の古寛永

連繋である。

梯　詔匿出藍銭貨　第凋～開園　図版謂）

M84～鼠温5は3区からの出土で、渡来銭が26枚、新寛通貨が6枚である。そのうちM84～98は遺構から

の出土で、M99～Ⅲ5は包含層からの出土である。M84～89はSX3001からの出土で、M84～86とM87～

88はそれぞれ鋳着して出土し、M89のみ単独で出土した。6枚とも被熱していないが、六道銭と思われ

る。M84は無背の開元通貨である。M90～96はSX3192からの出土で、7枚が被熱◎鋸着して出土して

おり、六道銭として遺体と共に茶毘に付されたと思われる。M97はSP3018出土の紹聖元贅、M98はS

P30m出土の永楽通貨である。M99～104は包含層からの出土であるが、6枚鋸着して出土しているので、

六道銭の可能性がある。Ml05は開元通貨で、背に京の文字と下月が鋳られている。この京とは京兆府の

意味で、西安が鋳造地であることを示している。Ml09は、被熱した永楽通宴である。MllO～111は、被

熱していないが銃着して出土した新寛永通贅である。Ml13～Ⅲ5は、被熱した新寛永通宴と思われるが、

Ml15は変形が激しく断定できない。

註

聞　静岡県埋蔵文化財調査研究所　温996　『水井遺跡◎清水遺跡』

湘　鈴木公雄1988　「出土六道銭の組合せからみた江戸時代の銅銭流通」『社会経済史学』　第53巻

第6号

㈱　鈴木公雄　温993　「多数の銭貨を有する六道銭について」『史学』　第62巻　第3号

㈱　銭貨全般について、当研究所足立順司主任調査研究員と岩名健太郎調査研究員の指導を得た。
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第77図　銭貨拓影図1
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第78図　銭貨拓影図2
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第79図　銭貨拓影図3
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貰乃痍　銭貨一覧衷

遺構・層位 グリッド

開元通貨

直径（mm） 重量（g） 孔径（mm） 初鋳年代 備　　考 挿図図版 写真図版

天聖元賓

天聖元賓

M 5 8 皇 宋 通 貨 l l 区 l Ⅳ 層 lI F － 8 lI 24 ．0 l
2 ．8

l
7 ．5

i　／　、　←‘→
真 書

一．‾‾　U　‾▼‾’、J　　　　t！ 10 3 8年 I 】
ノノ

I
ノノ

I M 5 9 嘉 祐 通 賓 I l 区 l Ⅳ 層 l F － 8 I 2生 0 2．5 7．5 真 書 l lO 5 6年 ノノ ノ／

M 6 0 祥 符 連 繋 I l 区 ！ Ⅳ層 I F つ 0 l 2 4 。0 1．2 7．0 蒙 書 1 0 0 9年 ノノ ノノ
M 6 1 黙 寧 元 賓 l l 区 l Ⅳ層 F － 1 0 1．6 筆 書 1 0 6 8年 ノノ ノ／

i M 6 2 太 平通 賓 I l 区 Ⅳ層 G － 8 0 」 真 書 9 7 6年 本 ノノ ノノ
I M 6 3 至 道元 貿 1 区 V 層 I － 1 1 2 3 ．0 2 ．6 6 ．0 真 書 9 95年 本 ノノ ノノ
l M 6 4 祥符 元 貿 1 区 Ⅳ 層 G － 1 0 2 5．0 2 ．1 6 ．0 真書 1 0 09年 ノノ ノノ

M 6 5 黙寧 元 賛 1 区 Ⅳ 層 ′ D － 9 2 3．0 工 5 6 ．0 真 書 10 6 8年 ノノ ノノ

M 6 6 黙寧 元 貿 1 区 Ⅳ 層 F － 1 0 工 6 策 書 10 6 8年 〃 ノノ
i M 6 7 照寧 元 賓 1 区 V 層 F － 9 2 3 。0 2．4 7．0 策 書 10 6 8年 ノノ ノノ
i M 6 8 紹 聖 元 賓 1 区 Ⅲ 層 D － 1 0 2 3 ．0 工 1 7．5 策 書 1 0 9 4年 ノノ ノノ
i M 6 9 紹 聖 元 賓 1 区 Ⅳ層 H － 1 1 2 2 。0 1．3 7 ．5 蒙 書 1 0 9 4年 ノノ ノノ
l M 7 0 紹 聖元 貿 1 区 Ⅵ層 J － 10 2 3 。5 2 。4 6 ．5 行 書 1 0 9 4年 〃 ノノ
l M 7 1 洪 武通 貿 1 区 Ⅵ層 J － 1 1 2 3 ．0 工 9 5 ．5 真 書 1 3 68年 本 （背福 ） 〃 ノ／
l M 7 2 寛 永通 贅 1 区 Ⅲ層 E － 1 0 2 4。0 工 3 6 ．0 1 6 36年 古寛 永 〃 〃
l M 7 3 寛 永通 貿 1 区 Ⅳ 層 G － 1 0 2 5．0 工 8 6 ．0 16 6 8年 新 寛永 （文 銭 ） 〃 〃
l M 7 4 一 銭 1 区 Ⅲ層 G － 8 2 7 ．5 6 ．2 明治 1 7年 〃 ノノ
l M 75 元 祐 通 貨 2－1区 S X 2 13 4 4 D － 1 1 2 4 ．0 2 ．8 7．0 策 書 10 8 6年 被 熱 78 ノノ
i M 7 6 大 観 通 貿 2－1 区 S X 2 13 4 4 D － 1 1 2 3 ．5 2。1 6．0 真 書 1 1 0 7年 被 熱 〃 ノ／

M 7 7 永 楽通 贅 2－1区 S X 2 13 4 4 D － 1 1 2 5 ．0 4 ．7 5．0 真 書 1 4 0 8年 被 熱 〃 ノ／

M 7 8 黙 寧元 賓 2－1区 S X 21 0 1 6 E － 1 1 2 4 ．5 2 ．8 6 ．5 真 書 1 0 6 8年 ノノ ノ／
M 7 9 嘉 祐通 賓 2－1区 Ⅳ層 E － 11 工 2 策 書 1 0 5 6年 〃 〃

M 8 0 洪 武通 貿 2－1区 V 層 E － 1 6 2 2．5 3 ．8 6 ．0 真書 1 3 68年 本 ノ／ ノノ

M 8 1 寛 永通 贅 2－1区 Ⅵ 層 E － 1 2 2 4．0 2 ．1 5 ．5 1 63 6年 古寛 永 〃 〃
l M 8 2 半 銭 2－1区 表 採 不　 明 2 1。0 －　 2 ．3 明 治時 代

－
ノノ i

I M 8 3 寛 永 通 貨 2－3 区 Ⅲ層 E － 2 0 2 3 ．5 工 5 5 ．0 16 3 6年 古 寛 永 7 8 ノ／
I M 8 4 開元 通 貿 3 区 S X 30 0 1 G － 2 7 2 4 ．5 2．6 6．0 真 書 6 2 1年 無 背 ノ／ 〃
i M 8 5 皇 宋通 貿 3 区 S X 3 0 0 1 G － 2 7 2 3 ．5 2．9 7．5 蒙 書 10 3 8年 ノ／ ノノ
i M 8 6 元 豊通 賓 3 区 S X 3 0 0 1 G －2 7 2 5 ．0 2 。9 6 ．5 蒙 書 1 0 7 8年 ノ／ 〃 l

i M 8 7 開 元通 貿 3 区 S X 3 0 0 1 G － 2 7 2 4 ．0 2 ．5 6 ．5 6 2 1年 ノノ ノノ ！

i M 8 8 景 徳元 賓 3 区 S X 3 0 0 1 G － 2 7 2 5 ．0 2 ．6 6 ．5 真 書 1 0 04年 〃 ノノ l

l M 8 9 元豊 通 貿 3 区 S X 3 0 0 1 G － 2 7 2 4．0 2 ．6 6 ．5 策書 1 0 78年 〃 〃 I

i M 9 0 祥符 元 賓 3 区 S X 3 1 9 2 E － 2 6 （2 6。5） 3 ．0 （8 ．5） 真 書 1 00 9年 被 熱 ノ／ ノノ l

l M 9 1 祥 符 元 賓 3 区 S X 3 1 9 2 E － 2 6 （2 1。5） 工 4 （8 ．0） 行 書 10 0 9年 被 熱 〃 ノノ
i M 9 2 祥 符 口賓 3 区 S X 3 19 2 E － 2 6 （2 3 ．5） 工 2 真 書 10 0 9年 被 熱 〃 ノノ
！M 9 3 天 聖 元 襲 3 区 S X 3 19 2 E － 2 6 （2 6 ．0） 2．8 （7 ．5） 真 書 10 2 3年 被 熱 ノノ ノノ
M 9 4 紹 聖元 貿 3 区 S X 3 19 2 E － 26 （2 3 ．0） 1。2 （8 ．0） 行 書 1 0 9 4年 被 熱 ノ／ ノノ

M 9 5 聖 宋元 贅 3 区 S X 31 9 2 E －2 6 （2 4 誹） 2 ．8 （8 ．0） 行 書 1 1 0 1年 被 熱 ノノ ノノ

M 9 6 洪 武通 貨 3 区 S X 3 1 9 2 E － 2 6 （2 4 ．0） 3 ．1 （8 ．0） 真 書 1 3 6 8年 被 熱 79 〃 l

M 9 7 紹 聖元 贅 3 区 S P 3 0 1 8 E － 2 6 2 4 ．0 2 ．5 6 ．5 行 書 1 0 9 4年 〃 ノ′ l

M 9 8 永楽 通 賓 3 区 S P 3 0 1 1 D － 2 6 2 5 。0 2 ．6 5 ．5 1 4 0 8年 ノ／ ノ′ i

M 99 至 道 元 賓 3 区 Ⅵ 層 H － 2 5 2 4．0 3 ．2 6 ．0 行 書 9 9 5年 ノノ 〃 ！

M lO O 祥 符 元 襲 3 区 Ⅵ 層 H － 2 5 2 5 ．0 2 ．9 6 ．0 真 書 1 00 9年

i

i

背京 e 下 月 l

l

l

i

被 熱　 l

〃 〃 l

M lO l 皇 宋 通 贅 3 区 Ⅵ 層 H － 2 5 2 4 ．0 2 ．9 7 ．0 真 書 10 3 8年 〃 ノノ l

M l O 2 皇 宋通 贅 3 区 Ⅵ 層 H － 2 5 2 4 ．0 3 ．4 6 ．5 真 書 10 3 8年 〃 ノ′ l

M l O 3 大 足通 賓 3 区 Ⅵ 層 H － 25 2 5 ．0 3 。2 5．0 真 書 1 17 8年 ノ／ 〃 I

M l O 4 永 楽通 賓 3 区 Ⅵ層 H － 25 2 4 ．5 3 。2 5．5 真 書 1 4 0 8年 ノノ 〃 l

M l O 5 開 元通 貨 3 区 Ⅵ層 H － 2 6 2 3 ．0 2 ．6 7 ．0 8 4 5年 ノノ ノ′ l

M l O 6 元 豊 通 貨 3 区 Ⅵ層 D － 2 7 2 3 ．5 2 ．6 7 。0 行 書 1 0 7 8年 〃 ノノ l

M lO 7 政 和 通 賓 3 区 Ⅵ 層 D － 2 8 2 4 ．O i

l

2 1．5 l

1 ．5 6 ．0

6 ．5 1

分楷

l

l

l

l

1 1 1 1年 ノ／ 〃
M lO 8 洪 武 通 貿 3 区 V I層 D － 2 7 1 ．3 1 3 6 8年 〃 ノノ

M lO 9 永 楽 通 襲 3 区 Ⅵ 層 E － 2 7 工 1 1 4 08年 ノノ カ

M ll O 寛 永通 貨 3 区 Ⅵ 層 E － 2 8 2 3 ．0 2 ．3 6 ．5 16 9 7年 新寛 永 〃 ノノ
M l l l 寛 永通 贅 3 区 Ⅵ 層 E － 2 8 2 2 。5 2 ．1 6 。5 16 9 7年 新 寛 永 ノ／ 〃 l

M 1 1 2 寛 永通 貿 3 区 Ⅵ 層 E － 28 2 2 ．5 2．2 6 ．0 16 9 7年 新 寛 永 〃 〃 ！

M l 1 3 寛 永通 贅 i 3 区 ！ Ⅵ層 E － 28 ！ 2 3 ．0 1．9 6。0 16 9 7年 新寛 永 （被 熱 ） ノノ ノ′ I

M l 14 寛 永通 賓 l 3 区 ！ Ⅵ層 D － 2 8 1 2 3 。0 1．9 6 ．5 16 9 7年 粁寛 永 （被 熱 ） 〃 ノノ l

M l 15 寛 永 通 賓 l 3 区 ！ Ⅵ 層 i D － 2 8 1 （2工 5） 0 ．7 16 9 7年 新 寛 永 （被 熱 ） 〃 〃 i
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第5節　石器◎石製品

打製石器（第30圃　図版34）

二ナイフ形石法

Slは、縦長剥片の打面を石器の基部とした片緑調整ナイフ形石器であるが、上下端が欠損していて、

刃部には二次的加工が施されている。裏面の一部が二酸化マンガンで汚染されている。石材は凝灰岩質

泥岩と思われるが、断定はできない。2－3区Sり23002出土で流れ込みの可能性が高い。

②打製石銀

S2は、1区、層から出土した小型の打製石路である。石材は透明度の高い黒輝石（産地不明）を使

用している。凹基式有茎錆で、平面形態はほぼ三角形を呈す。脚部と茎部の一部が欠損している。S3

は、3区、Ⅳ層からの出土の小型の打製石鋲である。石材は透明度の高い神津島産の黒輝石が使用され

ている可能性がある。凹基式無茎路と思われるが、基部の挟りが浅くて平基に近いタイプである。平面

形態はほぼ三角形を呈すが、脚部の一部が欠損している。2点とも二次的堆積の可能性が高い。

′3′石鑑

骨角器などを穿孔するための工具で、基部（つまみ部）と錐部（刃部）とからなる。S4は錐部の大

部分が欠損したもので、3区Ⅵ層からの出土で、二次的堆積の可能性が高い。石材は伊豆の柏峠産の黒

輝石と思われる。

④打製石斧

S5は、器厚が薄手で小型の撥型打製石斧と思われるが、未完成品である。石材は、凝灰岩質粘板岩

を使用している。3区Ⅲ層からの出土で二次的堆積の可能性が高い。

⑤剥片石器

スクレーパー、刃器等と細分◎呼称されるものだが、本報告では剥片石器として取り上げた。器面の

一方に自然画を残す一次剥片を用い、鋭く抜け落ちたエッジの部分を刃器として使用した可能性が考え

られる。S6は刃部をもつ剥片である。剥片の一部分を明らかに刃部を研磨して使用したと思われる鋭

いエッジをもつ。石材は玄武岩と思われるが。断定はできない。1区Ⅲ層出土で、二次的堆積の可能性

が高い。

踵製石器（第80困　囲版34）

磨製石会洪

S7は、凹基式無茎路の磨製石鋳である。平面形態は二等辺三角形を呈し、側線部中位で外湾するタ

イプであると思われるが、穿孔部から脚部にかけて欠損しており、断定はできない。穿孔部は両面穿孔

と思われ、穿孔近くに石材を試した跡が残存している。石材は、良質の粘板岩を使用している。1区Ⅵ

層からの出土で、二次的唯積の可能性が高い。

3　悪罵（第81回　図版35）

凹石は円形状の磨石の一部を凹めたものが多く、用途としては堅果類の果皮取り（木の実取り）や石

器の製作などが考えられている。大平遺跡からは7点出土している。S9は、1区Ⅳ層からの出土で、

ほぼ中央部に凹みが一つ観察されるほか、敲打部が側線部に3ヶ所観察できるので、凹石だけではなく

て敲石としても使用していたと思われる。扁平でやや歪んだ円形の自然礫を用い、石材は輝石安山岩で

ある。SlO～S12は、3区の石積み遺構から出土した。これらは、二次的な堆積をした後、石積み構築

時に再利用されたものと思われる。SlOは、中央部に凹みが一つ観察される。断面が楕円形で平面が円
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形を呈した自然礫を用い、石材は多孔質の玄武岩である。Sllは、中央部やや上に浅い凹みが一つ観察

される。やや扁平で歪んだ円形を呈した自然礫を用い、石材はやや多孔質の玄武岩である。S12は、中

央部に凹みが一つ観察される。扁平で円形に近い形を呈した自然礫を用いている。石材は玄武岩質安山

岩である。S13は3区SX3041からの出土で、ほぼ中央部に凹みが一つ観察される。扁平で楕円形を呈

した自然礫を用い、石材は多孔質の玄武岩である。S14は3区Ⅵ層から出土で、中央部とその右下に一

つづつ凹みが観察される。扁平で楕円形の自然礫を用い、石材はやや多孔質の玄武岩である。S15は1／

2欠損しているが、表裏面ともに凹みが観察できる。表面の凹みは大きく、形状から石皿と推定すること

も可能かもしれない。扁平で円形の自然礫を用い、石材は輝石安山岩である。3区Ⅲ層出土で、二次的

堆積の可能性が高い。

4　敲祈（第82哩　閉版35）

敲石は、比較的手頃な自然礫をそのまま用い、溝状の打痕（使用痕）をもつ場合が多く、凹痕のほか、

打痕を合わせもつ例も多く認められている。大平遺跡からは3点出土している。S16は2－3区Ⅲ層出

土で、楕円球状礫の端部に1カ所敲打痕をもつ。石材は輝石安山岩である。S17は3区の石積み遺構か

ら出土した典型的な球状タイプの敲石で、3面に敲打痕が観察できる。石材は輝石安山岩である。S18

は3区の表採資料で、扁平礫の端部に敲打痕をもつ。石材は細粒輝石安山岩である。

5　石皿（第82園　図版35）

石皿は中央を凹めた皿形の石器で、目の粗い石が多用される。植物の粉砕◎製粉や土器混和材として

の石を粉末化したものと考えられている。S19は3区の石積み遺構から出土した。1／6程度しか残存せず、

皿部はほとんど欠損している。扁平で円形の自然礫を用いたと思われる。石材はやや多孔質の玄武岩で

ある。

6　砥石（第83～＄6園　図版36）

砥石は、石器◎骨角器◎刃物など生活上で必要な道具を製作もしくは再加工する際に、研磨するため

の道具である。片手で持つことができる軽量なタイプ（持ち砥石＝携帯型）、地面に据え置くタイプ（置

き砥石＝据え置き型）や敲打するための台としての機能を共有しているタイプなどがある。基本的に人

為的に砥がれた面（砥面）と思われる面が観察されたものは、すべて砥石と認定した。大平遺跡では、

完形で出土している資料が少ないため、『川合遺跡　遺物編21992』に準じて重量値から分類を行うと、

出土した29点すべてが500g未満の持ち砥石になる。使用している石材は、29点中22点と流紋岩質凝灰岩

が多い。これは流紋岩質凝灰岩が、自然礫ではやや薄く扁平な状態で採取されることが多く、持ち砥石

としては最適の石材であったからだと思われる。他には流紋岩や凝灰質粘板岩等があるが、軽石製のも

のはなかった。また29点の砥石は、石材の砥粒等から観察すると「荒砥」はなく、大半が「仕上砥」で

はないかと思われるが、断定はできない。S20～S23は1区の包含層からの出土で、4点とも石材は流

紋岩質凝灰岩である。S20は、板状の小型品で下半を欠損している。表裏面と左側面と上面の4面使用

と思われる。S21は板状の小型品で被熱していて、下半欠損している。表面、両側面と上面の4面使用

である。S22は板状の小型品で、上半欠損している。表面はよく使い込まれており、粗い刃痕も認めら

れる。左側面にもわずかだが刃痕が認められる。表裏面と両側面の4面使用である。S23は欠損が激し

く残存部分が少ないが、表裏面と左側面の3面を使用している。S24は2－1区のⅥ層出土で、板状の

小型品である。上下端ともに欠損している。表裏面と両側面の4面使用である。石材は流紋岩質凝灰岩

である。S25は2－3区Sn23002出土の板状の小型品である。表裏面と両側面と上面の5面使用してい

－145－



る。石材は流紋岩質凝灰岩である。3区からは23点出土している。S26～S29は江戸時代に構築された

石積み遺構から出土した。石材はS28が流紋岩と思われるが、他の3点は流紋岩質凝灰岩である。t S26

は柱状の小型品で、上下ともに欠損している。表裏面と両側面の4面使用である。S27も柱状の小型品

で、上部が欠損している。表裏面と左側面の3面使用である。S28は板状の小型品で、下部が欠損して

いる。表裏面と両側面と上面の5両使用している。表面は使用が顕著である。S29は柱状の小型品で、

左側面の一部と下部を欠損している。表裏面と両側面と上面の5面使用である。表面に刃痕が認められ

る。S30～S抽ま包含層出土のものである。石材は、S31◎S34◎S48が凝灰岩質粘板岩、S56が細粒

凝灰岩、S43が玄武岩、S37が凝灰岩質細粒砂岩で、他は流紋岩質凝灰岩である。S30は柱状の小型品

で、下部欠損である。表裏面と両側面と上面の5面使用である。S31は板状の小型品で、両側面と下部

が欠損している。表裏面と上面の3面使用である。S32は柱状の小型品で、下部欠損である。表裏面と

両側面と上面の5面使用である。両側面には線状刃痕が認められる。S33は柱状の小型品で、上部欠損

である。表裏面と両側面の4両使用である。表面の上端近くにV字状の刃痕がみられる。S34は板状の

小型品で被熱していて、下部が欠損している。表裏面と両側面と上面の5面使用している。5面ともに

うっすらと線状刃痕がみられる。S35は板状の小型品で、上部と下部の一部が欠損している。表裏面と

右側面の3両使用と思われるが、右側面の使用頻度は低いと思われる。S36は板状の小型品で、表裏面

と両側面と上面の5両使用である。表面の使用が特に顕著である。S37は板状の小型品で、上下欠損で

ある。表裏面と両側面の4面使用である。表面の中央から下端に向かって使用が顕著である。S38は柱

状の小型品で、下部欠損である。表裏面と両側面と上面の5面使用で、裏面の使用が顕著である。S39

は板状の小型品で、下部が欠損している。表面と両側面と上面の4面使用である。表面の使用が特に顕

著で、中央から下端に向かって挟れている。S40は柱状の小型品で、下端が欠損している。表面と両側

面と上面の4面使用である。S41は柱状の小型品で、上下欠損している。表面と左側面の2面使用であ

る。2面とも使い込みが顕著である。S42は上下欠損している。表裏面と両側面の4面使用である。S

43は形態は不明であるが、表面のみ使用している。S44は柱状で上下欠損している。表裏面と両側面の

4両使用で、表面はよく使い込まれている。S45は欠損が激しく形態はわからないが、表面と左側面と

下面の3両使用である。表面にはうっすらと線状刃痕がみられる。S46は柱状の小型品で、上下と右部

が欠損している。表裏面と左側面の3面使用である。S47は柱状の小型品で、上下左右ともに欠損して

いる。表裏面の2両使用である。S48は、板状で上部が欠損している。形状等から硯と推定することも

可能なので、硯として製作した後、砥石に転用されたかもしれない。硯とするならば、表面は全面欠損

の平面形が長方形の「長方硯」で、小型の持ち運びが便利なタイプと思われるが、墨等が全く付着して

いないので、断定はできない。砥石としては、表裏面と両側面および下面の5面使用である。3区Ⅵ層

出土である。

火紆ち石（第8園　園版鋼）

S49は璃塔の破片で、火打ち石と思われる。火打ち石は磨耗が進むと火花が出にくくなるため、磨耗

する面を再度割る必要がある。各方向からの剥離痕がみられる。1区Ⅳ層出土である。

8　用途不明晶（第8の◎8回　図版鋼）

S8は直径4。5mmの緑玉髄の中央に、径1。5mmの孔を両面穿孔しているようである。形状等から数珠の

一部分と推定することも可能だが、断定はできない。2－3区Sり23002出土である。S50は、輝石安山

岩を球状に加工し、さらに下端の一部を平らにして、径6mm、長さ17mmの孔をあけているが、貫通させてい

ない。この孔の部分に何かを差し込んで使用したものと思われる。形状からはこけしの顔の部分に相当
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するようにも見える。外面は全面が被熱しているようである。S51は有乳状の用途不明品である。表面

の中央部やや上に径3。5mmの孔をあげているが、貫通させていない。裏面にも穿孔痕と思われるものが、

中央部にみられる。石材は滑石である。

註

潮　石器珍石製品全般について∴．当研究所富樫孝志調査研究員の指導を得た。

紹　石材鑑定は、S　～S、S　～S軋　S別については、静岡大学伊藤達玄名誉教授の御教示によ

る　′、‘こ　、：‘二　　′‥二・∴’．、lノ罵．、∴′　ハ′・ノ
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第23表　石器◎石製晶…覧表

番号 器　 種 調査区 ・グリッド 、血　　　　　　　　　　＿L．最大長柄 最大幅柄 最大厚如） 重畳（g） 色　 調 材　 質 備　　　 考 い　　　ヽヽ 写真図版退構 ・層位 挿図図版

S l ナイフ形石器 2 －3 区 ・E －20 S D 23002 2．3 2．0 0．7 10．1 灰色 凝灰岩質泥岩？ 二酸化マンガンで汚染 80 34

S 2 打製石鋳 1　 区 ・E －9 Ⅳ層 2 ．5 1．9 0．8 1．8 暗灰色 黒輝石 産地不明 〃 〃

（‘ヽ11O J
l 打製石鋳 i 3　 区 e E －27 i Ⅳ層 1．9 i l・4 恒 ・4 i　　 ハ　ハ

l　 U・0
匝 オリーブ灰色 I黒輝石 巨申津島産 ？ l　 ノ／ 】　 〝

S 4 打製石錐 3　 区 e G －27 Ⅵ層 2．3 2．0 0．7 2．9 暗オリーブ灰色 黒耀石 相峠産 〃 ノ／

S 5 打製石斧 3　 区 e E －28 Ⅲ層 6．7 3．8 0．8 26．2 明黄褐色 凝灰岩質粘板岩 細粒 〃 ／／

S 6 剥片 1　 区 ・H －9 Ⅲ層 6．3 4．5 2．0 63．6 灰黄色 玄武岩？ ノノ ノ／

S 7 磨製石鋳 1　 区 eG －10 Ⅵ層 2．7 1．5 0．2 0．8 灰色 粘板岩 良質 ノ／ 〃

S 8 用途不明品 2 －3 区 。E －20 S D 230 02 0．5 0．5 0．5 0．3 緑玉髄 〃 ノ／

S 9 凹石 1　 区 e F －10 Ⅳ層 14．9 12．5 4 ．3 1012．1 灰白色 輝石安山岩 81 35

S lO 凹石 3　 区 e F －27 石積み遺構 13．1 11．4 6．4 1141．0 灰色 玄武岩 多孔質 〃 ノ／

S ll 凹石 3　 区 e F －27 石積み遺構 13．4 12．5 7．8 1989．2 灰色 玄武岩 やや多孔質 〃 〃

S 12 凹石 3　 区 ・F －27 石積み遺構 14．8 11．8 5．0 1209．3 灰色 玄武岩質安山岩 〃 ノ／

S 13 凹石 3　 区 ・D －27 S X 30 41 18．3 14 ．8 6．7 24 44．5 灰色 玄武岩 多孔質 〃 〃

S 14 凹石 3　 区 e D －27 Ⅵ層 3 4．8 28．8 12．0 154 30．7 灰色 玄武岩 やや多孔質 〃 〃

S 15 凹石 3　 区 e E …28 Ⅲ層 8 ．4 5．3 3．1 16 6．9 灰色 輝石安山岩 〃 〃

S 16 敲石 2 － 3 区 e E －20 Ⅱ層 6．3 4．4 4．0 13 4．4 黄灰色 輝石安山岩 82 ノ／

S 17 敲石 3　 区 ・F －27 石積み遺構 12．5 11．2 9．5 186 8．8 灰色 輝石安山岩 〃 〃

S 18 敲石 3　 区 e G －27 表採 8．6 4．2 2．4 13 5．6 灰色 細粒輝石安山岩 〃 〃

S 19 石皿 3　 区 のF －2 7 石積み遺構 28．5 9．7 5．5 964．7 黄灰色 玄武岩 やや多孔質 〃 〃

S 20 砥石 1　 区 e I －12 Ⅳ層 3．0 3．5 1．7 2 1．5 灰黄褐色 流紋岩質凝灰岩 83 36

S 21 砥石 1　 区 。G －10 Ⅴ層 3．8 3．4 1．0 17．2 にぷい褐色 流紋岩質凝灰稟 火を受ける ノ／ 〃

S 22 砥石 1　 区 e G －10 Ⅲ層 7．2 5．3 2．3 117．9 にぷい黄橙色 流紋岩質凝灰岩 〃 〃

S 2 3 砥石 1　 区 。G －12 Ⅳ層 6．3 2．4 2．4 34．3 橙色 流紋岩質凝灰岩 〃 ノノ

S 2 4 砥石 2 －1 区 ・E －14 Ⅵ層 4．7 3．4 1．2 24．3 淡黄色 流紋岩質凝灰岩 〃 ノ／

躇（（＿I
S Zb

†イ＿T＿＿　　　 】
砥石

ハ　　ハ「†　 ．【　 （1l
∠‾J L旦●　ヒ‾！1

ハn nハハハハI
b lJ JJUU∠

3．8 I 2．4 1．O l ．r　ハl
13．8

、Jゝ →十か　　　　　　 I
浅頁1ヨ

流紋岩質凝灰岩 l l ノノ ノ／　 鐙隣．、　′ヽ＿．S Zb l　　　　　　　l－H′rr一一砥 石 l　′ヽ　　　　　′ヽ　「一Y　　　．【　　　　　′ヽ1∠－ J L旦 ●　ヒ－！1 l　′ヽ　n Jヽ′ヽ′ヽ′ヽ′ヽb lJ JJUU ∠■　 3 ．8 1　 2 ．4 1 1．0 l　　　　　　lr－　　′ヽ13 ．8 l　ヽJゝ 　」＋＿　′丁浅頁 1ヨ ■流紋岩質凝灰岩 l ■　　 ノノ ■　　 ノ／　 f

S 26 砥 石 3　 区 。F － 28 石積 み遺 構 6 ．3 2 ．1 3 ．0 90 ．0 黄灰色 流紋岩質凝灰岩 〃 〃

S 27 砥 石 3　 区 ゆF － 28 石積 み遺 構 8 ．2 2 ．2 2 ．2 66 ．8 浅黄 橙色 流紋岩質凝灰岩 ノ／ 〃

S 28 砥石 3　 区 ¢F － 27 石積 み遺 構 9 ．5 2 ．9 1 ．6 61 ．8 灰 白色 流紋 岩 ？ 〃 〃

S 29 砥石 3　 区 。G － 27 石積 み遺構 7 ．5 5 ．1 2 ．8 18 2 ．2 にぷ い黄褐色 流紋岩質凝灰岩 ノ／ ノノ

S 30 砥石 3　 区 ・D － 27 Ⅲ層 7．5 4 ．4 2 ．7 146 ．7 明黄褐 色 流紋岩質凝灰岩 84 〃

S 31 砥石 3　 区 e E … 28 Ⅱ層 4 ．3 3 ．0 0 ．8 15 ．4 灰 黄色 凝灰岩質粘板岩 〃 〃

S 32 砥石 3　 区 ・F － 28 Ⅵ 層 5 ．3 3 ．2 1 ．9 5 4 ．6 にぷ い褐色 流紋岩質凝灰岩 ノ／ ノ／

S 33 砥石 3　 区 e F －2 8 Ⅵ 層 7 ．9 3 ．6 2 ．2 I lO 2・0 一にぷ い黄橙色 一流紋岩質凝灰岩 ノ／
l

l　 〃

S 34 砥石 3　 区 e E －2 7 Ⅵ 層 5 ．2 3 ．6 1 ．1 3 0．8 にぷ い赤 褐色 凝灰岩質粘板岩 〃 〃

S 35 砥 石 3　 区 。E －28 Ⅵ 層 6 ．0 4 ．2 1 ．1 42 ．1 灰 白色 流紋岩質凝灰岩 風 化が 少 ない ノ／ ノ／

S 3 6 砥 石 3　 区 ・E …28 Ⅵ 層 6 ．1 5 ．2 2 ．0 80 ．8 にぷい黄 橙色 細粒凝 灰岩 〃 〃

S 3 7 砥 石 3　 区 e H － 25 Ⅵ 層 7 ．1 3 ．1 1 ．4 39 ．2 にぷい黄 橙色 凝灰岩質細粒砂岩 85 〃

S 38 砥 石 3　 区 e G － 27 Ⅵ層 7 ．3 3 ．1 2 ．2 70 ．0 にぷい黄 橙色 流紋岩質凝灰岩 〃 ノ／

S 39 砥石 3　 区 。D － 28 Ⅵ層 8 ．9 4 ．2 1．4 65 ．9 灰黄 色 流紋岩質凝灰 岩 〃 ノ／

S 40 砥石 3　 区 ・D － 28 Ⅵ層 6 ．1 5 ．0 2 ．9 153 ．5 にぷ い黄 橙色 流紋 岩質凝灰岩 〃 〃

S 41 砥石 3　 区 。F － 27 Ⅵ層 7 ．9 3 ．3 2 ．3 69 ．3 にぷ い橙色 流紋岩 質凝灰岩 や や多孔 質 〃 ノ／

S 42 砥石 3　 区 e E － 26 Ⅵ層 8 ．8 3 ．0 3 ．2 108 ．8 灰 白色 流紋岩質凝灰岩 〃 〃

S 43 砥石 3　 区 e E － 28 Ⅵ層 10 ．3 3 ．2 3 ．2 124 ．9 灰色 玄 武岩 8 6 ノノ

S 44 砥石 3　 区 。 I － 25 Ⅵ層 13 ．9 3 ．1 3 ．9 190 ．4 橙色 流紋岩質凝灰岩 〃 〃

S 45 砥 石 3　 区 。F －2 8 Ⅵ層 8 ．2 5 ．6 2 ．7 100 ．3 灰 白色 流紋岩質凝灰岩 〃 ノ／

S 46 砥 石 3　 区 ・G －2 7 Ⅵ 層 6 ．9 5 ．1 2 ．8 8 3 ．3 浅 黄橙 色 流紋岩質凝灰岩 〃 ノ／

S 4 7 砥 石 3　 区 。G －2 7 Ⅵ 層 5 ．3 5 ．4 3 ．2 1 10 ．3 灰 白色 流紋岩質凝灰岩 〃 〃

S 48 砥 石 3　 区 e G －27 Ⅵ 層 9 ．2 5 ．9 2 ．0 1 18 ．6 灰 色 凝灰岩質粘板岩 〃 ノ／

S 49 火打 ち石 1　 区 e F － 9 Ⅳ 層 2 ．7 2 ．8 1 ．6 1 1 ．3 明 黄褐色 塙瑠 82 34

S 50 用 途不 明晶 3　 区 e F － 27 Ⅵ 層 4 ．7 3 ．9 75 ．3 灰色 輝石 安山岩 火 を受 け る ノ／ 〃

S 51 用 途不 明品 1　 区 。G － 11 Ⅳ 層 3 ．4 2 ．0 2 ．2 22 ．0 灰 黄褐色 滑石 〃 ノノ
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享‥l‾享　三　二　二

1　はじめに

大平地区は、南端近くで水神平系の条痕文式の壷と弥生前期の遠賀川式の壷がセットで出土していて、

弥生時代遺物包含地として「静岡県遺跡地名表」にも掲載されているが、本遺跡より北200m程の所で行

われた昭和55年の国道246号線裾野バイパス建設時の調査においては、弥生時代の遺構は検出されず、弥

生式土器が僅かに出土したのみで、遺跡からは、主に中近世の遺構◎遺物が検出された。本遺跡におい

ても、弥生時代の遺構は検出されず、弥生式土器の小破片が1点表採資料として検出されただけで、弥

生時代の遺跡という性格は否定され、裾野バイパス建設時の調査結果と類似した中近世の遺構◎遺物が

検出された。その中で中世においては、中世墓◎火葬施設が、近世においては、石敷遺構⑳石積み遺構◎

墳墓の可能性がある土坑が検出された。調査報告の最後にあたり、改めて遺跡を時代別に整理し、若干

の考察を加えることでまとめとしたい。

2　中世の様相

当該期の様相は、調査区全域のⅣ層上面でみられた。集石墓、土坑、小穴、溝状遺構などの遺構群が

それであり、その中で2－1区を中心として展開している集石基群（中世墓）は、本遺跡の主体をなす

ものである。中世墓は、2－1区より21基、3区より6基の合計27基が検出された。形態はすべて上部

に集石を伴うものであると思われるが、一部集石が流失したものや調査時に除去してしまったものもあ

り、集石がそれほど元位置を留めていないことも考えられる。集石の下部構造は、土坑をもつものと小

穴をもつものの2つがある。集石の平面形態は円形、楕円形、隅丸方形、不整形と様々であった。用い

られた礫は、黄瀬川の河原石で、大きさは数cm～150cm前後で、20cm程度のものが中心である。径100cm

以上の礫は、墓標として用いられた可能性も考えられる。縁石をもつと認めたものはなく、礫を方形あ

るいは長方形に全面に敷き詰めたものもない。礫は全面に敷き詰めるというよりも、数cmの間隔を開け

て並べたような状況のものが多かった。なお集石墓の分類基準については、P42を参照されたい。調査

区全域で、集石基Ⅲ類が21基、集石墓Ⅴ類が6基検出された。

埋葬については、1基から複数が認められたのは2－1区SX21011と3区SX3001の2基であった。

SX21011は、集石下の土坑から検出された歯牙と火葬骨の鑑定結果（付編1◎2参照）によると、火葬

と土葬の両方が行われたようである。SX3001は、土葬による2遺体が埋葬されたようであるが、調査

時に遺構を削平してしまって、全体のプランを把握できなかったので、断定はできない。中世墓と認定

した他の25基は、火葬で、1基につき1ヶ所の埋葬と思われる。主体部の形態については、集石の下部

に土坑を穿ち、火葬骨を納めたと思われるものが21基、集石の下部に小穴を穿ち、集石中もしくは小穴

中に火葬骨を納めたものが3基である。

骨蔵器は、中世墓内および周辺からも使用したと思われる陶磁器の破片も出土しておらず、有機質の

骨蔵器を使用した可能性も、土坑内や小穴内から出土した火葬骨が散乱して出土しているので低いと思

われる。

次に中世墓の平面的配置や位置関係をみてみると、2－1区の第1段丘面に21基、第2段丘面に1基、

3区に5基というように大きく3つにグルーピングできると思われる（第3図参照）。第1段丘面の20基

はさらに遺構の配置から2ヶ所に分けられる。まずり◎E－11～13グリッドの17基のグループであるが、

この中に人骨が遺存していた9基がり◎E－11グリッドに集中している。ここは、調査区の北端にあた

り、隣接する水田や町道部分にも中世墓が展開している可能性が高いように思われる。この地域では中
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世の集石基の検出例は少ないので、今後の町道部分の調査によって、新たな展開が確認できるかもしれ

ない。もう一グループはF～H－12グリッドの4基で、すべて集石墓Ⅲ類であった。第2段丘面で検出

された中世墓は、SX21375の1基のみで、やや中世墓として認定するには疑問が残る遺構である。3区

で検出された5基は、遺構の配置から3区分できる。まず、E－28グリッドのSX3026◎3037◎3195の

3基である。3基とも近接して検出された集石墓Ⅲ類である。他の2基はそれぞれ単独で検出された集

石墓Ⅲ類である。

また、中世墓に関連する遺構として、3区で火葬施設と思われるSX3188が検出された。周囲に3基

の集石墓も検出されており、この遺構で茶毘に付した後、遺骨を埋葬したのではないかと考えた。SX

3188からは通風孔らしき痕跡は検出せず、深さも19cmと浅いので、棺や薪をある程度地表に露出させる

ことによって火力を得る方漁1）をとっていたと考えられる。検出面直上で出土した5枚セットのかわら

けは、15世紀後半から16世紀初頭のものと考えられ、手向けとして火葬施設としての機能を終えた段階

で供献されたと思われる。他に2－1区で3基、3区で1基検出状況から火葬施設の可能性が考えられ

るものもあったが、それを裏付ける確たる遺物も出土せず、壁面も焼けていなかったので、不明遺構と

した。

一方、裾野バイパス建設時の調査や平畦遺跡で土壌（土葬）墓として検出されたものと類似する土坑

が30基検出されている。内訳は、座棺を埋葬したと考えられる円形もしくは不整円形のものが19基。隅

丸方形のものが1基。土葬による屈葬が考えられる楕円形のもが10基である。しかし、すべての土坑で

遺物の出土がなく、人骨も遺存していないことなど、土坑を墳墓として位置づける確たるものがないた

め、今回は性格の言及はできなかった。もし、この30基の土坑を墳墓とするならば、上記の集石墓と合

わせると、黄瀬川河岸から河岸段丘上まで、－一大墓地群が展開していたとも考えられる。

中世墓群の年代は、共伴する土器◎陶磁器が少なく、石塔も出土していないので、年代決定の決めて

を欠く状況であるが、SX21016◎SX21378◎SX21382◎SX3001から出土したかわらけが15世紀後半

から16世紀初頭のものと考えられることや、SX21344で六道銭として副葬された永楽通貨（初鋳年代1408

年）から、15世紀から16世紀初頭と考えた。

被葬者については、副葬品が少ないため推定の域をでないが、中世墓から出土した副葬品は、六道銭

の他は若干のかわらけだけであるので、上層階級の墳墓とは考えられず、松井一明氏の指摘した在地の

有力者層の中でも下位の者か（2）、当該期の庶民の可能性が高いと思われる。

3　近健の様相隠慧齢竃

当該期の様相は、1区と3区でみられた。1区ではⅣ◎V層上面検出の遺構群が、江戸時代のものと

思われるが、遺構から遺物が出土していないので、断定はできない。遺構は土坑、小穴、溝状遺構が主

たるものである。残念ながら小穴の配列から建物の存在を認定するまでには至らなかった。3区では、

Ⅳ層上面検出の遺構群が、江戸時代のものと思われる。出土遺物は15世紀代から19世紀代と年代幅が広

いが、18世紀代のものが比較的多く、江戸時代中期に構築時期を求めることができるかもしれない。遺

構は石敷遺構、石積み遺構、集石基、土坑、小穴、溝状遺構が主たるものである。特に石敷遺構、石積

み遺構は、墓域中に構築された墓道の可能性も考えられる。

また本遺跡からは、1区で1点、2－1区で1点、2－3区で2点、3区で10点の合計14点の馬歯が

出土している。他の部位は検出されず、遺存状態も悪いものが多かった。また、火葬されているものも

なく、近世の包含層か遺構から検出されたものである。詳しい内容については付編1の鑑定結果を参照

していただきたいが、検出された14点中若い馬（4才馬ぐらい）と思われるものが2点、老齢馬のもの

と思われるものが4点検出されていて、他の8点は小破片のため年齢等はわからなかった。

ー157－



江戸時代の南一色における馬に関する記述は、例えば保有数については、「長泉町史上巻」によれば安

永6（1777）年の村明細帳の中にあるとし、一色村では本百姓47人に対して馬保有が5頭というように

少なく、さらに長泉地域の村々をみても下土狩村の35頭を除けば、他村も10頭以下であり、一般普通農

家では家畜を養うところまで及ばなかったのではないかと考えられるとしている。

その一方で馬に関する興味深い史料が江川文庫の中にあるので紹介したい。

乍恐以書付奉願上候

駿州駿東郡木瀬川村名主仁右衛門井小前惣代源吉外壱人、奉中上候私共村方之儀者、御料私領共高合

三百廿三石余二而、木瀬川橋場より川上こ堰場有之、字城ヶ坂与申其底こ芝切場与、柏唱候場所有之。

近年木品盛木いたし、同所こ馬繕場捨場等も有之、右者新田開発之節より被御差置候地こ而近年右堰本

田新田共用水こ而、木瀬川筋之儀者御存与為在候通、川幅広ク堰場難渋こ而出水之度々及破損候得者、

御料私領こ不抱百姓一同欠付、右場所こ而木品控木枝葉芝切取破損堰取繕方先前より仕来り候処、‥‥…………‥

……奉申上候以上、

嘉永二酉年二月

駿州駿東郡木瀬川村　中前惣代源吉　同正　　　名主仁右衛門

韮山御役所

これによれば、木瀬川村（現沼津市）の用水堰の芝切り場で土地争いが起こり、嘉永二（1849）年に

その土地争いの証文が出された。この中に、木瀬川橋場から川上の堰場の字城ヶ坂という所が、馬繕場◎

馬捨場であったという記載がみられる。木瀬川橋は、旧東海道（現在の県道沼津◎三島線）に架けられ

た橋で言日大岡村と旧清水村を結ぶ架橋であった。沼津市内地域別小字名人略図（3）によると、大岡村側

の小字は木瀬川橋の北が北川端で南が南川端である。そこから黄瀬川の西岸沿いに上流に遡っていくと、

旧長泉村との境界に牧堰という小字がみられる。しかし大岡村内に城ヶ坂という小字は確認できず、黄

瀬川沿いをさらに北上し、旧長泉村の下長窪地区においては明治20年代作成の村絵図から、一色地区に

おいては嘉永六年の検地帳から小字名を探しても、城ヶ坂という小字を確認することはできなかった。

ただ下長窪地区の長久保城が位置したところが字城山とあるので、推定の域をでないが、城ヶ坂と関連

があるかもしれない。しかし、もし城ヶ坂の地が本遺跡が立地している所とするならば、14点出土した

馬歯は、処分（埋葬？）された馬のものと考えることも可能かもしれない。

おわりに

今回の調査は調査範囲も広く、一部層位的に複雑な箇所が見られたことや、検出された遺構からの遺

物の出土が少ないことなどに起因して、遺構によっては、その年代や性格の解明に決め手を欠き、余り

踏み込んで実像をつかむことができなかった。そんな中で、河岸段丘上に展開する中世墓群を検出でき

たことは特筆すべき点であり、今回の調査における最たる収穫の一つと言えよう。今後未買収地域や隣

接する町道部分の調査が進めば、本地域における中世墓群の全容が解明され、村落墓としての位置づけ

が可能となることを期待するところである。

註
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金　子　浩　蒜

頂　動物遺体種名蔑

脊椎動物門　PhyヱⅦm VE配TEBRATA

哺乳綱　Class Mammalia

霊長目　のrder Primates

ヒト科　Family Homimidae

ヒト　班omo sapiens

奇蹄目　の㌃der Perissodacty温a

ウマ科　Family Equidae

ウマ　Equus cabaⅢus

偶蹄目　のrder Artiodactyla

ウシ科　Fami鼠y Bovidae

ウシ　Bos taurus

2　出藍動物遺体の概要

①　ヒト　Homo sapiens

大平遺跡出土の人骨は、ほとんどが細かく砕かれた状態での出土なので、性別◎年齢の死因等を判別

するのは困難であり、個々の所見もあくまで可能性であることをお断りしておきたい。

NB－28……2－1区SX21011から出土した青年と思われる火葬骨の頭骨片（頭頂骨片を含む）である。

NB－88……2－1区SX21016から出土した火葬骨である。肩甲骨、上腕骨、頭骨などを含んでいる。

NB－90・…‥2－1区SX21345から出土した火葬骨である。四肢骨を中心とした破片で、わずかに肋骨

片を含む。

NB－101・…‥2－1区SX21361から出土した火葬骨である。焼けて小さくなっているかと思われるが、

非常にきゃしゃなので、女性の榛骨片と思われる。

NB－23①……2－1区E－12グリッドⅥ層で検出した火葬骨片である。部位は不明である。

NB－8…‥・3区SX3192から出土した火葬骨である。頭骨を中心とした骨で、一部四肢骨が混じる。

成人のものと思われるが、あまり年はとっていないと思われる。

NB－31……3区SX3043から出土した火葬骨で、四肢骨片の可能性が高い。

②　ウマ　EqmuS Caballus

NB－16‥‥‥1区り－10グリッドのⅣ層で検出した上顎臼歯である。2個分位有ると思われるが、破損

していて部位などは不明である。おそらく後臼歯と思われる。歯冠高70mmのやや若い個体で

ある。

NB－23②‥・・‥2－1区E－12グリッドのⅥ層で検出した上顎臼歯片である。歯冠高は不明である。

NB－20……2－3区E－20グリッドで検出した頼側の一部を残す破片である。歯冠はなお高かったこ

とが予想される若い個体であったろう。M2の可能性がある。

NB－21……2－3区F－20グリッドで検出した2ないし3個の下顎臼歯と上顎歯が混在する。保存が
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同程度であるので、同一個体の歯ではないかと思われる。歯冠は30m程度残すのみである。

NB－1・‥…3区E－27グリッドの石敷遺構から検出した上顎臼歯片と思われる。頬側の一部を残し、

唆面が欠けるが歯冠は高かったように思われる。

NB－2‥…・3区F－27グリッドのⅣ層から検出した、破損した上顎臼歯片である。歯冠高30mm位と思

われ、老齢馬である。

NB－3‥…・3区F－27グリッドのⅣ層から検出した下顎臼歯片と思われるが、破損がひどくて断定は

できない。ただし歯冠は高くない老齢馬と思われる。

NB－4‥‥‥3区E－28グリッドのⅣ層から検出した上顎臼歯片である。

mM3の頼側を残す破片で、歯冠現高30。Ommであり、かなり唆耗した歯で老齢馬である。

NB－6……3区E－28グリッドのⅣ層から検出した小さく割れた臼歯片である。

NB－7‥…・3区E－28グリッドのⅣ層から検出した細かく割れた臼歯片である。

NB－11……3区G－27グリッドのⅥ層から検出した小さく割れた臼歯片である。

NB－14……3区G－27グリッドの石積み遺構から検出した上顎臼歯片（監P2）である。左側最前部の

臼歯で、歯冠はすでに20。Ommという低さなので、老齢馬である。

NB－17‥‥‥3区F－27グリッドの石積み遺構から検出した下顎臼歯片である。歯冠は現高で30mm足ら

ずである。破損して、唆面の様子が明らかでないが、原状が残されているとすれば老齢馬で

ある。

NB－32……3区E－28グリッドのSX3043から検出した下顎RM2である。頼側の一部を欠損するが、

現存高が75。Ommで、若い個体といえよう。

㊦　ウシ　Bos taurus

NB－19……1区I－9グリッドのⅣ層から検出した上顎臼歯片である。部位等は不明である。

3　東平遺跡の嵐と牛馬の遺体

①　人骨

鑑定した人骨は火葬されたもので、強い火力によって焼かれ灰白色を呈していた。それぞれの地点で

出土した骨は、骨のごく一部で、火葬にされた後に、頭骨、四肢骨のうちごく一部が運ばれたものと思

われる。当時の火葬骨の扱い方を知る資料といえよう。ただし、火葬骨が出土したSX21011から検出さ

れた11個の歯は、土葬骨の可能性が高いと思われる。

②　ウマとウシ

歯が残されていたが、ウマの歯が大部分であった。歯から推定される年齢は7～8才位が多いが、中

にはそれ以上の年齢の個体もみられた。

ウマがウシに比べて多いのは、東日本の特徴のようである。これまで知られたこの地方の遺跡からの

出土例も同様であった。
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一十三㍉　∴三三三二±二＝二王千二二∵二

浜松医科東学法医学教室

司　概要

大平遺跡で検出された歯牙は、2－1区SX21011と3区SX3001の中世墓と思われる2基の遺構から

出土したものである。検出された歯牙88点は、損壊が著しく、判定が困難なものが多かったが、NB33～

NB43の11個の歯は遺存状態が比較的よかった。歯牙の推定箇所、推定年齢、推定性別等は表1～表4

に示した。なお2基の遺構とも複数個体が埋葬された可能性が高いが、検出した墓における埋葬型式や

埋葬の順序および歯牙相互の血縁的関係などは不明である。

2　検査結果

寿1　N〔うーて2群の蹄勇二（S X3601）

歯の推定箇所 推定年齢 推定性別 参　　　 考

① 左上第 1大臼歯 20歳前後の可能性大 女性の可能性大 唆耗が比較的少ない

② 右下第 3大臼歯 〃 〃 〃

③ 右上第 1大臼歯 〃 ノノ ① と③は左右対象の可能性大

④ 損壊著 しく判定困難 損壊著しく判定困難 損壊著しく判定困難

⑤ 〃 ノノ 〃

⑥ 〃 ノ／ ノ／

⑦ 右下側切歯
5 ～10歳の子供の可

能性大
不　　 明 唆耗が比較的少ない

⑧ 右下中切歯 ノ／ 〃 ノノ

58片ある歯牙中、判定可能なものは5片であった。少なくとも内3片は20歳前後の女性の可能性が高

く、2片は5～10歳程の子供の可能性が高いので、SX3001は2個体が埋葬された土葬墓と考えられる。

義2　如し主－12群の歯牙（SX3C01）

歯の推定箇所 推定年齢 推定性別 参　　　　　 考

① 大　 臼　 歯 不　 明 不　 明 損壊高度のため判定不可能

② 右 下 犬 歯 不　 明 不　 明 唆耗が比較的少ない

2片の歯牙は、大臼歯と右下犬歯と推定されるが、年齢、性別等は判別できない。
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衰3　N癌一一3〇着羊の歯牙（SX2‾i311）

歯の推定箇所 推定年齢 推定性別

甘 左下第2 大臼歯 成人の可能性大 男性の可能性大

② 左下第1大臼歯 ノノ 〃

③ 右上第 1 または第 2大臼歯 〃 〃

④ 左上第 1 または第 2小臼歯 〃 〃

⑤ 左下第 1 または第 2小臼歯 ノノ 〃
i⑥ 右上側切歯 〃

l
〃

NB－30群は18片の歯牙からなり、このうち判別可能なものが6点あった。この6点は唆耗が同様に

高度で、歯冠の丸味が少なく、成人男子の同一個体のものである可能性が高い。

哀4　N333＼iq『43の歯（S）く21011）

番号 歯の推定箇所 推定年齢 推定性別 参　　　　　　 考

N B －33 左上第 3 大臼歯 成人の可能性大 不　　 明
現代人にこの形はあまりない。嘆耗が
少ないため、萌出したばか りか、萌出
前である。

N B －34
右下第 1 ，第 2 ，第

3 大臼歯の どれか
青年の可能性大 不　　 明 唆耗が少ない

N B －35 右上犬歯
少年～青年の可能 男性の可 唆耗が少ないので、萌出 したばか りか、
性大 能性 萌出前の可能性大。

N B －36 左上第 1 小臼歯
成人の比較的若い
方

不　　 明 唆耗が比較的みられる。

N B －37 左上第 2 小臼歯 〃 不　　 明
唆耗がほんの少 しみられる。N B －36 と
同一人物の可能性大。

N B －38 右上第 1 大臼歯 成　　　 人
男性の可
能性

唆耗が強いため、第 1 大臼歯の可能性

が強い。

N B －39 右上第 2 大臼歯 〃 〃
全体的に唆耗がみられる。N B －38 と同

一人物の可能性大。

N B －40 右上第 3 大臼歯 〃 〃
唆耗が少ない。発達隆起がN B …33と似

ていて左右対象の可能性大。

N B －41 右下第 1 大臼歯 〃 〃

全体的に唆耗がみられる。N B －38、N

B －39 と同一人物の可能性大。歯冠の舌
側 にう歯があった可能性が大で、その

ため損壊 していると思われる。

N B －42 右下第 2 大臼歯 ノノ 〃

N B 一姐より唆耗度 は弱いが、全体的に

唆耗 している。N B －38、N B ～39、N

B lⅢと同一人物の可能性大。

N B －43 右下第 3 大臼歯 〃 〃 唆耗が比較的少ない。

NB－33～NB－43の11個の歯は、同一個体のものと思われるものが多々認められ、15～20歳程度の

性別不明の青年と成人の男性が含まれている可能性が高く、SX21011は少なくとも2個体埋葬された土

葬墓と思われる。
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上，試料

樹種同定の試料は、中世の火葬墓、土葬墓に関する炭化材8点である（表1）。

蔑1　東平遺跡出藍炭化樹

試　　料　　　　　遺物番号　　　　　遺構番号

試料1　　　N－10

試料　2　　　　N－17

試料　3　　　　N－7

試料　4　　　　N－9（2）

試料　5　　　　N－15

試料　6　　　　N－21

試料　7　　　　N－18

試料　8　　　　N－3

S X21123

SX21123

S X21016

S X21011

S X21196

SX21344

SX21361

石積み遺構

2．方法

試料を割折して、新鮮な基本的三断面（木材の横断面、放射断面、接線断面）を作製し、落射顕微鏡

によって75～750倍で観察した。樹種同定は、試料標本をその解剖学的形質および現生標本との対比によっ

て行った。

3．結果

8点の炭化材より、6の種類と散孔材1点が同定された。同定の結果を表2に示し、巻末に主要な分

類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定の根本となった特徴を記す。

衷2　東平遺跡出藍炭化樹の樹種同定結果…覧表

試　料　　　　　樹　種　（和　名　／　学　名）

試料1　　コナラ属クヌギ節

試料　2　　コナラ属クヌギ節

試料　3　　グミ属

試料　4　　散孔材

試料　5　　コナラ属アカガシ亜属

試料　6　　クマシデ属イヌシデ節

試料　7　　スギ

試料　8　　マツ属複維管束亜属

⑭据灯鋸　Se虎。∠蝮か毎如

QJJ川・／待　SeCL　ノ範即毎か

互／〟“骨柄骨

diffuse－pOrOuS WOOd

◎録β相の　Subgen　のcoαα犯砂壷

C’〝ゆ前脚　SeC．CJゆ石目待

eJ二ゆ短17げ′〝　japonica　β豆丸眉

厨わ視路　SⅦb酢m　老母血所彿

a◎　マツ属複維管束亜属　厨翫㍑路SⅦbg紺高野が呵画期　マツ科　　　　　　　　　　　　　　図版1

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取り囲むエビセリウ細胞から構成される針

葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。
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放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面二放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質より、マツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属にはクロマツとアカマツが

あり、放射仮道管内壁の鋸歯状肥厚の程度で同定できるが、本試料は炭化により鋸歯状肥厚がはく落し

ている部分が多く、十分な観察ができなかった為、マツ属複維管束亜属とした。

b◎　スギ　抗融池朝脚お力砂州おαmm餓　スギ科 図版2

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行はやや急で、晩財部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、1分野に2個存在するものがほとんどである。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、用細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。以

上の形質より、スギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑高木

で、高さ40cm、径2cmに達する。材は軽軟であるが強靭で、広く用いられる。

C◎クマシデ属イヌシデ節　¢明磁胴鋸融C勧殖服　カバノキ科　　　　　　　　　　図版3

横断面：小型で丸い道管が、単独あるいは数個放射方向に複合し、全体として放射方向に配列する放

射孔材である。集合放射組織が見られる。

放射断面：道管の穿孔は、単穿孔である。放射組織は同性である。

接線断面：放射組織は、同性で1～3細胞幅のものと、集合放射組織からなる。

以上の形質より、クマシデ属イヌシデ節に同定される。クマシデ属イヌシデ節は落葉の中高木で、北

海道、本州、四国、九州の山野に分布する。

d◎　コナラ属アカガシ亜属　釣棚雅用地卿狛捗壷転勤噸壷　ブナ科　　　　　　　　　図版4

横断面：中型から大型の道管が、1～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である。

道管は単独で複合しない。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面‥放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織であ

る。

以上の形質より、コナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチイ

ガシ、アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ30cm、径1。5cm

に達する。材は堅硬で強靭、弾力性強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

e◎　コナラ属クヌギ節　◎㈲裾故買氾琉ノ蝮が毎如　ブナ科　　　　　　　　　　　　　　図版5

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、1～数列配列する環孔材である。晩財部では厚壁で丸い小道

管が、単独およそ放射方向に配列する。早材から晩材にかけて道管の直径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞である。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織であ

る。

以上の形質より、コナラ属クヌギ節に同定される。コナラ属クヌギ節にはクヌギ、アベマキなどがあ

り、本州、四臥九州に分布する。落葉の高木で、高さ且5cm、径醐cmに達する。材は強靭で弾力に富み、

器具、農具などに用いられる。
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f◎　グミ属　脛毎紺g犯祝ざ　グミ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図版6

横断面：年輪のはじめにやや小型でまるい道管が1列に並ぶ環孔材である。晩財部では小型でまるい道

管が散在する。早材から晩材にかけて道管の径はやや減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で放射組織は同性に近い異性である。

接線断面：放射組織は異性放射組織型で、6～8細胞幅である。

以上の形質より、グミ属に同定される。グミ属にはアキグミ、ハコネグミ、ナツグミなどがあり、北

海道、本州、四国、九州に分布する。落葉または常緑の小高木である。

g◎　散孔材　diffuse…pOrOuS WOOd

横断面：小型の道管が散在する。

放射断面：道管と放射組織が存在することが確認できた。

接線断面：放射組織が存在することが確認できた。

以上の形質より、散孔材に同定される。なお本試料は、保存状態が悪く広範囲の観察が困難な為、散

孔材の同定にとどまる。

4．所見

同定された樹種は、マツ属複維管束亜属、スギ、クマシデ属イヌシデ節、コナラ属クヌギ節、コナラ

属アカガシ亜属、グミ属であった。いずれも温帯域に生育する大木で、高木から中低木まであり、周囲

に生育していた樹木に起源する炭化材と考えられる。

参考文献

佐伯浩◎原田浩（1985）針葉樹材の細胞◎　木材の構造，文永堂出版，p2鉦48

佐伯浩◎原田浩（1985）広葉樹材の細胞◎　木材の構造，文永堂出版，p49－100
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大平遺跡出土炭化材の顕微鏡写真I

－169－

錆
磐
凝
議

珠
㌍
圭
簾
線
錘

一
．

二

　

　

．

　

・

t

●

●

▲

・

－

　

　

　

・

l

I

I

　

　

、

1

1

一

、

　

　

　

　

ヽ

　

，

　

ナ

　

t

　

■

2．試料7　スギ

ー
i
三
雷
－
ニ
尊
王
〓
一

1
．
●
ぎ
ー
五
三
三
－
‥
一

3．試料6　クマシデ属イヌシデ節



大平遺跡出土炭化材の顕微鏡写真Ⅱ

6．試料3　グミ属
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図版1

1．2－1区　調査前風景（東から）

2．3区　調査前風景（南から）



図版2

1．1区　Ⅳ層上面土坑群（北から）

2．1区　Ⅳ層轡出土状況

3．土坑SF1012完掘状況（北西から）

4．土坑SFlOO8検出状況（北から） 5．土坑SF1008完掘状況（北東から）

6．土坑SF1024完掘状況（南から） 7．土坑SF1079完掘状況（南から）



図版3

1．1区　Ⅴ層上面全景（南西から）

2．土坑SF1047完掘状況（南西から） 3．土坑SF1082完掘状況（北西から）

4．土坑SF1044・1092完掘状況（北から） 5．土坑SF1087完掘状況（東から）



図版4

1．溝状遺構SD1065完掘状況

2．溝状遺構SD1102完掘状況



図版5

1．1区　Ⅶ層上面全景（南西から）

2．1区　Ⅶ層上面（南東部）



図版6

1．2－1区　Ⅶ層上面全景（南東から）

2．2－1区　第1段丘面（北から）



図版7

1．中世墓SX21011検出状況（東から）

2．中世墓SX21011内歯出土状況



図版8

1．中世墓SX21016・21378・21382検出状況（北東から）

2．中世墓SX21016・21378・21382完掘状況（東から）



1．中世墓SX21016内人骨出土状況 2．中世墓SX21361検出状況（東から）

3．中世墓SX2136内人骨出土状況 4．中世墓SX21361完掘状況（西から）

6・中世墓SX21344内銭貨出土状況

7．中世墓SX21344内人骨出土状況 8．中世墓SX21385内人骨出土状況



図版10

1．SX21022完掘状況（北東から） 2．SF21104完掘状況（東から）

3．SX21059完掘状況（北東から） 4．第1河道跡土坑・小穴群（空中写真）

5．不明遺構SX21123検出状況（南西から） 6．不明遺構SX21123完掘状況（西から）



図版11

1．不明遺構SX21196完掘状況（東から）

4．SF21235完掘状況（南東から）

6．SF21248完掘状況（南東から）

8．SF21249完掘状況（南から）



1．第2河遺跡土坑群　その1（空中写真）

3．不明遺構SX21381検出状況（北西から）

5．溝状遺構SD23002完掘状況（西から） 6．溝状遺構SD23009完掘状況（東から）



図版13

1．石敷遺構検出状況（空中写真） 2．石敷遺構完掘状況（南から）

3．石積み遺構検出状況　その1（空中写真） 4．石積み遺構検出状況　その2（南から）



図版14

1．石積み遺構検出状況　その3（南から） 2．石積み遺構検出状況　その4（南から）

3．石積み遺構完掘状況　その1（南から） 4．石積み遺構完掘状況　その2（北から）



1．集石基SX3191検出状況（東から）

図版15
J



図版16

3．不明遺構SX3002内土器・陶器出土状況

4．不明遺構SX3002内炭化物検出状況 5．不明遺構SX3002内陶器出土状況



図版17



図版18



図版19

1．中世墓SX3192完掘状況（石除去前）

2．中世墓SX3192完掘状況（石除去後）



図版20

2．SX3188内土器出土状況

4．小穴SP3018内銭貨出土状況

3．中世墓SX3001内土器出土状況



図版21
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図版22

P13

P14

PI5

PI6

P18

出土土器（2）

P20

P23



図版23
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図版24

出土陶磁器（1）



図版25

出土陶磁器（2）



図版26

出土陶磁器（3）



図版27

P89

出土陶磁器（4）



図版28
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図版29

出土陶磁器（6）



図版30

出土陶磁器（7）出土土器（4）出土土製晶



図版31
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図版32

出土銅製品・鉛製晶



図版33
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図版34
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図版35

出土石器・石製晶（2）



図版36

出土石器・石製晶（3）
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図版37
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図版38
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調査に御助言。御協劫を齢ただ齢た粛々（敬称略）

静岡県教育委員会　関野　哲夫　中鉢　賢治　長泉町教育委員会　平川　昭夫　廣瀬　高文

豊田町教育委員会　清水　尚　　沼津市文化財センター　上野　尚美

愛知県陶磁資料館　井上喜久夫　瀬戸市埋蔵文化財センター　藤澤　良祐　岡本　直久

発掘調査参加者

岩田　義和　荻山市太郎　川口　勇　岸本　義明　栗木　崇　斎藤　晋　杉山　貴裕

杉山　佳久　鈴木　八郎　瀬戸　茂　高木　龍雄　高山　亀治　土屋　福宣　三浦　勇一

水口　祐幸　三輪　建吾　渡遽喜久夫　渡連　美行

天野由紀子　石井　明艮　石井千栄子　石井　美香　岡林八重子　関沼美代子　柴田美佐子

杉山よ志恵　清水　光子　高橋　敏子　高橋　教江　永坂　松江　中村　里枝　中村むつみ

原　麗子　原　裕子　横島　幸子　吉田こはる　吉満みさ江　渡遽　三貴

整理作業参加者

栗木　崇　夏目不比等　跡部麻由子　石井千栄子　海野ひとみ　笠井　昌枝　河西　淑乃

神田　綾美　鋤持　富枝　柴田美佐子　清水　光子　鈴木　里枝　鈴木　博美　鈴木由美子

高橋　教江　早瀬　容子　原　　裕子　望月　節子　吉田こはる
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調査原因市町村 遺跡番号 度分秒 度分秒

おおだいら
大平遺跡

■

しずおかけん

22342

3 5度 138度 1995年 10，700I迂 東駿河湾環状道路
静　 岡　県
すんとうぐん
駿　東　郡

ながいずみちょう
長　泉　 町
みなみいっしき
南　 一　色

8分

48秒
53分
58秒

11月1日

～
1996年
12月5日

建設に伴う事前調
査

所収遺跡 種　　 別 主な時代　　 主な遺構 主　な遣 物 ■特記事項 i

大平遺跡 墓

近　世

石敷遺構

石積み遺構

集石基

土坑◎小穴

溝状遺構

瀬戸美濃系陶磁器◎常滑系陶器◎

肥前系陶磁器◎志戸呂系陶器◎轡◎

釘◎キセル◎銭貨◎火打ち金◎

火打ち石

中　世

集石基

火葬施設

士坑◎小穴

溝状遺構

かわらけ◎羽釜◎瓦質土器◎古瀬

戸陶器◎中国製陶磁器◎鉄砲玉◎

銭貨
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